









































アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ⑥




明日をつかむ大作戦！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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笹本ユーリ、四季童子、渋沢佳奈、ツジヤスノリ、円花子
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あとがき













まえがき







　みなさんこんにちは、田中信二たなか・しんじです。

　既き刊かんをお読みの方、いつもありがとうございます。

　初めての方は初めまして。私わたしは本書の著ちよ者しやであり、ＴＲＰＧというゲームを題材にした冒ぼう険けん物語の語り手でもあります。

　ここでは本ほん格かく的てきに本書の内ない容ようを楽しむ前に、このゲームや物語についての基き礎そ知ち識しきを解かい説せつさせていただきます。




　本書はテーブルトークＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイで、『アリアンロッド・サガ』のリプレイとしては四番目のシリーズ『デスマーチ』の第六巻かんです。

　ＴＲＰＧとは〝テーブルトークＲＰＧ〟の略りやく称しようで、ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼よばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人のプレイヤーで行なう遊びです。プレイヤーは各自ひとりのキャラクターを担たん当とうし、ＧＭの管理のもとに冒険へと旅立ちます。コンピューターゲームのＲＰＧを、人間同士が会話しつつルールブックを参照しながら進めるようなゲーム、というとイメージできますでしょうか？

　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んでいる様子を読み物として書き起こしたものです。

　本書で使用しているのは『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』。二〇一一年七月にバージョンアップをした、ファンタジーＴＲＰＧです。

　この本で舞ぶ台たいは〝アルディオン大陸〟。〝戦乱の大陸〟という別名を持つ土地です。その戦乱もようやく決着がつきそう……という流れだったのですが。

　どーしてこーなった！　……という超ちよう展てん開かいにより、思いっきり振り出しに戻もどりました。

　詳細は本ほん編ぺんおよび以降の記事を読んで、ご堪能ください。




　前ぜん述じゆつのとおり『アリアンロッド・サガ』は『デスマーチ』以外にもいくつものシリーズが展てん開かいされています。それらのサガシリーズについて興きよう味みのある方は富ふ士じ見み書しよ房ぼうのウェブサイトなどでご確かく認にんください。

　次じ頁こうの「前ぜん巻かんのあらすじ」は『デスマーチ』五巻のエピソードを解説しています。また第九話冒ぼう頭とうの「早わかり『アリアンロッド・サガ』」は今回の物語と関連の深い、『アリアンロッド・サガ・リプレイ⑦、⑧』で起こった事じ件けんについて解説しています。また『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ　アルディオン レボリューションガイド』で明らかになった設定も含まれます。その二冊さつを未読の方はネタバレにご注意ください。

　そのあたりの知識は大だい丈じよう夫ぶ、という方はそのまま本編に進んでください。











前巻のあらすじ






　帝てい紀き八一二年一一月。誕たん生じようしたばかりの新しん興こう国フェリタニアに、四人の男女が集つどった。

　フェリタニア第一の騎き士しアル・イーズデイルの妹で、騎士を目指す少女アキナ・ブルックス。〝裏うら目め軍ぐん師し〟マルセル。〝隻せき眼がんの盗とう賊ぞく〟ギィ。〝謎なぞのエクスマキナ〟ドラン。この四名はギルド〝エンジェルファイヤー〟を結成、フェリタニア軍に参加した。以来、彼らは陰に陽にフェリタニアのために戦い続けてきた。

　ピアニィの統一帝アルドワルダ戴たい冠かんを間ま近ぢかに控えた八一四年秋。ノルウィッチの街に吟ぎん遊ゆう詩し人じんラブ・アントニオがやってくる。彼は秘密結社バルムンク・ノヴァの一員であり、ブルックス商会の襲撃を企たくらんでいた。アキナたちは首尾よくその陰謀を阻止する。しかし、バルムンク・ノヴァの幹部のグリンダは、その隙すきに商会に安置されていた、謎の〝ロッド〟を盗み出す。

　やがて、ピアニィたちは統一帝戴冠のためにエストネルへ出発。エンジェルファイヤーはその留守を守ることに。グリンダは〝ロッド〟の真の能力を用いて、ノルウィッチ城（巨大人型兵器に変形可能）の強ごう奪だつを図る。しかし今回は相手の意図を読みきったエンジェルファイヤーがグリンダの目もく論ろみを阻そ止し。しかしグリンダをあと一歩のところで逃してしまう。さらにその直後、エストネルの方角で立ち上った光の柱が不吉に輝くのであった。











早わかり『アリアンロッド・サガ』






●ピアニィ戴冠と真の四宝の試み

　帝紀八一五年一〇月。大陸を事実上統一したピアニィは裁さい定てい者しやの国エストネル王国に赴く。そこで、四し宝ほうの試こころみと呼ばれる儀ぎ式しきを経へて、アルディオン大陸を統すべる統一帝の座ざに即ついた。

　その儀式の直後、ピアニィはエストネル王、エル・ウォーデンより、アルディオン大陸の秘密を明かされ、魔族と戦うことを要請される。

　エル・ウォーデンは、ひとつの石を持った特別な〝統一帝〟ピアニィの出現を機会とし、大陸の真の敵、魔族を倒す決戦を挑いどもうとしていたのだ。

　ピアニィは魔族との戦いへの参加を快諾。そのための儀式、〝真の四宝の試み〟に挑んだ。




▼キーワード

エル・ウォーデン：エストネル王。初代統一帝ウルフリックに仕え、彼かれの死後審しん判ぱん役やくとして大陸に起こった様々な出来事に判はん定ていを下してきた。

魔族：太古の大陸で神々に逆らい戦ってきた邪悪な勢力。エル・ウォーデンにより一般には、その存在を秘ひ匿とくされてきた。




●大崩壊グレート・ディストラクション

　〝真の四宝の試み〟が始まり、魔族や妖魔たちが儀式を阻止しようと攻撃をかけてくる。迎え撃つエストネルの戦士セインたち。

　だが、真の四宝の試みのさなか、思わぬ異変が生じる。復活した神竜王と邪神の御子がピアニィの体内に吸い込まれてしまったのだ。アルやナヴァールら一部の例外を除き、命あるすべてのものを吸収してしまう能力が、ピアニィの中で発現してしまったのである。

　この異変の結果、儀式のあったエル・ウルフリック・ミンスターを中心とした広大な地域が、生命の存在しない荒野へと変へん貌ぼう。エル・ウォーデン王も命を落とし、エストネル王国は瓦が解かいした。

　この異変の背後には、神も魔も滅ぼし、アルディオンを人の手に取り戻そうとする、ヒューバード王子の策略があった。

　なんとかヒューバードの追撃を逃のがれたピアニィは、ナヴァールの師匠、サザーランドのもとに向かう。彼女の吸収能力を抑え込む力を得るために。

　それ以降、ピアニィたちフェリタニアの首脳たちは表舞台に姿を現していない。
















▼キーワード

神竜王：アルディオンの守護神。太古の魔族との戦いで、邪神の御子を自らの身をもって封印、それ以後、眠り続けてきた。

邪神の御子：強力な力を持つ魔族。魔族やその配下である妖魔たちにあがめられている。

ヒューバード：ピアニィの兄王子。ピアニィの大陸統一の過程で、姿をくらましていた。




●大崩壊後のアルディオン大陸

　審判の国エストネル王国の滅亡。エル・ウォーデンの死亡。統一帝ピアニィの失しっ踪そう。

　加えて、以前は大陸で観測できなかった妖魔たちも出没し、人々の生活に悪影響をもたらしている。

　これらの出来事が重なり、エストネル王国が保証してきた大陸の旧体制は終しゅう焉えんを迎えた。

　大陸に覇を唱えたフェリタニア合衆国は大きく勢力を減じた。合衆国参加国はそれぞれの国内事情により合衆国から距離を置きつつある。ピアニィの不在により、フェリタニア政権はその流れに歯止めをかけられない。結果、現在の合衆国の実効支配地域はアヴェルシアと、イザベラの元からの領地であるノルウィッチ伯領まで狭まった。

　東西の大国、レイウォールとグラスウェルズもそれぞれ複数の勢力に分裂した。

　その一方、南方の軍事国家ラングエンドの勢いは増すばかり。その他にもいくつもの新勢力が出現し、大陸はこれまで以上に混こん沌とんとした状況が続いている。

　エストネル、そして王威の竜輝石の権威が通用しなくなった大陸で、各勢力は独自に新しい秩序を模索して活動している。今後、主導権を握る勢力がどこになるのかは、ようとして知れない。
















▼大崩壊以後に出現した主な新勢力

レイウォール中央政権：レイウォール王国の保守的勢力。行方不明の女王ステラの帰還を待っている。

レイウォールアライアンス：〝幸運軍師〟ミック・ヴィルナーが立ち上げた新勢力。周辺のレイウォール軍をまとめあげ、南方に大勢力を作り上げた。

バウエス公領：バウエス公リディルの領土。ベルフト王子の従妹リディルが統治する地域である。現状は静観を通している。

アガルタ公国：メルトランド王家の遺児ロッシュが興した国。メルトランドとグラスウェルズにまたがる、リド・エマルム地方に割拠している。

神聖アンリ帝国：グラスウェルズの王族アンリの帝国。アンリはグラスウェルズ戦役で死んだものと思われていたが、突如強力な軍隊を率いて、グラスウェルズ南方を占拠した。

クレスト諸島独立政権：クレスト諸島はグラスウェルズとレイウォールによる争奪戦が繰り広げられていた地であった。代表のメアリ・クレストらの長年の運動の結果、新たに独立を宣言するにいたった。










































































ＰＲＥＰＬＡＹ









◆Preplay 01◆明日への展てん望ぼう




　東京秋葉原にあるＴＲＰＧ制せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室。

　その部屋にあるテーブルを囲む三名の男女がいた。




「……ついにできましたか」

「まだ……完成ではないがな」

「はにゃぁ」




　この会話をしてる三名の正体は次のとおり。




田中信二

　通つう称しようかわたな。本作『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』（以下、『デスマーチ』）シリーズの著ちよ者しやをつとめている。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以下『無印』）シリーズの制作進行役でもある。




菊きく池ちたけし

　通称きくたけ。ご存ぞんじ『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』（以下ＡＲ２Ｅ）のゲームデザイナーである。これまで数々の名作リプレイを上じよ梓うししてきた。『アリアンロッド・サガ』シリーズを立ち上げ、『無印』シリーズを執しつ筆ぴつ中。




藤井忍ふじい・しのぶ

　女じよ性せいライター。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』のリディルなど、様々なリプレイのプレイヤーとしても知られる。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』（以下、『ゲッタウェイ』）シリーズの著者。

　ときおり「はにゃー」と鳴く生き物としても知られる。




　この三名がいったい何について話をしているのかというと……。




かわたな：それでもここまで進んだんですね。『アルディオン レボリューションガイド』。




　ここで私わたしが「進んだ」言っているのは二〇一二年二月に発売された『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ　アルディオン レボリューションガイド』（以下ＡＲＧと略りやく）のことである。

　この打ち合わせが行なわれた時点で、初校といって、最初に原げん稿こうがそろった状じよ態うたいまで進行しており、その状態でプリントアウトされた紙束が目の前に置かれていたのだ。

　我われ々われは三部打ち出された初校を手に取り、各自『ＡＲＧ』に目を通した。




「この巻かん頭とうコミックはすごいな。さすがは猫猫 猫ねこびよう・ねこ先生」

「イマジネーションが刺し激げきされます」

「アルディオン大陸用の『ＡＲ２Ｅ』版ばんデータが、ついにまとまりました」

「新追加クラスのファランクスにも期待しておくれよ」

「追加クラスを使ったサンプルキャラクターも載のってるんですね」

「『サガ』シリーズの目玉といえる、大だい規き模ぼ戦せん闘とうルールもついに掲けい載さいですね」

「はにゃあ、すごいです。……ところで？」

「「なに？」」（←藤井さんの問いかけに、ユニゾンして反はん応のうする私と菊池）

「フェリタニア、ちっちゃくなっちゃいましたね……」

「「うっ！」」
















　そうなのだ、前のページの地図を見ていただければ一いち目もく瞭りよう然ぜん。『デスマーチ』五巻かんの終しゆう了りよう後、時は流れて、大陸統とう一いつ目前だったフェリタニアはあっという間に分ぶん裂れつ。

　それというのも……。




きくたけ：……うん。どうしてこうなった？

かわたな＆藤井：菊池さんのせいです（ドキッパリ！）。

藤井：菊池さんが、ピアニィに神しん竜りゆう王おうと邪じや神しんの御み子こを吸すい込こませたり、エストネルを吹ふき飛とばしたりしたからです。

かわたな：アルディオンにはいなかったはずの妖よう魔まを出だしたり、ヒューバードが神と魔まをあざむいて世界を改変したりする、なんて展てん開かいにしたせいでもあります。

一同：…………。

きくたけ：……まあ、それはおいといて。

かわたな＆藤井：おいとくのか！

きくたけ：今後の『サガ』リプレイシリーズの展開について話し合わねばならない。




　そう。今までの前ぜん提てい条じよう件けんが色々ひっくり返った以上、展開の方ほう針しんを変えねばならない。その打ち合わせをするために、我々はこうして集まっているのだが……。




きくたけ：ではまず、要点をまとめようか？

かわたな：なんとなく釈しやく然ぜんとしないけど、そうしますか……。




　１．ピアニィの統とう一いつ帝てい即そく位い式しきの直後に大だい爆ばく発はつが発生。ピアニィとその仲間たちは行方ゆくえ不明。

　２．エストネル王国滅めつ亡ぼう。国王エル・ウォーデン死し亡ぼう。

　３．レイウォール王国の女王ステラも行方不明。

　４．アルディオン大陸にはいなかったはずの妖魔の出しゆつ現げん。

　５．各国の王が王おう威いの竜りゆう輝き石せきを失う。エストネル体たい制せい完全終了。

　６．各地に小しよう勢せい力りよくが出現。かつてない戦せん乱らんの時代到とう来らい。




きくたけ：……うん。もうダメダメだなこの大陸。

かわたな＆藤井：ダメダメとか言ってる場合じゃなくて！

きくたけ：でも、各地に小勢力が出現、というのは藤井さんの『ゲッタウェイ』二巻を受けての話だからねえ。

藤井：はにゃぁ！　こっちに飛び火した!!（笑）

かわたな：とりあえず、『デスマーチ』に関係しそうなのは他にこんな感じか。




　１．スリスは王威の竜輝石を維い持じ。ピアニィの後こう継けい者しやに。

　２．バルムンク・ノヴァが勢力拡かく大だい。

　３．大陸各地に謎なぞのゴーレム兵器が拡かく散さん。広めているのはゴルドレイ商会。




かわたな：なんだよ！　ゴルドレイ商会って!!（笑）

きくたけ：『デスマーチ』二巻で登場したゴルドレイさんの妹が経けい営えいしている商会だ。その名は〝レディ・ゴルドレイ〟！

かわたな：怪あやしすぎるだろ！　ピアニィもステラも取とり締しまれよ!!（笑）

きくたけ：その辺の詳くわしいことは『ＡＲＧ』を読んでくれ（笑）。……それに、ゴーレム兵器の拡散やバルムンク・ノヴァの勢力拡大は『デスマーチ』シリーズを取り入れた結果だ。

かわたな：ぐはぁ！　なんというブーメラン!!

きくたけ：もちろん、読者のみなさんからの色々な投とう稿こうも随ずい所しよに取り入れてあるからな。みんなで作った大ピンチってことで（笑）。




　……そんなこんなで和なごやかに（？）、打ち合わせを進める我々。

　状じよう況きようは確たしかにキツくなったが、逆ぎやくにＧＭ視し点てんからすると色々なアイデアが湧わいてくるわけで……。




かわたな：いや！　面おも白しろいですね、『ＡＲＧ』。

きくたけ＆藤井：変わり身はやっ！

かわたな：いやあ、色々妄もう想そうが湧いてきますよ。うふふのふ。

藤井：かわたなさんが、おかしいです。

きくたけ：まあ、かわたながおかしいのは通つう常じよう運転のような気もするが……。

かわたな：放っておいていただきたい（笑）。

きくたけ：じゃあ、次の『デスマーチ』のシナリオはこれで問題なく作れるな？

かわたな：お任まかせを。次に出る予定の『ゲッタウェイ』第三巻に無む茶ちや振ぶってみせます！

藤井：はにゃっ!!　お、お手て柔やわらかに。

きくたけ：ついにかわたなが無茶振る時代がきたか。……壮そう絶ぜつな逆ぎやく襲しゆうを食らう気がするのはなぜだろう（笑）。

かわたな：私もそんな気がしますが……。しかし、溢あふれ出でるイマジネーションは押おさえきれないのです！

藤井：はにゃー!!




　とまあ、こんな感じで無事に打ち合わせは終了。リプレイ用のシナリオの準じゆん備びをするうちに、やがて『デスマーチ』六巻の収しゆう録ろく日びがやって来たのだった。







◆Preplay 02◆状況は悪化した！（笑）




『デスマーチ』第一一話の収しゆう録ろく日びがやってきた。

　その場に集まったプレイヤー四名の紹しよう介かいをしよう。




酒井香奈子さかい・かなこ

　株かぶ式しき会社尾お木ぎプロ　THE NEXTに所しよ属ぞくする女性声せい優ゆうさん。菊池たけしにとある飲み会で見いだされた。『デスマーチ』ではアキナ・ブルックスのプレイヤーを担たん当とう。

　声優としての活動は『ミラクル☆トレイン』におけるあかり役、『地じ獄ごく少女　三みつ鼎がなえ』におけるきくり役、『Memories Off ゆびきりの記憶』リサ・ケイシー・フォスター役など。




菊池たけし

　通称きくたけ。既に紹介済ずみなので、以い下か略りやく。




鈴吹太郎すずふき・たろう

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の代表取とり締しまり役やく。『トーキョーＮ◎ＶＡ The Detonation』のゲームデザイナーでもある。『アリアンロッド・サガ』シリーズでは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』（以下、『ブレイク』）シリーズを終しゆう了りようさせた。『デスマーチ』シリーズでは盗とう賊ぞく

ギィ、『無印』シリーズでは軍ぐん師しナヴァールのプレイヤーとして参加している。




たのあきら

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の製せい作さく部長兼けん営えい業ぎよう部長であり、かわたなの直ちよく属ぞくの上司。

『アリアンロッド・サガ』ではかわたなと分ぶん担たんして、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』（以下、『アクロス』）シリーズのプロジェクトリーダーをつとめていた。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』の著者でもある。




酒井：――で。あれからどうなったんですか!?




　早さつ速そく、らんらんと瞳ひとみを輝かがやかせた酒井さんが、聞いてきた。

　無理もない。宿しゆく敵てきグリンダに勝利しつつも、本人の身み柄がらは取とり逃にがしたという結末だったのだから。加えて酒井さん演じるアキナの兄、アルとその一行の安否も不明確なままである。
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　なお、酒井さんはスケジュールの都合で『ＡＲＧ』を熟読するのは難しいだろうというＧＭ判断により、必要な情報はプレイ中に解説していくことになっていた。




ＧＭ：（重々しい口調で）ええ、色々なことがあったのです。巨きよ大だいな災さい厄やく〝大崩壊グレート・ディストラクション〟の発生。大陸情じよう勢せいの大変動。ピアニィは姿を消すし、エストネル王国は瓦が解かいして……。

酒井：か……かなり前回から状況が変化したんですね（←やや焦あせりつつ）。

鈴吹：そうなんですよ（笑）。

きくたけ：ふっふっふ～♪（←超不気味に）　これからメチャクチャ楽しくなりますよ？

酒井：そ、そんな言い方されると逆に不安になります！

きくたけ：ん？　爽やかな言い方じゃないかぁ～？（笑）

酒井：もうっ！（笑）　でも、なんとなくわかります。ようするにこの先もっと大変な〝デスマーチ〟が待ってるんですね！（笑）




　もはやお見通しである。




ＧＭ：そのあたりはおいおい（笑）。では、今回予告やハンドアウトを読み上げつつ、現げん在ざいの状況を説明します。アキナたちの立場にも大きな変化があったんですよ。

酒井：立場が大きく変化!?　わかりました。心して聞きます！（笑）




●今回予告とハンドアウト

ＧＭ：では、恒こう例れいの今回予告とハンドアウトの読み上げとまいりましょう。

酒井：はーい。




▼今回予告

　帝紀八一四年一〇月――〝大崩壊〟勃ぼつ発ぱつ。

　エストネル王国は瓦解し、〝統一帝〟ピアニィは、突とつ如じよとして歴史の表おもて舞ぶ台たいから姿を消した。

　〝大崩壊〟の結果、未知の脅きよう威い――妖よう魔まの出現もあり、大陸の秩ちつ序じよは大きく揺ゆらいだ。

　そして、時は流れて、帝紀八一五年四月を迎える。

　ナヴァールからフェリタニア合衆国を託たくされたキミたちエンジェルファイヤーは、平和を維い持じするべく奮ふん闘とうを続けていた――。

　一方、野望に魅みせられた者たちは、大陸に戦せん乱らんの嵐あらしを起こそうと画かく策さくする。

　未み曾ぞ有うの混こん乱らん期きを迎むかえ、人々が選ぶのは、平和か、争いか？




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

　第一一話「覇道を継ぐ者」

　竜の石は散り、新しき戦乱の世界へ――。




酒井：え!?　合衆国を託されちゃうんですかっ!?

ＧＭ：ほら、立場が変わるって言ったじゃないですか（笑）。

きくたけ：ま、でも驚おどろくよな、こりゃ（笑）。

酒井：そうですよ～（笑）。

ＧＭ：皆さんの立場だけじゃなく、アルディオン大陸もめちゃめちゃ変へん貌ぼうしてるんですよ。

たのあきら：ふむ。で、今回予告によれば、今日のシナリオは帝紀八一五年四月になるのか？

きくたけ：またえらく時間が跳んだなあ（笑）。

鈴吹：まあ『無印』でも「あれから一年」的に跳ばすことはあったから、それと同じだと考えれば（笑）。

ＧＭ：実は今回のシナリオ開始時点で、フェリタニア合衆国は存そん亡ぼうの危き機き、という状じよう態たいに追おい込こまれたところから始まります。（と次の地図と表を見せる）

























酒井：（地図を見て）た、確かに領りよう土どが随ずい分ぶん小さくなって――これは、存亡の危機ですね！

鈴吹：それに、改めて見ると、ステラは行ゆく方え不明。竜りゆう輝き石せきを保ほ持じしているのは、メルトランドのスリスとベルリールのアンスラだけ。随分変わってるんだよね。
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ＧＭ：で、この状況は、一夜にして生じたものではありません。『無印』第七、八巻で起きた〝大崩壊〟という災厄をきっかけに、約半年の時を経へて成立した状況だったりします。

酒井：大崩壊！　改めて聞くと、ちょーすごそうな響きですね！

ＧＭ：ええ、ちょーすごいことになりまして。まあ、その辺の描写はこのあと順にやって、帝紀八一五年四月までいきますんで。

酒井：了解です。あーん、どうなっちゃうんだろ（笑）。

ＧＭ：では、続いてアキナのハンドアウトを読みます――。




▼アキナ・ブルックス（酒井香奈子）用ハンドアウト

コネクション：フェリタニア　　　関係：庇ひ護ご

　帝紀八一四年一一月のある日、あなたのもとにナヴァールからのメッセージが舞まい込こんだ。




[image: ]




　それは、エストネルでの戴たい冠かん式しき以来、行方不明になっていたアルやピアニィたちの消息を知らせる手紙であった。




[image: ]




　その結果、あなたたちエンジェルファイヤーに大きな使命が課せられることになる。




酒井（以下、アキナ）：大きな使命？　任せてください！（笑）

一同：前向きだっ!?（笑）

ＧＭ：ＧＭ的に非常に助かります！　ともあれ、アキナのオープニングでは、ピアニィ一行の現状や、その新たな任務に関するお話を扱います。

アキナ：了解です。……と、とにかく手紙が来たんですよね。つまり、アル兄様や、ピアニィさんたちが無事ということがわかって安心です！
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ＧＭ：…………。

きくたけ：…………。

アキナ：なんで黙るんですか？

ＧＭ：はっはっは。

きくたけ：はっはっは。

アキナ：笑って、ごまかさないでください！（笑）

鈴吹：その辺もたぶんこのあとに触れることになるよな（笑）。

ＧＭ：はい。そのあたりはオープニングで詳しく説明します。うひひ。

アキナ：もうっ、もったいつけますね～っ！（笑）

ＧＭ：次はマルセル用ハンドアウト。




▼マルセル・ベルトラン（たのあきら）用ハンドアウト

コネクション：アンソン　　　関係：同どう志し

　ピアニィたちが姿を消して約半年。帝紀八一五年三月、世界は戦乱の世に逆ぎやく戻もどりしていた。

　そんな中、アルディオンの未来について、グラスウェルズの王国軍師アンソンと語り合う中、ある結論が導き出される。各国の代表をノルウィッチに集め、この混こん迷めいの時代を乗り切るべく、国際平和会議を開かい催さいするのだ。

　そして、このようなばかげた状況を終わらせるためにも、一いつ刻こくも早く新たな秩序を構こう築ちくしなければならない。
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鈴吹：こっちは八一五年の三月なんだな。

ＧＭ：です。〝大崩壊〟の結果、変貌した世界の様相がある程度見えてきた頃ころとお考えください。この時期のアルディオン大陸を紹介する『ＡＲＧ』も八一五年三月をテーマにしていますし。

たのあきら（以下、マルセル）：む。このハンドアウトにある国際平和会議は私が提てい唱しようするということでいいのか？

ＧＭ：はい。シナリオの展開上、ノルウィッチで国際的な会議が開催される形にしたくて。しかし、希望しないならアンソンや他の人物の提案にするということもできます。

アキナ：選せん択たくの余よ地ちはあるんですね。

ＧＭ：ええ。

マルセル：ふむ……。では、オープニングまでにどう演出するかを考えておこう。

ＧＭ：了解です。

マルセル：とはいえ、合衆国の将しよう来らいを考えると、諸しよ外がい国こくとの意見の調整は必要だろうな。

きくたけ：まあ、そもそも合衆国がいくつかの国の集合体だからな。

鈴吹：それに妖よう魔ま対たい策さくは、一国だけで手に負える問題ではなかろう。

ＧＭ：ですよね。次はギィ用ハンドアウト。




▼ギィ（鈴吹太郎）用ハンドアウト

コネクション：オーレリー・カルマン　　　関係：師し匠しよう

　再ふたたび戦乱の世の中となったアルディオン大陸。

　久ひさ々びさに会ったマムとの会話でも物ぶつ騒そうなネタばかりが話題にのぼる。

　なかでも、軍事国家ラングエンドがきな臭くさい動きをしているという情じよう報ほうが気になる。戦争狂の独裁者モード・レドリックに率いられた鋼はがねの軍団の不ふ穏おんな動静に、あなたは胸むな騒さわぎを禁きんじ得えなかった。
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鈴吹（以下、ギィ）：ま、た、マムかよぉ――っ!?
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ＧＭ：社長、嬉しそうですね（笑）。

ギィ：だから、嬉しくないんだっつ――のっ!?（笑）

一同：はいはい（笑）。

ギィ：で、オレのオープニングで、ラングエンドの情報がもたらされるってことだな。

ＧＭ：ええ。あのヤバイ国がついに登場です。

アキナ：ヤバイんですか？

マルセル：はい。モード・レドリックという独どく裁さい者しやに率いられた、軍国主しゆ義ぎの国です。




ラングエンド

　アルディオン大陸南方に割拠する軍事国家。評議長モード・レドリックの指導の元、強力な国軍を有している。大崩壊後はフェリタニア合衆国に敵対的な立場を取っている。




アキナ：そんな国が不穏な動きをしているんですね。

ギィ：だな。というかその情じよう報ほう源げんがマムなこと自体が、オレにはヤバく思えるね（笑）。




▼ドラン・ベレレン（菊池たけし）用ハンドアウト

コネクション：フェリタニア軍　　　関係：部下

　苦しい状況が続くフェリタニア合衆国。エストネルで出現した妖魔が、アヴェルシアに侵しん入にゆうしてくるようになり、フェリタニア軍は各地の守しゆ備びに奔ほん走そうしていた。そんな中、あなたは、フェリタニア軍の将しよう軍ぐんへと抜ばつ擢てきされる。そして、アヴェルシアで妖魔と戦ってきた部下の話を聞き、現在の合衆国の苦く境きようを痛つう感かんするのであった。




きくたけ（以下、ドラン）：これだよ！

ギィ：何がだよ!?（笑）

ドラン：だって将軍ですよ、将軍！　超ちよう出しゆつ世せじゃないですか！　これからは、ワタシのことは〝ドラン将軍〟と呼んで欲ほしいナリ！

アキナ：前回はライブの警けい備びやっていたのに。すごい出世ですね（笑）。

マルセル：元々ノルウィッチの警備隊長はかなり偉い立場だったんだがな（笑）。

ＧＭ：ドランが優秀なのは事実ですが合衆国も妖魔の被ひ害がいがひどくて、加えてフェリタニアには人手が足りないという事情がありまして。

ドラン：ほほう。今回のシナリオは妖魔退たい治じか？

ＧＭ：ふっふっふ。それは始まってからのお楽しみです。




●キャラクターの成長報ほう告こく

ＧＭ：では、各キャラクターの成長報告といきましょう。




▼アキナ・ブルックス（16レベル）の場合

アキナ：ではいきます！　え～と、スキルは《バトルコンプリート》《バイオレントヒット》《ファイティングロウ》というのを取りました。

ギィ：《バトルコンプリート》はレベルを上げたんだよね。

アキナ：ですね。スキルのレベルを上げて、振り直しの回数が増ふえました。

ドラン：ふむ。さらに《バイオレントヒット》で、《ボルテクスアタック》をクリンナッププロセスに一回分使用回数を増やせるようにしたナリね。

ＧＭ：おおー。

ギィ：すごいぞ。これで[image: 160]点ぐらいダメージが上がるはず。

アキナ：こんどこそ、これをグリンダに叩たたきこみたいです！（笑）

ドラン：アキナさん、怖こわいナリ（笑）。

アキナ：あと、《イクイップリミット》を取って、装そう備び重量を増やしました。これは先々の投とう資しみたいなもので。もっと重い装備になってもいいように、と。

ギィ：なるほどね。

アキナ：そして剣けんがストーマー、鎧よろいが鉄てつ壁ぺきの鎧という魔ま法ほうの鎧になりました。

ＧＭ：かなり優ゆう秀しゆうなワントップになってきましたね。

マルセル：アキナは我々の攻防のかなめだから、なるべくいい装備をするべきだしな。

アキナ：いい装備を使わせてもらう分、がんばります！
















▼マルセル・ベルトラン（16レベル）の場合

ＧＭ：次はマルセルさんですね。

マルセル：《パトロナイズ》を取得した。魔ま術じゆつ判はん定ていで攻こう撃げきを失敗させるという、《インターフィアレンス》の魔術判定版ばんみたいなスキルだ。

ギィ：本当に劣れつ化かナヴァールに。

マルセル：マルセルの基本コンセプトですから（笑）。

ドラン：そ、そうナリか（笑）。

マルセル：あとは《アレンジ》を取得。これにより《シーリィ》のレベルの上じよう限げんが上昇。さらに《シーリィ》そのもののレベルも上げた。これで、味方がクリティカルすると、そのダメージを40点アップできる。

ギィ：マルセルの元々すごかった《シーリィ》が、今や普ふ通つうの人にはマネできないような、超《シーリィ》に進化したということか（笑）。

ＧＭ：いやもう（笑）。みんなすっかり、クリティカルに特化しちゃって（笑）。リビルドしたら、ＧＭがクリティカルで虐いじめていたのが、逆ぎやくにＰＣにクリティカルで虐められるようになったでござる（笑）。

アキナ：大変だったんだから、こちらも対抗しますよ！（笑）

マルセル：確かに（笑）。で、さらに一いつ般ぱんスキルで《トランプ》を取得した。情報に強い知り合いがいて、情報収しゆう集しゆう判定に＋２Ｄという内ない容ようだ。その他装備などの変へん更こうはない。

ＧＭ：了解しました。
















▼ギィ（16レベル）の場合

ギィ：では、オレの成長を紹介するか。今回新しくなったスキルは《バーサタイル》《デッドショット》《ハードラック》。

ドラン：《バーサタイル》ナリか！

ギィ：《デッドショット》は普通に攻こう撃げき力りよくが上がる、《ハードラック》はダイス目をひとつ６にするという効こう果かを二回できるようになった。で、《バーサタイル》は――。

ドラン：スカウトのシナリオで使用回数制限のあるスキルを再さい使し用ようできるようにする、と。

ギィ：《ホロウショット》《ハードラック》《アデンダム》が該がい当とうするスキルだな。まあ《アデンダム》に適てき用ようすることになるだろう。

ドラン：でしょうな。

ギィ：あと一般スキルで《エリアサーチ》を取得した。

ＧＭ：ふむ。シーフっぽいスキルを取ってきましたね。

ギィ：これでＧＭが、スクウェア戦せん闘とうルールをいきなり持ち出してきても大丈夫。

マルセル：なるほど。

ギィ：あと、防ぼう具ぐが千せん眼がんの衣ころもになった。ベネットみたいに衣いし装ように目の紋もん章しようがついているぞ。

アキナ：目、ギョロギョロするんですね。

ＧＭ：だとすると、ちょっとホラーですね（笑）。
















▼ドラン・ベレレン（16レベル）の場合

ドラン：では、ワタシナリね。魔ま法ほう攻撃がクリティカルすると、ダメージアップする《モータルマジック》、魔術判定に＋１Ｄする《エレメンタルマスター》、さらに《ニゲイト》を取りましたよ。

ギィ：あ、《ニゲイト》取ったんだな。これでさらにＧＭのクリティカルを潰つぶせるな。

ドラン：そういう狙ねらいナリ。ＧＭが我々の攻撃をクリティカルで回かい避ひする機会も激げき減げんナリ！

アキナ：やったー♪　ドランさん、さすがです。

ＧＭ：どんだけクリティカル対策してるんですか！（笑）

ギィ：だが、ここまでくると、逆に攻撃でクリティカルしないと、オレたち本当にしおしおになっちゃうからな！（笑）

アキナ：がんばってクリティカルします！（笑）

ドラン：あ、そうそう。一般スキルで《スティグマ》を取得。これでワタシは神に選ばれた者に。そして胸むねにある紋章が描かれるようになったナリ。

アキナ：どんな紋章なんですか？

ドラン：ふっふっふ！　漢字で〝将軍〟と描かれた紋章ナリ。

ギィ：ド、ドラン～……。出世したからってイイ気になってるな!?（笑）

ＧＭ：喜んでもらえて何よりです（笑）。ではギルドサポートを選んだら、本ほん編ぺんに移うつります。

一同：はーい。
















▼ギルドサポート

　今回の成長では、所持できるギルドサポートは増えたものの、新しん規きの取得はかなわなかった。一行は、所持しているギルドサポートの中から次のものを選択した。




《蘇そ生せい》《祝福》《陣じん形けい》《限げん界かい突とつ破ぱ》《高機動部隊》《偽ぎ装そう情報》《結束》《再さい行こう動どう》《天てん啓けい》
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◆Opening 01◆もたらされた手紙




　帝てい紀き八一四年一〇月も末――。

　統一帝戴冠式から数週間後、ピアニィたちは行方不明となっていた。

　ノルウィッチに残された人々は、手を尽つくしてその痕こん跡せきを捜そう索さくした。

　しかし、ようとして足取りの摑つかめないままにすぎたある日、行方ゆくえ不明のナヴァールからのメッセージがアキナのもとに届とどくのであった。




ＧＭ：ではアキナのシーンから始めます。

アキナ：はーい。

ギィ：このシーンから怒濤のように半年が過ぎていくんだな？

ＧＭ：はい。脳内に壮大な交響曲を流しながら進めていくということで。

ドラン：じゃーん♪　じゃじゃーん♪　じゃーん♪（←交響曲らしい）

ＧＭ：では、改めてシーンを始めます。舞ぶ台たいはノルウィッチ。行方不明のピアニィやアルたちのことを思い不安な日々を過すごしていたアキナさん。

アキナ：アル兄様、今どうしているんですか？　……と、いつも修行していた裏山で物思いにふけっています。これからどうなるんだろう。自分に何ができるんだろう……って。

ＧＭ：はい。で、そんなあなたのもとに、ナヴァールから手紙が届きます。

マルセル：どうやってだ？

ギィ：ああ、それはオレが『無印』第八巻のエンディングで放った手紙だ（←『無印』ではナヴァールのプレイヤー）。黒くろ猫ねこがアキナのところへ手紙をもってやってくるぞ。

アキナ：なんと！　何はともあれ、中を確認します！

ＧＭ：では、その手紙の冒ぼう頭とうには「重要な用よう件けんが記されているので、マルセルやイザベラなどの合衆国の重要人物たちに伝えて欲しい」と、書いてあります

ギィ：そこまで細かいことは『無印』の収録の時、ナヴァールは言ってなかったが。まあ、事情をちゃんと説明すると言ったし、そんな配慮をしていたということで（笑）。

アキナ：……なるほど～。まず大おお慌あわてでエンジェルファイヤーのみんなやイザベラさんたちを部室に集めますね。
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マルセル：ここはスリス陛下も呼んだ方がいいだろうな。

ドラン：部室じゃなくて、偉えらい人が集まる会議室とかがいいナリ。

アキナ：では、みんなそろったところで、手紙を披ひ露ろうします。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、お城しろの会議室。がっしりとした円形のテーブルが置かれた部屋に勢せいぞろいする皆さん。見かけの年以上に大人びた雰ふん囲い気きを持つ女王、スリスがまず口を開きます。「ナヴァール様から重要なお知らせということですが？」

ドラン：イザベラは「やっと連れん絡らくがきたわねぇ。人を心配させるにもほどがあるわよ？」と、少しすねた感じかな。

ＧＭ：そんな感じですかね。

アキナ：じゃあ、手紙を読みますね。ぱらりと、紙を拡げます。




　ナヴァールからの手紙には以下のような内容が書かれてあった。




・エストネルでの〝真の四宝の試み〟の際さいに、ピアニィの体に異い変へんが起きた。生命あるあらゆるものを吸い込んでしまう謎なぞの現象がピアニィの体内で発動してしまったのだ。

・この陰いん謀ぼうには神しん竜りゆう王おうと魔族の争い、そしてピアニィの兄ヒューバードが関わっているらしい。

・ともあれ、アルやナヴァールを例外とし、あらゆる生命を吸い込む存そん在ざいになったピアニィは人ひと里ざとには降りられない。

・ピアニィは謎の能力を抑え込むため、ナヴァールの師し匠しようサザーランドのもとで、修行することになった。それがいつ終わるかは見当もつかない。ともあれ、ピアニィ、アル、ナヴァール、ベネットはそれぞれ元気である、とのこと。
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ＧＭ：そして最後に……。

ギィ：たったひと言「あとは、まかせた」とある（笑）。

一同：…………。

アキナ：お……？（←事じ情じようがのみこめていない）

ＧＭ：「あとは、まかせた」……ですって。

アキナ：ほ、ほほぉー……。（急に表ひよう情じようを変えて）え、えぇ――――――っ!?（爆ばく笑しよう）




[image: ]




マルセル：「あとは、まかせた」じゃあないだろ！　ナヴァールめっ!?（笑）

アキナ：そうですよ。重要な立場になるのはいいけど、すっごく投げっぱなしじゃないですかっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：はっはっは。『無印』第八巻でそんなプレイがありまして。

ギィ：す、すまん（←ナヴァールのプレイヤー）。しかし修行をせねばピアニィ陛下は人里に降りられなくなったんだから、しょうがないだろう？（笑）

ドラン：すまん！（←『無印』の著者）　ピアニィをそんな体にしてしまったばっかりに（笑）。

アキナ：わかりました！（笑）　はぁはぁ……（←呼こ吸きゆうを落ち着けている）……。とにかくピアニィさんは〝体質改善〟で今忙いそがしい、と（笑）。
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ＧＭ：そうそう（笑）。

ギィ：なんでも吸い込んじゃう体質を改善中ってことだな（笑）。

アキナ：その間、あたしたちは、大変な責任を任されたわけですね。でも……。

ギィ：でも？

アキナ：ひとつの国を任されたんですよね。これまでの任務と比くらべて、やることが急に大きくなったんで、何をすればいいか、ちょっと戸と惑まどいますね。

ドラン：そうナリねぇ。

ギィ：いきなり王様をやれって話でもないから、いつものアキナでいれば、そのうちやることも見えてくるだろうさ。

アキナ：なるほど。

マルセル：まあ、実際にフェリタニアを任されたのはスリス陛下だがな。

ギィ：そして、オレたちはその下っ端だからな。まだ気楽なもんだぜ。

アキナ：えっ！　スリス様ってまだ幼いですよね？　なんでピアニィ様の跡継ぎに？

マルセル：理由は三つある。まず、第一にメルトランドがフェリタニアと連合王国になった時、スリス様を同格に扱うと約束し、連合王国の王位継承権第一位にしたこと。

アキナ：なるほど。

マルセル：次に、スリス陛下は大崩壊後王威の竜輝石を持って帰還したこと。

アキナ：えっ！　他の国はどうなったんですか？

マルセル：他の国は国王は帰還できたものの王威の竜輝石を失ったか……。

ギィ：レイウォールなんて女王のステラごと行方不明になったしな。

アキナ：え、ええーっ!!　大変じゃないですか！

ＧＭ：はい。大変なんですよ。

ドラン：ただ、ベルリールは女王のアンスラが竜輝石を確保したまま帰還しているナリ。




　その辺は二〇一二年三月発売のシナリオ集、『ベルリールの鉄巨神』で詳しく語られる。ここでは、ベルリールは国王と王威の竜輝石を持ったまま帰還できたことだけを憶えておいていただきたい。




アキナ：ということは……。レイウォールが王様と竜輝石が両方なし。グラスウェルズとゴルフォードが王様は帰ってきたけど竜輝石をなくしたと……。
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ギィ：あとアヴェルシアも王様は戻れたが竜輝石をなくしている。
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アキナ：なるほど。で、メルトランドとベルリールは王様と竜輝石の両方が戻ってきたんですね？

マルセル：そういうことだ。そして復興したばかりのベルリールではなく、メルトランドの女王であるスリス陛下にピアニィ様の後釜が回ってくるのはやむを得まい。

アキナ：なるほど……。わかりました……それで、最後のひとつは？

ドラン：……から。

アキナ：え？

ドラン：面白そうだったから。

アキナ：ええええええええええええええっ！　そんな理由なんですか!!




　素で驚く酒井さん。




ＧＭ：驚かれるでしょうが……本当なんです（笑）。

ギィ：まあ、実は一番重要なんだけどね。ＴＲＰＧの設定なんだから。

マルセル：ゲームで使う設定ですからね。で、その面白い設定を活かすために色々理屈をつけるわけです（笑）。

アキナ：なるほどぉ！　わかりました!!　確かにスリス様を守って戦うのは燃えます！　ガンバリましょう!!

ドラン：酒井さんは前向きで助かります（笑）。




　というわけで、スリスはピアニィの後継者となりフェリタニア合衆国の統治者となったわけですが……。




ＧＭ：では、そんなスリスがアキナに向き直り、すまなさそうな表情で言います。「アキナ。アル殿どのの妹と聞いている。肉親が帰ってこなくて、さぞや心配であろう」

アキナ：あ、なるほど（←何かを思いついたように）。ではあたしは、すっと片かた膝ひざをついて、スリス女王の言葉を聞きます。

ＧＭ：察しがよくて助かります（笑）。そんな感じで、女王とその騎き士しの間で結ばれる誓い――といった演えん出しゆつがしたかったんですよ。

アキナ：わぁー、かっこいいですね！（笑）　じゃあ、スリス女王に、もったいないお言葉です！　と答こたえます。
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ＧＭ：「かつて、メルトランドの女王だった頃、私は国を守ることができなかった。そなたら国民には苦労をかけた」メルトランド戦せん役えきのことを思い起こしてスリスは述じゆ懐つかいします。
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ドラン：「お前は当時五歳さいだったのだ、気に病やむことはない！」とイザベラがなだめるように言うところだな（笑）。

アキナ：そうか。スリス様は元々、あたしの国メルトランドの女王様だったんですよね。

ＧＭ：そういうことです。で、彼女は軽く首をふってイザベラに応えます。「だが、民には王の年ねん齢れいは関係ない。そうだろう、イザベラ姉様」そしてアキナをまた見つめて言います。「そんな苦境にあった私とメルトランドを救ってくれたのがピアニィ様とアル殿だった」

ギィ：メルトランド戦役のことだな。

ドラン：おかげで、フェリタニアはグラスウェルズとレイウォールの二大国に共同で攻められたナリ（笑）。

アキナ：あたしたちエンジェルファイヤーが結成された頃の話ですね。

マルセル：また、懐かしい話だな（笑）。

ＧＭ：続けますよ？（笑）　「せっかく、ピアニィ様が平和を願って作り上げてくれたフェリタニア。微び力りよくながら守れるように全力を尽くしたい。そして、よければアキナにも力を貸かして欲しい」とスリスはあなたを見つめながら言うわけです。

アキナ：…………。

ＧＭ：ん？　どうしました？

アキナ：あ、えーとですね今の状況って、かなり危き険けんですよね。……それしかないとわかってるけど。この状況でスリス様に女王という責任ある立場をお任せしなきゃいけないことが、やりきれないんです。




　――スリスの言葉は、アキナの胸に様々な思いを呼び起こした。




アキナ：アル兄様のことは心配だけど。でも、あたしがやるべきことは、この人を守ることなのかな……って。アル兄様がいたら、きっとそうしろって言うと思うんです。




　そしてアキナはスリスの目を見すえ、誓いの言葉を紡つむぎ出す。




アキナ：……まだまだ剣けんの腕うで前まえは、兄に遠く及およびませんが、全力を尽くします。あたしの剣が必要な時は、いつでも言ってください。って答えます。

ＧＭ：「その言葉、ありがたく思う」と、アキナの言葉にスリスは安あん堵どの表情を見せます。「アキナにはアルの代行者として我が国を守ってもらうぞ」

アキナ：はい。ピアニィ様たちが戻ってくるまで、精せい一いつ杯ぱいお守りします。

ＧＭ：と、このような感じで、ピアニィ一行はしばらく帰き還かんしない。その間のフェリタニアはアキナたち、ノルウィッチに残った人々が協力して支える、アキナは第一の騎士アルの代理となる、ということが決まりました。そんな感じで、ここでシーンを終わります。







◆Opening 02◆変へん貌ぼうの大陸




　ピアニィの失しつ踪そうから約半年。アルディオン大陸は、激げき動どうの時代を迎えていた。

　フェリタニア合衆国の勢いきおいの衰おとろえは、隠かくしようもない。

　エストネルの権けん威いも消え去った今、野心を剝むきだしにした新たな勢力も現れていた。




ＧＭ：というわけで、次のシーンは、前のシーンから約半年たった帝紀八一五年三月。

アキナ：いきなり半年たっちゃってる！（笑）

ドラン：激動のシナリオってヤツナリ！（笑）

ＧＭ：ハンドアウトでもあったとおり、この半年でドランは将軍に抜ばつ擢てきされていて、色々な武ぶ将しように慕したわれる立場。このシーンでは遠えん征せいから帰ってきた武将たちや新しく任務に送り出す連中とフェリタニア軍の会議室で情報交こう換かんをするシーンとなります。

ドラン：ふむふむ。

ＧＭ：ですが、実際はそれにかこつけて、ＰＣの皆さんに現在のアルディオン情勢を確認してもらうシーンでもあります。

ドラン：了解。……で、遠征って何ナリ。

ＧＭ：『無印』第七～八巻の事件以後、エストネルに妖よう魔まが出しゆつ没ぼつするようになりまして。合衆国のアヴェルシアがその脅きよう威いにさらされていたので、ノルウィッチの軍をそちらの方面に展開させて治安維い持じに当たっていたという。

ドラン：大崩壊以後、妖魔対策に兵力を割さかれているわけナリね。

ＧＭ：そういうことです。武将たちは円形の会議室の卓につき、真剣な面持ちで現在の世界情勢や任務の首尾についての情報を語り合っている状況です。

ギィ：なるほどねぇ。

マルセル：で、武将ってどんな感じなんだ？

ＧＭ：はい。まずゴノレゴ一四世（『デスマーチ』第一巻で初登場）、アヴェルシア騎き士し団だん所属のアスピオ・ハス（『無印』第三巻で初登場）がいます。さらに新登場の読者投稿キャラのジニー・パウエルとフェルメ・クラーレです。
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ジニー・パウエル（20歳／女／ヒューリン　投とう稿こう者しや：千ち葉ば県けん　さいころままさん）

　バーランド出身でフェリタニア王宮付きの庭師をつとめる。加えて優秀なウォーリア、モンクでもあり、その腕を見込まれて妖魔対策に駆り出された。思い込んだら一筋という性格の持ち主だ。かつて、ピアニィとアルの間を取り持とうという運動を展開していた。
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フェルメ・クラーレ（21歳／女／フィルボル　投稿者：東とう京きよう都と　三み日か月づき銃じゆう士しさん）

　くりっとした目が愛らしい、フィルボルの女性。イルシールの大学で医の道を修おさめた後、〝ピアニィの宣せん誓せい〟に感かん銘めいを受け、フェリタニア軍に志願する。以後軍医として活躍。今回の妖魔対策に必要な人物としてアヴェルシア方面に配属されることになった。
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アキナ：ジニーさんってアル兄様とピアニィさんをくっつけようとしていたんですね（笑）。

ギィ：まあ、あのふたりの関係をじれったく思う気持ちは分かる（笑）。

ドラン：しかし、フェルメさんのような優秀な軍医が必要ということは、アヴェルシアの状況もひどそうナリ。

ＧＭ：ドランの言うとおりですね。前者二名がアヴェルシアから帰還、後者二名がこれからアヴェルシアに向かうところでして。現地の大変さについてはしきりに情報交換がされています。

ドラン：ご苦労なことナリ。では、現在の世界情勢は悪化の一いつ途とを辿たどっているナリ……と語ればいいわけだな。

ＧＭ：はい。というわけで、現在の世界情勢をお話ししましょう。あれから、世界は様々な勢力に分かれ、このような勢力にまとまっています。




　とＧＭは次の図を拡げて見せた。
















ＧＭ：その他、小さな都市国家や北のクレスト諸しよ島とうが独どく立りつしたりと、色々ありますが、おおむねこんな感じで。

アキナ：（ざっと目を通して）ちょっと多すぎですよぉ～っ！（笑）　すぐには覚えられないんですけど？（笑）

ＧＭ：はい。そのくらい分裂状態になった、ということを把握していただければＯＫです。基き本ほん的てきには、これまでと同様に、本編で関係が深い国が登場したらそのつど説明しますので、まずはこれまで以上に色んな勢力が出現した、とだけ理解してください。

アキナ：わかりました。

ドラン：まあ、我われ々われにとって重要なのは、旧エストネル領から侵しん攻こうしてくる妖魔を食い止めることナリね。

ギィ：あと、オレのハンドアウトで触れられたラングエンドって軍事国家や、神聖アンリ帝国あたりは明めい確かくに気をつけた方が良さそうだな。

アキナ：ですね。アンリさんって明らかに、フェリタニアに良い感かん情じようもってなさそうだし。
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マルセル：あとは、それぞれ独自の立場があるから、以前にも増してそれぞれの国がまとまらなくなっているってことか。

ドラン：あと、レイウォールアライアンスというのも要よう警けい戒かいナリ。〝幸運軍師〟のミックはかなりクセ者なんだろう？　マルセルの元同僚らしいし。




ミック・ヴィルナー

　元レイウォール三二将。一見チャラい格好をしたエルフの青年である。しかし、機を見るに敏なところがあり、大崩壊後の混乱に乗じて新勢力を立ち上げた。レイウォールアライアンスを名乗るその勢力は現在も着々と領土を拡大している。
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マルセル：元三二将だからな。では、真ま面じ目めな私といい加か減げんなミックは、そりが合わなかったということでどうだろう、ＧＭ？（笑）

ＧＭ：了解です。むしろそうしたかったところです。『ＡＲＧ』でもそう書いてもらいましょう。

アキナ：そのミックさんが、レイウォールアライアンスという国の指し導どう者しやなんですね。そしてどんどん領土を拡大している、と。

ＧＭ：ですね。ま、そのあたりの国々の情報がドランと部下の間で飛とび交かったということで。諸国がそれぞれ勝手な動きをしているので、国こく際さい的てきに協調して妖魔対策をとることもままならない。そんな話題も飛び出します。

ドラン：確かに困ったことナリ。だが、この程度の逆ぎやつ境きよう、アヴェルシアの服ふく属ぞくのことを思えばどうということはない。と、部下たちを励はげましておこう。実じつ際さい大変なのは分かるが、ここで皆みなの士気を落とすわけにはいかんナリ！




[image: ]




アキナ：ドランさん、燃えてますね！（笑）

ＧＭ：すると、ゴノレゴが「とはいえ、そのアヴェルシアが妖魔たちの被ひ害がいにもっともさらされているのは皮肉なことだ。エルザ殿もさぞ頭が痛いたいだろう」と言います。

ドラン：むう。

アキナ：あ、エルザ姉様！　（資しり料ようを見直して）今は、アヴェルシアで働いてるんですね。
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ギィ：そうそう。『アクロス』シリーズの縁えんで、エルザはアヴェルシア王ウィルフレッドが一人前になるまで、後見人をつとめているんだ。

アキナ：なるほど。エルザ姉様も大変なんですね。それにしても、妖魔かぁ……。




妖魔

　エリンディル大陸などで見られる怪物たちの種族。神々に反逆する魔族の配下として活動する。アルディオン大陸ではこれまで見られなかったが、大崩壊以後、エストネル王国があった地域を中心に姿を見せるようになった。元エストネル王国に隣接するアヴェルシア王国などでは、妖魔の被害が深刻化している。




マルセル：この大陸は、神竜王の結界のおかげで、邪じや悪あくなものから守られてきたという歴史があるんですよ。例外はありましたが。

ＧＭ：で、その邪悪な生物が、公おおやけに闊かつ歩ぽしているため、人々にかつてない不安を与えているというわけです。

アキナ：なるほど。で、人間たちで一いつ致ち団だん結けつして妖魔対策をしたいけど、色々な国が勝手に動くからまとまらないんですね。

ドラン：そういうことナリ。

アキナ：なるほど……。（資料を見て）あ、このビルベリという街に『ゲッタウェイ』の皆さんがいるんですよね。
















ＧＭ：そうです。

ドラン：『ゲッタウェイ』第二巻では、その街で横おう暴ぼうの限かぎりを尽くす悪あく徳とく領りよう主しゆがいた。で、その領主を追い出して、自分たちの居い場ば所しよをつくろうと、街を独自に治めはじめたんだよ（←『ゲッタウェイ』でギデオンのプレイヤー）。

アキナ：なるほど。

ＧＭ：実は、『ゲッタウェイ』パーティはその冒険で王威の竜輝石を手にしたりしています。また、メルトランドの聖せい樹じゆヒースの芽を宿した少女も仲間にいるという。――色んな意味で注目の都市だったりします。

ドラン：ふむふむ。まあそんな情報を交換したナリね。確かに油ゆ断だんは禁きん物もつ。だが、恐おそれすぎてはいけない。キミたちは竜輝石戦争を生き残った勇者たちナリ。といった内容の演えん説ぜつを酒場に集った武将たちにかますナリ。

ＧＭ：「ドラン将軍！」と一同は頼もしそうにドランを眺ながめます。

ドラン：不安は敵てきを増ぞう長ちようさせるナリ。ピアニィ様の帰き還かんを待つワタシたちが弱気になっては、守れる国も守れないナリ！

ギィ：ジニーあたりが「さすがはドラン将軍！」とか言うところだな。

ＧＭ：という感じで、この部屋に集まった武将たちの意気も上がります。と、そんな燃もえるドランのもとにふたりの人物が挨あい拶さつに訪おとずれます。

ドラン：ほほう。

ＧＭ：ひとりは、アンヌ・カルカーニ。オトガルの娘むすめで、竜輝石戦争で父を失った後、フェリタニア軍に志し願がん。ドランが将軍になり、空位になったノルウィッチの警備隊長に就しゆう任にんしました。投稿ではアンナという名でしたが、既に同名のキャラクターが採用されていたので、少し名前を変えさせていただきました。




アンヌ・カルカーニ（17歳／女／ヒューリン　投とう稿こう者しや：埼さい玉たま県けん　群ぐん青じよう海かいさん）

　オトガルの娘で、美しい銀ぎん髪ぱつが印象的な少女。メルトランドへの旺おう盛せいな愛国心を持つ。父の跡あとを継つぎ、立りつ派ぱな騎き士しになるべく修行中。最近、ノルウィッチの警備隊長（ドランの跡を継いで）に就任した。
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ギィ：へぇ。オトガルの娘かぁ～。

アキナ：オトガルさんって、『デスマーチ』第三巻で少し一いつ緒しよに旅をしましたよね。
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マルセル：うむ。その後『無印』第六巻で壮そう烈れつな戦死を遂げることになる。

ドラン：（うんうんと頷うなずきながら）うむ。オトガル殿どのも喜んでいるであろうナリ。

ＧＭ：彼女は「ノルウィッチを守るために微び力りよくながら全力を尽つくします！」と敬けい礼れいして言います。さてもうひとりは、ヘザー君。スリスの護ご衛えい役やくの少年です。

ギィ：ああ、確か……『タクティクスガイド』で採さい用ようされたキャラだったな。




ヘザー・タッセルボルト

　スリスに忠誠を誓うヴァーナの少年。真しん摯しな働きぶりが認められこのたび騎士に取り立てられた。粗野なところもあるが、敬愛する女王のためなら命を惜しまぬ勇敢な人物だ。
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ドラン：おお。では……スリス陛下は統一帝となられて、日々けなげに頑がん張ばっておられる。ヘザーの役目は重いナリ。と声を掛かける。

ＧＭ：「はい、がんばります！　スリス様はオレの命より大切な方ですから！」と直立不動のヘザー君なのです。なお、このヘザーとアンヌは群青海さんという、同じ投稿者の方から採用させていただきました。せっかくなので同じタイミングで紹介したというわけで。

ドラン：うむ、同じ投稿者のよしみ、ふたりとも頑張るようにナリ！
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　なんというメタな激げき励れい。




ＧＭ：ドランのメタ発言を理解できず、怪け訝げんな顔をするふたりですが、引ひき締しまった顔で敬礼し、退たい出しゆつしていきます。

ギィ：ＧＭもそんなネタ拾うなよ！（笑）

ドラン：ともあれ、彼らのような若わかい力こそが、明日のフェリタニアを守ることになるのだ。ワタシたちには希望は残されているナリ。

ＧＭ：では、そんなところでシーンを終了しましょう。







◆Opening 03◆軍事国家の影かげ




　エストネル崩壊以後、久ひさ方かたぶりにノルウィッチに姿を見せたマム。

　羽は振ぶりが良さそうに見えるマムはギィに何事か警けい告こくするためにやって来たようだ。




ＧＭ：というわけで、次はギィのシーン。エストネル崩壊以後、グラスウェルズに戻っていたマムが久々にノルウィッチにやって来ます。

ギィ：ま、ノルウィッチも景気悪いだろうしな。グラスウェルズに戻るのもしかたないな。

ＧＭ：で、彼女から呼よび出だされて、ギィとふたりで話し合うシーンとなります。

ギィ：じゃあ、前の巻で使ったＶＩＰルームで話すってのでいい？

ＧＭ：ＯＫです。ちなみにマムは羽振りが良さそう。ギィが小耳に挟はさんだところによると、世せ情じようが荒あれているところを上う手まく利用して、儲もうけているようで。

ギィ：なるほど。まぁ、世の中が荒れれば非合法組織が儲けるチャンスは増えるかもな。さすが王蛇会。で、オレを呼び出したのはどういうわけだい？

ＧＭ：「やれやれ、せっかちだね……まぁいい。ちょっとアンタに気をつけて欲しい情報を渡わたそうと思ってさ」

ギィ：なんだい、そりゃ？

ＧＭ：「ラングエンドって国がある」

ギィ：まあ、知ってるぜ。南方で暴あばれてる軍事国家だ。

ＧＭ：「で、そこがアンタらのフェリタニアを明らかに敵てき視ししてるね」

ギィ：へぇ。

ＧＭ：「こんなビラをまくぐらいにはね」と一枚のビラを差し出します。そこには、こんなことが書いてあります。




・エストネルは竜輝石などというまやかしのシステムで大陸中を騙だましていた。

・フェリタニアのピアニィはそのまやかしに荷か担たんし、まんまと統一帝になりおおせた。

・しかし、彼らの悪事ゆえ、エストネルは崩壊し、この大陸で妖魔が出現する事じ態たいとなった。

・エストネル無き今、この混こん迷めいの責任はすべてフェリタニア合衆国政せい府ふにある。指導者たちは速すみやかに我が国に出頭、責任をとり処しよ断だんを受けること。さもなくば、軍事行動も辞じさない。




ギィ：…………。かなり頭がおかしなヤツが書いたビラだな。

ＧＭ：「あの国がイカれてるのは前からだよ。だが、モード・レドリックの作り上げた、軍事力は本物さ」

アキナ：モード・レドリックって人が、フェリタニアの責任を追つい及きゆうしてるんですね。

ＧＭ：そういうことです。




モード・レドリック

　ラングエンドの最高権けん力りよく者しやである評ひよう議ぎ長ちようをつとめる人物。優秀な政せい治じ家かであり、軍人でもある。狂きよう信しん的てきな軍事国家を作り上げ、何かと周囲の国へ軍事力を行使しようとする。




ギィ：じゃあ、マムにはご忠ちゆう告こくありがとさん、と言っておく。ビラはポケットにしまうよ。あとでみんなに見せよう。

ＧＭ：「それから……、どうやらあの国が巨きよ大だいゴーレム兵器を仕入れたって噂うわさもあるんだよ」

ギィ：……そいつは聞き捨てならねぇな。

アキナ：巨大ゴーレム兵器!?

ＧＭ：疑ぎ似じ竜輝石で稼か働どうする錬れん金きん術じゆつの超ちよう兵へい器きです。『デスマーチ』第四巻あたりで登場した巨大ゴーレムみたいなものですね。

アキナ：ってそう言われると、バルムンク・ノヴァのグリンダがものすごく裏うらで糸を引いてる気がするんですけど!?（笑）　う～っ！　本当にしつこいですよね。

ＧＭ：はっはっは。かもしれませんね。そして、実はゴーレム兵器を持っているのはラングエンドだけではないのです。

アキナ：えぇ!?

ＧＭ：近年様々な小勢力が独立に成功しているのは、何者かによってもたらされたゴーレム兵器の力が大きいという話なのです。

マルセル：その何者かが――恐らくはバルムンク・ノヴァだろうが――小勢力に軍事力を与え、様々な勢力を立ち上げ、大陸の混乱を助長しているというわけだな。

ギィ：まあ、これまでの『デスマーチ』で出てきた巨大兵器の事件は、こういう展開へのテストとしての意味もあったのかもしれないな。

ＧＭ：ま……そうとっていただいてかまいません（笑）。

ギィ：ともあれ、軍事国家ラングエンドにゴーレム兵器が流ながれ込こんだってのは重要な情報だな。量産でもされたらマジでシャレにならん！　マムには、助かるぜ、と礼を言う。

ＧＭ：「これでアンタへの貸しは―――」

ギィ：―――借りがいくつかなんて、もう数えなくていい。なにかして欲しい時はいつでも言ってくれ。いくらでも返すよ、〝親〟だからな。

ＧＭ：「いい子だね、ギィ」
















ギィ：でもな……聞きたいことがあるんだが。どうして、わざわざそんなことを知らせるためにアンタ自ら出てきたんだ？　手紙でもなんでもよかったろうに。

アキナ：それは、ギィに会いたかったからでしょ！

ギィ：え？　ち……違うだろ。

アキナ：そうに決まってますって（笑）。

ＧＭ：では、マムはこう言います。「アンタの顔が見たくなったからさ」

ギィ：く、くそう（一同笑）。

ＧＭ：「ノルウィッチくんだりまではるばる来たんだ。すっかりくたびれちまったよ」

ギィ：へいへい、それじゃ肩でもおもみしましょうかね、お母さま！（笑）

ＧＭ：では、肩もみをしてもらい気持ちよさそうなマムはボソリと言います。「しかしこの街もすっかり変わっちまったねぇ」

ギィ：ああ、大崩壊の前は〝統一帝〟のお膝元で、まさに世界の中心だった。だが今は違う。事実上、合衆国体たい制せいは崩壊したからな。

ＧＭ：「崩壊したのはシステムだけじゃないだろう？　最近は昔からの権けん威いってヤツがひっくり返ってすっかり先の読めない世の中さ」

アキナ：権威がひっくり返った？　どういうことですか？

マルセル：エストネルが崩壊して、昔からの伝でん統とう的てきな統とう治ちシステムが無くなったことをＧＭは言いたいのだろう。

ギィ：まあ、これでオレがフェリタニアで出世してマムに恩おん返がえしするって目は無くなってしまったぜ、はっはっは。

ＧＭ：「何を言ってるんだい？」ニヤリと笑って言います。「王の証あかしの竜輝石を持たなくても、王だの皇帝だのを名乗るヤツが出る世の中になったじゃあないか」

ギィ：うへ、物ぶつ騒そうなことを言うねぇ。と笑ってない目で言う。だが……まあ、逆にその世情を利用して、マムは水を得た魚のように、儲けているじゃないか。

ＧＭ：「…………」しばらく沈ちん黙もくしたあと、「確かにそうだが、こう先が読めない世の中は少々疲つかれてねぇ……」
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ギィ：年を食ったなぁ……とは言わない！




　ですよねぇ。




ギィ：危あぶない危ない、言い直し（笑）。まだ老ふけ込こむような年じゃあねぇだろ。
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ドラン：よわっ！（笑）

ＧＭ：では、そんなところでシーンを終了します。







◆Opening 04◆協調への道




　ノルウィッチ城じようの通つう信しん施し設せつ。

　マルセルが設もうけたこの施設を用いれば、旧合衆国の首しゆ脳のうと会談をすることができる。

　そのシステムを起動し、グラスウェルズ王国軍師アンソンと会話を交わす。

　一見凡ぼん庸ように見えるこの青年軍師は、マルセルにとってタフな交渉相手であった。




ＧＭ：というわけで、次はマルセルのシーン。ノルウィッチ城の通信施設でアンソンと会談するシーンとなります。

マルセル：了解。

ＧＭ：で、国際平和会議はマルセルから提案することにしますか？

マルセル：うむ。そうすることにしよう。少々考えてみたのだが、この大陸の現状を打開する案を実行するには、ここで会議を主導した方がよさそうだ――と思ってな。

アキナ：何かいい案が思いついたんですか？

マルセル：うむ、ひとつアイデアが出た。とはいえ、まだまとまっていない上、ＧＭがこのシナリオをどうするかにもよる。当面は会議を開催して、改めて色々な国の代表と顔を繫ぎたい、というところだ。

ＧＭ：了解です。どんなアイデアか、こちらが気になりますね（笑）。

ドラン：ふ、さすがナヴァールに様々な仕事を押おしつけられてきただけのことはあるナリ。政治や軍事については頼れるナリ（笑）。

マルセル：ナヴァールは関係ない!!（笑）
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アキナ：そう言いつつ、ナヴァールさんのことも心配なんじゃ？（笑）
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マルセル：（真面目な顔で）いや、マジでかんべんしてください、酒井さん（一同爆笑）。

ギィ：はっはっは（←ナヴァールのプレイヤー）。

ＧＭ：では、昨年秋に作った通信施設で、マルセルはアンソンと会談します。

マルセル：本格的に話を始める前に、私はグラスウェルズ軍ぐん師しアンソンとは頻ひん繁ぱんに連れん絡らくをとっていたということでいいだろうか？

ＧＭ：というと？

マルセル：大崩壊以後、これほどの大騒動が起きたのだ。当然、最大の友好国グラスウェルズと連絡は密にするところだろう。

ギィ：アヴェルシアのエルザ。バウエス公こう領りようのリディル。ゴルフォードのゲオルグ。ベルリールのアンスラあたりとも積極的に連絡をとりあっていただろうな。
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ＧＭ：それでかまいませんよ。そのあたりの友好的な勢力とは、特にそうでしょうね。まあ、それぞれと連絡をとりつつも、うまく連携を取れていない状況ですが。

マルセル：それはしかたない。各国にも事情があるからな。

アキナ：妖魔が出たり、領土の一部が独立したり、大変でしたもんね。

マルセル：まあ、それぞれの勢力に都合があるとして。特に、私とアンソン伯はくとは実は微び妙みような対立関係にあるんだ。

アキナ：え？　そうなんですか？

マルセル：マルセルとしては、現げん状じようをなんとか収しゆう拾しゆうしたい、戦争を拡大するようなことをしたくないんだ。……で、その際の最大の障しよう害がいがグラスウェルズで、アンソンなんだよ。

ドラン：なぜナリか!?　ってだいたいわかるけど（笑）。

アキナ：わかりません。なぜなんですか？
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マルセル：フェリタニア……スリス陛下が統治者である根拠は、第一にピアニィ様の後継者であるという約束、第二に今でも王威の竜輝石を所持しているということ。

アキナ：ふんふん（←頷いている）。

マルセル：ところが、グラスウェルズは行きがかり上「王威の竜輝石に頼らない体制」を模索していた上に、ピアニィ本人はともかくスリスには恩があるわけじゃない。

ギィ：まあ、グラスウェルズは一度メルトランドを攻めてスリスから王位を奪おうとしたしな。普通、仲良くするのは無理ろう。

ドラン：まあた他人事みたいに。社長の『ブレイク』シリーズでやったことじゃないですか（笑）。

マルセル：それを受けてメルトランドの首都を攻撃したのは菊池さんじゃないですか。




『ブレイク』一巻および『無印』二巻の話である。




アキナ：そ、そんなあ。なんとかならないんですか？

マルセル：……ただ、現状グラスウェルズ側にフェリタニアと積極的に争おうとするメリットもない。だから、グラスウェルズの王国軍師であるアンソン伯としては、フェリタニア陣営から色々な譲じよう歩ほを引き出して自陣営の強化を目指すだろう。

アキナ：アンソンさん、悪い人だ!!

ドラン：い、いやアンソンは自分の役割をがんばっているだけで、いい人ですよ？




　と、言いわけをするアンソンのプレイヤー、菊池たけし。




マルセル：とまあそんなわけで、私とアンソン伯はお互いの国のために表面上は仲良くしつつ、国益のために相手を利用したり、あるいは相手の利益を奪ったりしないといけない。




　状況の整理、ありがとうございます。




ＧＭ：じゃあ、そんな背景があるということで。話し合いをしていただきましょう。

マルセル：錬金術でできた通信機でアンソンを呼び出そう。
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ＧＭ：ブンっと音がして、錬金モニターに人なつっこい笑顔が映ります。アンソンは「あっはっは。マルセル殿、お元気そうで」という挨あい拶さつから入ります（笑）。
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マルセル：……く。

ＧＭ：どうしました？

マルセル：実は、マルセルは個こ人じん的てきにアンソンみたいなタイプの人は苦手。

ＧＭ：ほう。

アキナ：ああ、なんとなくわかります。マルセルさん、真ま面じ目めですもんね。

ギィ：アンソンは、のらりくらりとしながらも美お味いしいとこだけもってくタイプの政治家になりそうだな（笑）。

アキナ：なんてめんどくさい交こう渉しよう相手なの！（笑）

ドラン：ふっ。なんかアンソンが凄すごく優秀に見えるナリ。

マルセル：ああいう、のれんに腕うで押おしみたいなタイプはたぶん苦手――そんな感じ。

ＧＭ：アンソンは「神聖アンリ帝国とかできて頭痛いんだよー」と言いつつ、「そっちも大変じゃない？」と、合衆国の状じよう況きようにさぐりを入れてきます。

マルセル：アンソンのペースに巻まき込こまれはせんぞ（笑）。率そつ直ちよくに言う。アンソン殿、今の体制では大陸情勢が安定しないということでよろしいかな？

ＧＭ：「それはわかっているんだけどねー」

マルセル：大陸の平和のためにも、我々と貴国が共同歩調を取れる仕組みを目指すべきだと思うのですよ、アンソン伯。

ＧＭ：「今も、僕ぼくたち仲良しじゃない？（笑）　で、具体的なアイデアでもあるの？」

マルセル：結論から言おう。私は国こく際さい平和会議の開催を提唱する！

ＧＭ：アンソンは面白そうに「ほう」と言います。

マルセル：〝大崩壊〟以後様々な勢力が興おこり、各おの々おのの権けん利りを主張して群ぐん雄ゆう割かつ拠きよしている状況が続いている。たとえば妖魔対策に困こん窮きゆうしている勢力。たとえば、ラングエンドのような好戦的な国と対立する勢力。これらの意見を調整して、大陸の情勢を安定させていきたい。

ＧＭ：アンソンは「それは、どちらが上に立つ、どちらが下に立つということではなく、みんなで仲良くやろうということだよね」と応おうじます。

マルセル：まあ、仲良くできるかどうかもまだ決まっていないので、まずは会って話をするところから始めるべきではないかと思いますが、どうでしょう。

ＧＭ：「とてもいい考えだと思うよ」と、手を広げながら言います。「呼びかけにどう応じるかで他の国の方針もわかるしね。いいアイデアじゃないかな」

アキナ：なるほど。そういう狙いもあるんですね！

マルセル：では…………。ご賛さん同どういただけたようなので、ここから先はカテナ殿どのと詰つめますので、通話を代わってください。
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ＧＭ：「ちょっ、待ってー!!」（笑）

マルセル：もう結けつ構こうです（一同爆笑）。

ギィ：だな、方針が決まれば実じつ務むはカテナが出てくるよな（笑）。

ドラン：うぅっ、アンソンの扱あつかいがすごくぞんざいに（笑）。

アキナ：カテナさんはアンソンさんの世話女によう房ぼうみたいな立場なんですね！（笑）

ＧＭ：「えっ、ちょ、つれないじゃないかー！」というアンソンをえいえいと押しやってカテナがモニターに登場。「ここからは私がお話を伺います」

マルセル：では、具体的な話に移りましょう――。

ＧＭ：そんな感じで、マルセルとカテナの間でおおよそのガイドラインを決定。各国との調整をした結果、四月にノルウィッチで会議をすることが決まりました。この会議に対する各国の反はん応のう、参加するか否かはミドルフェイズで扱います。

アキナ：了解です。

ＧＭ：では、シーンを終了します。







◆Opening 05◆仮か面めんの嘲ちよう笑しよう




　深海の奥おく底そこのような重苦しさをまとった薄うす暗ぐらい一室。

　〝仮面〟の下から嗤わらい声が響ひびく――。

　バルムンク・ノヴァの幹かん部ぶグリンダが、手ずから織おり上あげてきた策謀のタペストリーを、今、完成させようとしていたのだ。




ＧＭ：はい、次はマスターシーンになります。

マルセル：これで、オープニングのシーンは最後なのか？

ＧＭ：そうなります。では始めましょう。どことも知れぬ暗くら闇やみで、〝仮面〟をつけた女性が笑えみをもらします。

アキナ：む、グリンダですね！

ＧＭ：ふ、ご想そう像ぞうにお任せします。

ドラン：違ったら驚くナリ！（笑）




　〝仮面〟の女性の前には、ランプの光に微かすかに照らされた大陸の地図が見える。

　その上には、チェスのコマのような人形が配置されていた。

　そして、ノルウィッチに配置されたそのうちのひとつを、強く握にぎりしめて呟つぶやく――。




ＧＭ：「国際平和会議。……笑しよう止しでございます。平和とはヒューバード様がもたらすもの」

ドラン：会議のことを知ってるナリ！

マルセル：色々な国に連絡を取っているからな。もとよりこちらも隠すつもりはないが。

アキナ：そう言えば、前回もヒューバードさんのことに触ふれてましたよね。ピアニィさんのお兄さんでしたっけ？

ギィ：だな。ヒューバードの部下だったことが、前巻で判はん明めいしている。

ＧＭ：そして、続けて言います。「それを邪じや魔ましようというのであれば、死を与えるのみでございます――。ねぇ、アキナ・ブルックス」と。

ギィ：うわ！　アキナ、めっちゃ意い識しきされてるじゃん！（笑）

アキナ：こちらこそ、返かえり討うちです！（笑）

マルセル：というか、国際平和会議は私が提てい案あんしたのだが。

ギィ：きっとグリンダは、アキナ憎にくしの思いで頭がいっぱいなんだな。エンジェルファイヤー＝アキナって感じなんだろ。

ドラン：たぶんそうナリ。きっと毎日、『アキナ』って書いた藁わら人形に、カンカンって釘を打って呪のろいをかけてるナリ。

　その時、一同の脳裏に浮かんだのは――。

　蠟ろう燭そくを頭部にくくりつけた白しろ装しよう束ぞくのグリンダ。その鬼気迫る姿であった。
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ギィ：丑うしの刻こく参まいりかよっ!?（一同爆笑）

マルセル：かなり退ひくな（笑）。

アキナ：ちょっ!?　呪いとかやめてくださいよ！（笑）

ＧＭ：しませんって!!（笑）　ドランもシリアスなシーンを面白くしないでください（笑）。

ドラン：す、すまんナリ（笑）。

ＧＭ：雰囲気を戻しますよ！　「とびきりの罠を用意しておきました。必死で守ろうとする世界が崩れていく姿、とくとご堪たん能のういただきましょう」と、グリンダはうそぶきます。




　そして、その部屋の灯りは消え、仮面の下のくぐもった嗤い声も、やがて煙のように静せい謐ひつの中に溶けていった。




アキナ：グリンダの罠があるのはわかりました。もう、思うとおりにはさせません。とにかく、変装には注意、これはと思う怪しい人には《天啓》ですね！

ドラン：確かに！　アキナさん前巻の教訓を活かしているナリね！

ギィ：登場するＮＰＣのほっぺた全部つねらなきゃ（笑）。

マルセル：まあ、グリンダがらみなら、変装に警戒するのは当然だろう。だが、このＧＭは意外とひねってくるからな。別の策がある可能性も考えておこう。

アキナ：わかりました。油断しないよう気をつけます。

ＧＭ：まあ、そんなに警戒しなくてもいいんじゃないでしょうか？（笑）

ドラン：どの口がそんなことを言うナリか！（笑）

ＧＭ：はっはっは。では陰謀の予感を漂わせて、このシーンは終わります。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆円えん舞ぶき曲よく、国際平和会議




　帝紀八一五年四月。

　フェリタニア合衆国の首都ノルウィッチは久々に賑にぎわっていた。

　各国から大陸の未来を決めるために、人々が集って来たからである。




ＧＭ：では、ミドルフェイズに入っていきましょう。最初のシーンのシーンプレイヤーはドランです。アキナさんも登場してください。

アキナ：了解です。

ＧＭ：前のシーンでマルセルが提てい案あんした国際平和会議がノルウィッチで開催されることになりました。暖かくなった街道を辿り、各かく勢せい力りよくの代表者が続々と城門をくぐっていきます。

ドラン：早速やってきたナリ。

アキナ：警けい備びが大変そうですね。

ギィ：そりゃあそうだ。各国の使し節せつがケガでもしたら大問題だろう。

ＧＭ：そのとおりですね。さて、このシーンでは使節団の皆さんと挨拶をすることを目的としたパーティー会場が主な舞台となります。

アキナ：あたしたちがそのパーティーのホスト役なんですね。ドランさんは将軍だからがんばらないといけませんね！

マルセル：ん？　アキナはドラン以上の地位だ。さっきスリス様もそう言っていたろう？

ドラン：アキナはアルの代行者〝第一の騎士代理〟だから、合衆国軍のトップにいるナリ。

アキナ：……え……えーっ!!　なんで!?　あれってそういう意味だったんですか！

ギィ：気付いてなかったか。

ドラン：なんだかんだで天然ナリ。

アキナ：……そうなんだ。じゃあ、この国の代表が集まった中に一いつ緒しよに座すわっても、おかしくないってことですよね。

ドラン：そんな感じナリな。

アキナ：大だい丈じよう夫ぶかなぁ、あたしで？

ＧＭ：そこはマルセルたちが助言してくれるでしょう。

ギィ：まあ、アキナはまだまだ若わかいからな。

アキナ：は、はい。頼たよりにしてます。

ＧＭ：さて、会場の様子をご説明しましょう。場所はノルウィッチ城の円形のホール。そこには様々な料理がならび、妙なる音楽が響く中、盛装した各国の使節たちが歓談しています。

ドラン：じゃあ、ワタシは来らい賓ひんの方々に飲み物を淹いれるナリ。エスプレッソマシンモードを起動。芳ほう醇じゆんな香りの珈琲でもてなすナリ。
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　将軍としてそれはどうなのか？




ギィ：お、おもしれーっ！（笑）　今日はエスプレッソマシンとして活かつ躍やくするドラン。

マルセル：私としては、もうドランの新機能には、つっこみたくないのだが（笑）。

ドラン：ガタガタガタッ……ウィーン……パカッ（←腹からカップが出てくるゼスチャー）。どうぞナリ。

ＧＭ：では、出席者のひとり、グラスウェルズの使節であるカテナが、ドランをエスプレッソマシンだと思って利用します（笑）。

ギィ：グラスウェルズの代表はカテナか。感かん慨がい深ぶかいな。

マルセル：彼かの女じよは元々レイウォールの貴き族ぞくだったし。

アキナ：そうだったんですか。

マルセル：元はレイウォール人のカテナが、今やグラスウェルズの代表として来ている。そしてかつてのレイウォール軍人の私と、合衆国で大陸の今後について話し合うんだぞ？

アキナ：人の縁って、不思議ですねー。




　連綿と続いたクロスオーバーキャンペーンならではの現象である。




ギィ：ま、そう言うと風ふ情ぜいもあるけど（笑）。カテナは、国の情勢が安定したらグラスウェルズを出て行くぞって約束で、しかたなくアンソンの手助けしてるんだよな（笑）。

ドラン：アンソンが必死に引ひき留とめる姿すがたがグラスウェルズ宮廷の名物ナリ。「いかないでぇー、いかないでぇー、カテナー。カテナがいなくなったら僕ぼくの仕事が増ふえるから」

アキナ：え、えええええーっ！（爆笑）




　――いい話がダイナシである。




ＧＭ：じゃあ、ドランが淹れたエスプレッソをもらうと、近くにいるアキナにも気づきます。「あなたが第一の騎き士しアル殿どのの代理でアキナ殿だな？　優れた戦士と聞いている」

アキナ：はい、ご挨あい拶さつします。アキナ・ブルックスです。

ＧＭ：彼女はアキナを見て言います。「では、あなたにアンソンからの伝言を伝えよう。『頑がん張ばりたまえ。いろいろ辛つらいこともあるだろうが、くじけるな！』だそうだ」
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アキナ：ああ、アンソンさんは、アル兄様の親友でしたもんね。以前お会いしたのを覚えてくれてたんですね！

ギィ：アンソンはこういうところが抜け目ない（笑）。

ＧＭ：「まったく、なんてことを伝えさせるんだ」と、伝言をおしつけられたカテナは憤ふん慨がいしてたりします。

アキナ：カテナさんって、面倒見がいいんですね（笑）。

ギィ：まあ、そうともいうな（笑）。

ＧＭ：そして、カテナはこの場を去っていきます。以後、このシーンは次々と来賓が出てきて、挨拶が交わされます。

アキナ：はい。じゃあ、ご挨拶していきます。

ＧＭ：では、次はバウエス公領りようから。領主リディルの名みよう代だいがやってきます。

アキナ：どんな方なんですか？




　アキナたちの前に現われたのは、深い叡えい智ちを宿した瞳を持つ、灰色の髪のエルダナーン。その後には異国の装しよう束ぞくをまとった精せい悍かんなヴァーナの青年がつきしたがう。




ＧＭ：グレイ・ウォーデンという、エルダナーンの老人です。リディルの軍師ですね。護衛には、バヤンというエリンディル大陸東方からやってきた青年を連れています。優れた騎兵でもあります。
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アキナ：なるほど。

ＧＭ：グレイは社長のキャラなんで、ちょっと挨拶してください。

ギィ→グレイ：では「おほん。こんにちは、アキナ殿」……ここで、「我われ々われはあんたたちの命の恩おん人じんなんじゃー」と言いたいが、それは別の世界のお話だったとさ（笑）。

アキナ：え？　……え!?（笑）




　――いきなりメタなギャグをかまさないでいただきたい。




マルセル：このグレイって人は、ふたつ名がメタメタ軍師といって、ひたすらメタ視点のネタを言い続けるという困った人で（笑）。

ドラン：本当に、メタな会話しかしないナリね。

アキナ：な……なるほど！（笑）

ギィ：時々、意味不明な妄もう想そうも語るが、基本的に優秀な軍師だ（笑）。




　この両名に関して、詳しく知りたい方は、アルディオンの歴史の〝もしも〟を扱あつかったリプレイ『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』をお読みいただきたい。




　続いて現われたのは実直そうな軍人である。




ＧＭ：で、次はアヴェルシアのネルソンさん。「アキナ殿、お目にかかれて光栄です」と丁寧に挨拶をします。
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ギィ：お、アヴェルシアから来たのはネルソンか。影かげが薄うすいが頑張ってるよな。

ドラン：フェリタニア建国時から頑がん張ばっている人だけど、ひたすら影が薄いナリな。

ＧＭ：薄い薄いと連呼しないでください（笑）。アキナに言います。「あなたの姉上エルザ殿のおかげで、なんとか我が国はやっていけます」やはり妖魔対策に苦労しているようで。

アキナ：アヴェルシアは大変なんですね。姉がお役に立っているようで、何よりです。




　ふと気づくと、ふたりの男女が近寄って来た。そのうちのひとりは、ドランをしげしげと見つめている。




ＧＭ：次はカムロートの使節。サンドラ・トーラムと、その補ほ佐さとしてラザロスさんという人が来ます。ま、サンドラは国の偉えらい人で、ラザロスは策さく士しで彼女の知恵袋といった感じです。
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ギィ：カムロートは商人の国ってのが特徴だな。

アキナ：なるほど。

ＧＭ：サンドラはドランに興味津々です。「この仕組みはどうなってるんだ？　シェリーを連れてくれば良かった！」

ドラン：ふ、このエスプレッソボディがそんなに魅力的ナリか？

ＧＭ：違います（笑）。彼女の妹の新領主シェリー・トーラムは商売人であり、錬金術士でもあります。シェリーが来ていれば、ドランの技術的な部分を研究したがったろうな、とサンドラは想像し、思わずさっきの発言につながったわけで。
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ドラン：錬金術師が国家元首!?　も、もう改造や分解されるのはこりごりナリ（笑）。

アキナ：ドランさんったら！（笑）　とにかく失礼のないよう挨拶をします。

ＧＭ：向こうも「これからも良い関係を築きずいていきましょう」と、ここでは社交辞令的な挨拶をします。




　さらに細身の姿ながら、強い意志を秘めた女性がアキナに挨拶にきた。彼女を警護するように立つ者たちはいずれも歴戦の戦士の風格を漂わせている。




ＧＭ：クレスト諸しよ島とう独立政権からは代表のメアリ・クレストがやってきます。
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ギィ：おお、本人が来るのか。

マルセル：シナリオ集のヒロインだから、この人のお付きはみんな読者のＰＣだろうな。

ギィ：こいつらみんな、腕に覚えがありそうなヤツばかりだ（笑）。

アキナ：こんな強そうな人がたくさん！　世界は広いですね！

ドラン：アキナさんもノリノリナリ（笑）。

ＧＭ：現げん在ざいアルディオン大陸には妖よう魔まが出しゆつ現げんしていますが、クレスト諸島にいては状況がわからないので、情じよう報ほう収しゆう集しゆうの意味も込こめて彼女は自ら出席することにしたそうです。

ドラン：なお、ナヴァールの部下がここに協力していて、一いち応おう親フェリタニア勢せい力りよくナリな。

アキナ：そうなんですか……。遠路はるばる、よくお越こしくださいました。

ＧＭ：「せっかくの機会ですから」そんな感じで、メアリとの会話がはずみました。




　そんな中、ドランにモノクルをつけたフィルボルが声を掛ける。バイバ・ボルガ。レイウォール中央政権の軍師は元教え子のマルセルを探しているようだった。




ＧＭ：それと、このレイウォール中央政権から代表のユーフェミアさんの名代としてやってきたバイバ・ボルガという軍師がドランに声をかけます。「ドラン殿、マルセル君はいないかな？」

ドラン：失礼ですが、マルセルとはどういったご関係で？

ＧＭ：「マルセルはかつての私の教え子でね。挨拶でもしようかと」ニヤリとバイバは応えます。この人は以前はレイウォールの士官学校の講師でした。ですが、ステラ不在の危機にゆらぐレイウォール中央政権のために、表舞台に出てきたのです。

アキナ：（バイバ・ボルガのイラストを見て）なるほど！　マルセルさんの先生だけあって、似た形の帽子をかぶってますね。
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マルセル：それは関係ない（笑）。ＧＭ、ここは登場してもいいか？

ＧＭ：ＯＫですよ。

マルセル：では、先生に声をかけよう。お久しぶりです。

ＧＭ：「キミがレイウォールを飛び出して以来だな。まさか、あんな理由で仕える国を変える教え子が出るとは思いもよらなかったよ」

マルセル：ぐは！
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ギィ：いきなりそこか!?（笑）

アキナ：そう言えば、マルセルさんはナヴァールさんより優れていると証明するために、フェリタニアに来たんでしたっけ！

ドラン：しかも、ステラを巡るライバル心からナリ。

ＧＭ：気マズそうなマルセルを見てバイバ・ボルガは言います。「この程度で動揺するとはまだまだだね」

マルセル：く、返す言葉もありません。だが、お聞きしたいのはステラ様の行方です。何か続報は？

ＧＭ：「必死の捜索にもかかわらず、痕こん跡せきすら見つからない。セレステ、ドーントレスもご同様さ。ふたりがいれば私がここに来る必要も無かったろうに」とグチをこぼし始めます。

マルセル：む、そうですか……。

ＧＭ：「ま、何かわかったら、キミに伝えることを約束しよう」

マルセル：ありがとうございます。

アキナ：……ステラさん心配ですよね。

マルセル：そうだな……。だが、私は今やるべきことをやらねばな。無事にお戻りになった時、ステラ様に笑われないように。

アキナ：はい。そうですね！




　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：といった感じで、ひととおり会議にやって来た使節の方々をご紹介しました。で、ここで問題になるのは、来なかった人たち。

アキナ：はい。そこは気になりますね。

ＧＭ：まずはアガルタ公国。さっき説明したナーシアの弟ロッシュが君主となっている国からは使節が来ませんでした。
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アキナ：はい。

ＧＭ：独立したばっかりで人をやる余よ裕ゆうがないという名目です。

マルセル：もしかしたら、グラスウェルズと一緒の席には座すわれませんってことかもしれない。

アキナ：そっか。グラスウェルズからしたら、いきなり独立したアガルタ公国や神しん聖せいアンリ帝てい国こくは、なんというか……微び妙みような関係ですよね？

マルセル：歴史的にみてもアガルタ公国のある、リド・エマルム地方は、グラスウェルズとメルトランドで争奪されていた土地だ。その両国にしこりがあっても不思議はない。

ドラン：この会議には来づらいといえば来づらいところナリね。

アキナ：複ふく雑ざつな状況なんですね。なるほど、わかりました。

ＧＭ：さらに、神聖アンリ帝国、レイウォールアライアンス、ラングエンドは、出席を要よう請せいしましたが梨なしの礫つぶてということでこの場にはいません。

ドラン：まあ、当然というかなんというか。あきらかに敵てき対たい国こくナリ。

マルセル：『ゲッタウェイ』チームは？

ＧＭ：ビルベリに関しては、色々言い訳しつつ、やっぱり欠席です。

アキナ：なるほど。

ＧＭ：さらに、ベルリール王国。この国もアガルタ公国と同様に、建国されたばかり。そのため、人を割く余よ裕ゆうがないという返事が、使いの者によってもたらされてます。

ギィ：あ、そう言えば！　ゴルフォードはどうなったんだ？　来そうなもんだけど。

ドラン：そうそう。合衆国にも参加してくれた友好国のはずナリ！

ＧＭ：実は、ゴルフォードは来ません。多た忙ぼうにつきという返事があったようですが。

ギィ：うーん。小さい勢力が余裕ないから、ってのはいいとして、ゴルフォードから使節が来ないのは心配だな。

ＧＭ：というところで、ひとりの青年貴族がアキナに挨拶に来ます。

アキナ：え？　どなたですか？

ＧＭ：アベル・クリードというイザベラの従姉弟です。




アベル・クリード（24歳／男／ヒューリン　投とう稿こう者しや：岐阜県　木方優太さん）

　メルトランド三王家のひとつ、クリード家の若き青年貴族。大崩壊以後、頭角を現わし、優秀な政治家として活躍。現在の合衆国の他国との協調を重視していく方針には批判的だ。また戦国メルトランドで、反合衆国的な勢力とコネがあるとの噂もある。
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ドラン：あれ？　……こいつ。

アキナ：どうしたんですか、ドランさん？

ドラン：『ＡＲＧ』で採さい用ようされた投稿キャラなんだけど……たしかこいつ「バルムンクと繫がりがある」とかいう設定があったはず！

アキナ：えええええええええええええええええ――っ!!


ギィ：あ、俺も思い出した。いたなあ、そんなやつ。

アキナ：なんでそんな危険な人を採用するんですかぁ!?　いきなり大ピンチですよ!!

マルセル：まあ、危険だからこそ採用されるわけですが（笑）。

ＧＭ：ちっちっち。投稿レギュレーションにより、詳細は採用側にまかされているのですよ。ですから決まっているのは『ＡＲＧ』に書かれていることだけ。それ以外のことはＧＭの胸三寸で決めてよいのです。

アキナ：そんな思わせぶりなぁ!!

マルセル：ともあれ、ここでのアベルは「イヤミな上司」みないなイメージでいいのか？

ＧＭ：そうですね。そんな感じで。

アキナ：とにかく、要注意人物なんですね！（←アベルの名をシートにメモしている）

ＧＭ：さて「せいぜい、がんばってくれたまえ」と、アベルはその場を立ち去ります。

アキナ：じゃあ、何か不審を感じつつも、その様子を見送ります。国外だけじゃなく、国内にもやっかいごとがあるんですね。なんかこれぞデスマーチって感じです。

ギィ：違いない！　正直、勘弁してほしいがな（笑）。

ＧＭ：と、各国の政治家たちが集結し、にわかにノルウィッチが慌あわただしくなった、というところでこのシーンは終わりということになります。

アキナ：了解です。







◆Middle 02◆不ふ穏おんな動き




　アキナの実家。ブルックス商会はかつてフェリタニア合衆国のスポンサーであった。

　その投資先が傾かたむいた今、アキナの義母――エルゼリエはどうしているのだろうか？




ＧＭ：はい、次のシーンのシーンプレイヤーはアキナ。

アキナ：はーい。

ＧＭ：アキナが、実家のブルックス商会本店に戻ってみた時のこと。姉妹のオリアーヌから、相談を持ちかけられ、彼女と会話するシーンとなります。登場するのはアキナさんだけです。
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アキナ：了解です。じゃあ、実家に戻ってみます。ただいまー。

ＧＭ：では、アキナがカランッと店の扉を開けて中に入ると、「あら、アキナ。久ひさしぶりー」と、まずはエルゼリエが出で迎むかえます。
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アキナ：お久しぶりです、お母様。

ＧＭ：「アキナもいそがしくなったもんね」とエルゼリエは店の中の応接室にアキナを案内します。




　応接室に招き入れられたアキナ。エルゼリエと向かい合うかたちで、座り心地のいい椅子に腰をおろす。




アキナ：で、最近お店の様子は？

ＧＭ：「いろいろと大変よ」とエルゼリエ。「フェリタニアがあんなことになったんで、貸したお金が返ってこなくなったし」

アキナ：えええええええええええええ――!?


ＧＭ：「フェリタニアに投資するためにあっちこっちからお金を借りていたから、もう大変よ」と笑いながら言います。

アキナ：それ、一大事じゃないですか!!　笑ってていいの？　お店の経営は大丈夫なの？

ＧＭ：するとエルゼリエは、手をひらひらさせながら答えます。「なあに、借金で潰れるうちはまだヒヨッコよ。商売は貸した側が慌てるようになって一人前なんだから」と。
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マルセル：ユリウス・カエサルかよ!?（笑）

ギィ：確かに貸した金が膨大だと、借り主の方が立場が強くなったりするもんだ。

ドラン：つ、強い……さすがはエルゼリエ、ナリ。

ＧＭ：「それにね……借金は大変なんだけど、また戦乱の時代になったじゃない？　武器が飛ぶように売れるから経営には困ってないの」とエルゼリエは言います。

ギィ：なるほど。商売は上手くいっているから運うん転てん資し金きんには困らないってことか。

ドラン：したたかナリ。

アキナ：そっかぁ……戦いはない方がいいけど、だからこそ儲かるってことなんだ。

ＧＭ：というわけで、大変ではあるけれど実家の商売はなんとかなっているから心配しなくていい、ということです。

アキナ：ああ、はい。でも、何か困ったことがあったら言ってね？

ＧＭ：「ああ。あんたも偉えらくなったからね。でも、こっちは今言ったように、それなりにやって行けるから、あなた自身の仕事を頑張りなさい」

アキナ：ありがとう、お母様。

ＧＭ：「政治が安定してくれたほうが、商売もしやすいのよ」とエルゼリエは笑います。そして、「あー、忙いそがしい、忙しい」とつぶやきながら飛ぶように去っていきます。

ドラン：久ひさしぶりに帰ってきた娘むすめの顔だけ見たら、あとは本業に精せいを出す、ナリか。相変わらずエネルギッシュな人ナリ。

ＧＭ：ということで。で、ここからは本店をまかされているオリアーヌがやってきます。

アキナ：あっ、オリアーヌ。

ＧＭ：アキナとエルゼリエの話が落ち着いたところで、お茶を淹いれてくれます。

アキナ：ありがとう、いただきます。

ＧＭ：「実は、アキナちゃんにお話があって……」

アキナ：どうしたの？　オリアーヌ。

ＧＭ：「アキナちゃんの耳に入れておいたほうがいいかなっていうことができて」

アキナ：どんなこと？

ＧＭ：「ジョン・スチュワートという人が、うちから沢たく山さんの武器を仕入れたのよ。急ぎで、なるべく目立たぬようにという注文だったんだけど」

アキナ：ふんふん。

ＧＭ：「いろいろ忙しい中だったからチェックが甘あまくなって、あとから気づいたんだけど……どうやら偽ぎ名めいだったようなの」

アキナ：偽名？　それはあやしいなぁ（笑）。

ＧＭ：「うん、この偽名も調ちよう査さの途と中ちゆうで判はん明めいしたことなの。小口で別々に発注があって、おかしいなって思って調べてみたら、その名前に行き当たって」

ギィ：大量発注と気づかれないように、細工してたのか。

ドラン：でも、オリアーヌが気づいてその偽名まで突つき止とめたナリね。

アキナ：オリアーヌ、やっぱり優ゆう秀しゆうだね！

マルセル：まあ、エルゼリエからブルックス商会の本店を任まかされるくらいだからな。いろいろ仕し込こまれているのだろう。

ＧＭ：「それで、荷物の送り先はレスノール宛あてだった」とオリアーヌは説明します。

アキナ：レスノールっていうと……。

ＧＭ：今はフェリタニアの勢せい力りよく圏けん外がいとなってしまった、戦国メルトランドという地域にある都市ですね。

アキナ：そっかー。そんなに大量の武器だったの？

ＧＭ：「ええ」具体的に言うと、ひとつの街の守しゆ備び隊たいを編へん成せいできるくらいです。

アキナ：レスノールならこの近くだから何か確かく認にんが取れそうですね。

ＧＭ：ブルックス商会としては、その人が偽名で送った先からの追つい跡せき調査は今のところできないってところですね。独どく自じで調査することは可か能のうかもしれませんが。

アキナ：偽名ってことは、公に使う武器じゃないってことだよね？　少し気になるね。

ＧＭ：で、ここで難なん易い度ど10の【知力】判はん定ていを行なってください。

アキナ：【知力】は２だから……ダイス目で８以上。２Ｄでいけるかな？

ギィ：半々だな。

アキナ：どうしよう？　フェイト使って振るダイスを増ふやした方がいい？

ギィ：いや、ここでアキナがわかんなくても、あとでマルセルに報ほう告こくすれば、きっとなんとかしてくれるだろう。

アキナ：あ、そうですね。じゃあ、そのままで判定します。

ＧＭ：では、判定をどうぞ。

アキナ：アキナ、【知力】でいきまーす。（ダイスを振ふる）あっ、ダイス目７。

ドラン＆ギィ：あ、惜おしい！

アキナ：……何か気になる。うーん、気になる。これは、マルセルさんに相談しよう！
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マルセル：いずれ、私わたしに頼たよらなくてもよいように成長してもらいたい（笑）。

ＧＭ：では、オリアーヌの報告は以上です。「ちょっと気になったから、アキナちゃんに報告したんだけど」

アキナ：ありがとう、オリアーヌ。うーん。……‥でも、小細工しているわりにブルックス商会から買うってことは、バレてもいいって思っているのかな？

ギィ：送り先がレスノールってことだし、ブルックス商会のお膝ひざ元もとだからその辺は気にしてないんじゃねえか？

アキナ：じゃあ、そのこともあとでマルセルさんに訊きいてみよう。

マルセル：うむ。

ＧＭ：オリアーヌとの話を終えて、あなたが店を出ようとしたところで、とある人にばったり出会います。

アキナ：はーい、誰だれだろう。

ＧＭ：『アリアンロッド・サガ・ノベル・デスマーチ②』に登場したエクスマキナの少女イルファです。

アキナ：ああ、イルファちゃん。




イルファ

　エクスマキナの少女。メルトランドではエクスマキナが迫害される傾向にある。その扱いから逃のがれるための隠かくれ里ざとで暮くらしていた同どう胞ほうを守るため、戦っていた。
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アキナ：久しぶりだね、イルファちゃん。

ＧＭ：「偶然だな。といってもここはアキナの実家だったな」

アキナ：で、イルファさんは、どうしてここに？

ＧＭ：「新しい武器を見みつ繕くろいにな」と言います。あと、彼女は最近、マルセルの下宿にお部屋を借りて住んでいます。

アキナ：えーっ!?（一同笑）

ＧＭ：『ノベル・デスマーチ』三巻かんで、そういうことになっているんですよ。その後一旦旅に出るのですが、フェリタニアの危機を聞いて戻って来たのです。
















マルセル：そうだったのか……。

アキナ：マルセルさんって、すごくもてるんですねー。

ギィ：あの下宿って、マルセルに惚れてるラピスって言う可愛かわいい女の子もいただろう？　どういう状況だよ（笑）。
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ＧＭ：どちらかと言うと、イルファはアキナに対して友情を感じています。

アキナ：ノベルの二巻では、ライバルみたいな感じでやり合った後、和解したんですよね。

ＧＭ：そういう感じです。ちょっと頰を赤らめながら「大崩壊以後、混乱するこの国の人々ために戻って来たのだ。決してアキナが大変そうだからというわけではないぞ」と言います。

ドラン：ちょっ!?　ツンデレナリか!?（笑）

アキナ：そうだったんだ。改めてよろしく！

ＧＭ：イルファはちょっと毒気を抜かれたように笑って言います。「こちらこそよろしく。とりあえず、この腕うでを活かすためにフェリタニア軍に参加したから、いつかお前と一いつ緒しよに戦うこともあるかもな」

アキナ：今は平和とは言えない状況ですから、その時が来たら、一緒に戦いましょう。本当は、戦争が起きないほうがいいんですけどね！（笑）

ＧＭ：「それはそうだな。そういえば、アキナはフェリタニア合衆国軍の司令官殿になったんだってな」

アキナ：ええ、まあ……。アル兄様が今いないので。

ギィ：第一の騎士もいなければ、王国軍師もいない。ジェネラル・ベネットもいないから、大変だよなぁ（笑）。

アキナ：ひー！（笑）

ＧＭ：「お前ほどの腕があれば、十分やっていけるだろう」

アキナ：イルファちゃんが軍に入ってくれるのは、あたしとしても心強いです。一緒に頑張りましょう！

ＧＭ：「お、おうっ」とちょっと顔を赤らめつつ「……あたしも嬉うれしい」と言います。微妙に素す直なおになれないイルファさんと共闘を確認したところで、このシーンは終しゆう了りようです。







◆Middle 03◆国際平和会議の陰かげで




　物事には準備がいる。

　まして大陸の未来がかかっているなら、手配は念ねん入いりにしなければならぬ。

　そのためにエンジェルファイヤーの面々は……。




ＧＭ：ここでは、情報収集を行なうシーンです。ギィが、オープニングで話題に出た、ラングエンドに関するきな臭くさい噂うわさを調べるシーンということで。

ギィ：了解だ。

ＧＭ：あまり演出とかは入れずシンプルに終わらせる方向で。

ギィ：わかった。（ちょっと考えて）……ラングエンドの噂を確かめるとなると、ノルウィッチを離れて調べることになるよな？

ＧＭ：マルセルが国際平和会議を計画して実じつ際さいにそれが実じつ現げんするまでは、それなりに時間がかかっています。ですから、その間にノルウィッチを離れて情報を収集してきた、って扱いで考えています。

ギィ：ああ、なるほどな。ここでは、オレがもうラングエンド周辺に行ってきて、調査した情報を持って帰ってきたことになるのな。

ＧＭ：はい、そういうことで、どういう情報が得られたのか判定することになります。

ギィ：何で判定すればいい？

ＧＭ：難なん易い度ど15の【幸運】です。

ギィ：《ストリートワイズ》があるから、３Ｄで判定できる。フェイトは、失敗したら振ふり直すのに使うことにしよう。

ＧＭ：では、判定をどうぞ。

ギィ：（ダイスを振る）よし、成功。ダイス目は12、達たつ成せい値ちは17だ。

ＧＭ：成功ですね。では、次のことがわかります。




　戦争の気配に人々が恐れおののくラングエンド周辺で、ギィが情報収集をした結果、ラングエンドに雇やとわれたテロリスト、グリム・リーパーがノルウィッチに潜せん入にゆうしたということが判明した。どうやら新型爆弾を入手した形跡がある。




グリム・リーパー（年齢不詳／男／ヴァーナ（狼族）　投稿者：千葉県　Selenaさん）

　フリーのテロリスト。主義主張なく、気分次第で依頼を受けて標的を殺し、あるいは破壊する愉快犯である。多種多様な仕事を受け、いままで生き残っている事実が彼の腕を証明している。
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ギィ：爆弾を持ち運んでるのか!?　ヤバイな……。狙いは国際平和会議のテロか？　ついでにラングエンドの軍事行動に関する情報はわかったりしない？

ＧＭ：そこに関しては、今の段だん階かいでは確かくたる情報は得られません。ただ、いつ出撃してもいいように頻繁に軍事演習を重ねている模様です。

ギィ：うーん。まあ、いいや。グリム・リーパーが潜入、と。このことはみんなに伝えないとな。すぐに合流するぜ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




アキナ：……あ、簡単な調査はＯＫなんですよね。あたしがマルセルさんにオリアーヌに教えて貰ったこと報告しておいた、ということでマルセルさん調査を頼みたいんですけど。

マルセル：ふむ、ではそうしたいのだが、どうだろうＧＭ？

ＧＭ：では、難易度10の【知力】判定をしてください。さきほどのアキナさんの報告を受けて、マルセルがレスノールの状況を独自に調べて見たということで。

マルセル：まあ、ファンブルしない限かぎりは成功だな。判定値が12もある。

ギィ：そこでファンブルをするマルセルに期待だ（笑）。

マルセル：（ダイスを振る）ダイス目は７、達成値は19。

ギィ：残念（笑）。

ＧＭ：では、レスノールの状況がわかります。現在、古き伝統あるメルトランドを復ふつ活かつさせようと思っている人たちが、数多く集結しているらしいということがわかります。ま、現げん体たい制せいに不満を持っているだけという連中も、その中にはかなりの数が含ふくまれているという話です。

マルセル：そうか、面めん倒どうなことだ。

ＧＭ：今のノルウィッチに対して、いろんな不満を持っている者たちが集まっているという状況ですね。

ギィ：うん、まあ、メルトランドはいろいろ面倒な国だからな。

マルセル：そういう情報を摑つかんだわけか。

ＧＭ：はい。では、次のシーンに移うつります。







◆Middle 04◆もたらされた警告




　物事には表と裏がある。

　表が昼の国際平和会議なら、裏の出来事は夜に起きるのが道どう理りというものだ。

　その夜、翌日の準備に勤いそしむマルセルにもたらされた〝それ〟は、裏からの不意打ちとでもいうべきものだった。




ＧＭ：では、マルセルのシーン。場所はマルセルの執務室です。会議のための資料をそろえたり、準じゆん備びをしたりしているところに面会の依い頼らいがやってくるというところです。

マルセル：誰なんだ？

ＧＭ：エクスマキナの商人ジョージから、至し急きゆうの用よう件けんで面会したいということです。
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一同：えええええええええええ――っ!!


ドラン：きたー！　ジョージ（笑）。

ギィ：ジョージって、ゴルフォードの錬金騎士団長のゲオルグか。あいつもややこしい接触をしてくるもんだ。

マルセル：ふむ。一も二も無く早く通せと言うぞ。

ＧＭ：では、マルセルの執務室の扉がガチャっと開きます。そして、以前シャールズベリへ向かう際に出会った商人と再会します。ぶっちゃけると髪かみを下ろして変へん装そうしたゲオルグなんですが。

マルセル：せめてもう少し真面目に変装したらどうだ（笑）。

ＧＭ：「これで案外わからないものですよ？」とゲオルグ。続けて「ご出世おめでとう、マルセルさん」と挨拶をします。

マルセル：いささか悪あく趣しゆ味みな来訪の仕方ですな。と言いつつ、着席するようにを促うながす。

ＧＭ：「ゴルフォードが会議に出席できなくて申し訳ない。まあ、これには深いわけがありましてな――」椅子に腰掛けながらゲオルグは言います。

マルセル：国内がまとまってないのですね？

ＧＭ：「ああ、痛いたいところをつく。どうやら君には隠かくし事ごとはできないようだ」とおどけたように肩かたをすくめます。

マルセル：……で、〝至急の用件〟について具体的に伺うかがいたいのですが？

ＧＭ：「ノルウィッチ国際平和会議を狙ねらったテロ計画があるんだよ。その仕し掛かけ人にんはラングエンドって国なのさ」

マルセル：ぶ――――――――――っ!!（驚きのあまり噴き出した）

ドラン：思いっ切りぶっちゃけたナリ！

ギィ：まあ、あそこは身もフタもない、なんでもアリの軍事国家だけどさ！（笑）

マルセル：ふむ……（少し考えて）。では、次にそのことを何な故ぜあなたがご存ぞんじなのか――それを教えていただきたい。

ＧＭ：「うん。モード・レドリックから、一緒にフェリタニアをやっつけよう！　って誘さそわれたんだ」

アキナ：えぇぇぇぇ――――っ!?


マルセル：……なるほど。
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ギィ：テロリズムやるもの、この指止まれってか（笑）。

マルセル：恐らく……直接誘われたのはドワーディン王だろうな。

ギィ：ああ、ドワーディンか。

ＧＭ：「なんでもお見通しだね。うちの王様は悪人じゃないのだが、ちょっと欲よくに弱くてね。ラングエンドの出した空手形に思いっきり釣られそうで。困ったものさ」と、もうお手上げという表情をします。

アキナ：なるほどー。それは簡かん単たんに国際平和会議には来られないですよね。来たら、ラングエンドの陰謀をばらしますよ言っているようなもの。

ドラン：ラングエンドに逆恨みされるナリね（笑）。

マルセル：なるほど。で、この会議を標的としたテロ計画を阻そ止しすると、ゴルフォードでのゲオルグ殿の立場がよくなるとか、そういう話なのかな？

ＧＭ：「そう思っていただいて結構です」と話したところで、「……とりあえず、全体の青写真を話しておこう」と真面目な口調になって言います。

マルセル：分かった。ぜひお願いする。




　ゲオルグの説明は次のとおり。

・国際平和会議の期間中に爆弾テロを起こし、ノルウィッチを混こん乱らん状じよう態たいに陥おとしれる。

・それに乗じて、ラングエンド、レイウォールアライアンス、神聖アンリ帝国、ゴルフォードから、アヴェルシア方面に侵しん攻こうを開始する。

・北方はメルトランド領りよう内ないで反フェリタニア派はの蜂ほう起きを同タイミングで起こす。

・最終的にフェリタニア領を各国で分ぶん割かつする。
















ＧＭ：「――ということさ」

マルセル：……なるほど。

ＧＭ：「まあ、そういう事情だからさ、私が表立ってこの会議に参加したら、事実上ゴルフォードはラングエンドの計画をフェリタニアに漏もらしたと気づかれてしまうだろう。それは我わが国くにとしてはよろしくない。というわけさ」

マルセル：……で、テロが防ふせげなかった場合には、ラングエンドと同調してこちら側を攻こう撃げきするということになっているわけですね。

ＧＭ：「手順的にはね」と、言ってゲオルグは肩をすくめます。

マルセル：わかりました。あなたの厚意は最さい大だい限げん有ゆう効こうに活用させていただきます。

ＧＭ：ゲオルグはまた笑顔に戻っていいます。「キミたちには期待しているんだ。正直言って、この計画がラングエンドが描えがいたとおりに上う手まくいくとは思っていないし、ラングエンドがこれ以上強大化するのもよろしくない」

マルセル：同感ですね。

ゲオルグ：「そのうえで、キミの言うとおりゴルフォードも一いち枚まい岩いわではなく、陛へい下かをそそのかす輩やからもいる。だから、まずはノルウィッチのテロを未然に防いでもらい、合衆国の健けん在ざいを示しめせば、そいつらを抑えてゴルフォードは中立を保たもつことができるだろう」
















マルセル：ご厚こう意い痛いたみ入いります。では、ひとつだけ確認しておきたいことが。

ＧＭ：「なんなりと」

マルセル：ラングエンドから、この会議を妨ぼう害がいするためにテロを行なうという、そういう手はずになっているという連れん絡らくがきたのですね。

ＧＭ：「そうです」

マルセル：テロ決行の予定日はわかっているのですか？

ＧＭ：「テロ決行は国際平和会議の本会議に合わせてということです」

マルセル：で、本会議の日につ程ていはいつだ？

ＧＭ：明日から始まります。

一同：うぉいっ!!
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ドラン：明日かい――――っ!?


アキナ：うわぁ、時間がない!!

ＧＭ：「では、用件はこれにて。キミたちがこの件を上手く解かい決けつして、フェリタニア合衆国は健在だということを示してくれれば、他の国々も国際平和会議で提てい唱しようされたことを守ってくれるようになるんじゃないかな？」と言って、彼は去っていきます。

マルセル：見送りましょう。

ドラン：わざわざ、そのことを伝えるために本人が来たナリか。

マルセル：それだけ、確かく実じつに伝えたかったんだろうな。

ＧＭ：はい、それに一番腕が立って隠おん密みつ行動ができる人ですから。

ドラン：なるほど。

マルセル：なにより重要なのは信頼関係だ。ゲオルグ本人から聞かなかったら、こっちが信じない可か能のう性せいもあるわけだしな。

アキナ：なるほど。あたしたちはゲオルグさんがどんな人かはわかっていますからね。

ギィ：それに、自分の目で状況を確たしかめたかったんだろうさ。

ドラン：新しい、フェリタニア合衆国をナリね。

ＧＭ：では、ゲオルグが去ったところでこのシーンを終わりましょう。




　　こうして、会議を巡る陰謀とエンジェルファイヤーの戦いの火蓋は切られたのである。







◆Middle 05◆守べきものは何か？




　国際平和会議を狙ねらう、テロ計画があることを摑つかんだエンジェルファイヤー。

　その阻そ止しに向けて、対策を練る。

　敵対国の侵攻の契機となるテロは、なんとしても防ふせがなければならない。




ＧＭ：では、次のシーンです。さっきのシーンの直後で、全員登場となります。

マルセル：何しろ時間がない。大至急、テロ対策を話し合おう。エンジェルファイヤー全員をノルウィッチ城の会議室に招集する。あと、適当な人を使ってスリス様、イザベラ様にも連絡をするぞ。

ＧＭ：ま、私もそんな感じのシーンにするつもりでした。イザベラとスリスは事情があって遅れてきますが、エンジェルファイヤーはすぐに集合できます。

一同：了解！




　何はともあれ、エンジェルファイヤーが会議室に勢ぞろいした。




マルセル：では、全員集まったところで、ゲオルグから訊きいたテロ計画の話を報ほう告こくしよう。

アキナ：あたしも、武ぶ器きが大量に買われている件けんを改めて報告します。

ギィ：オレも、テロ計画に関連しそうな情じよう報ほうは摑んであるぜ。現げん在ざい、グリム・リーパーというテロリストが爆ばく弾だんを持って潜せん伏ぷくしてるって話だ。

マルセル：常じよう識しき的てきに考えれば、会議場を爆ばく破はすることを狙うだろうな。

アキナ：会議は明日なんでしょ？　時間がないですよ。

ドラン：そうナリ。ＧＭ、実じつ際さいどれくらいの時間があるナリか？

ＧＭ：一ひと晩ばんほどはあります。

ギィ：なるほど。じゃあ、この一晩で爆弾を探そうって話か。

アキナ：会議に集まる要人たちを狙ってるんでしょうね。皆さんが傷つかないようにしないと、せっかくの国際平和会議がぶち壊しです！

ドラン：確かに、そうナリ。

マルセル：（少し考えて）……だが、色々と不自然な点がある。おそらく何らかの罠が仕掛けられていると考えた方がいい。

ＧＭ：…………。

アキナ：罠ですか？

マルセル：そう考える理由がふたつある。今回はラングエンドは、ゴルフォードにテロの情報の詳しよう細さいを教えている。だが……本気でテロをやるつもりなら、いずれ仲間に引ひき込こむにしても、詳細な情報は与えないだろう。

ドラン：なるほど。……そもそも、ゲオルグと我われ々われが仲がいいのは向こうも承知のはずナリ。

アキナ：実際、ゲオルグさんはこちらに情報をくれましたからね。

マルセル：あと、アキナから相談のあった、レスノールの反政府勢力の件。

アキナ：あっ、はい。

マルセル：この動向についても気になる。私もちょっと考えがまとまっていないが、これもとにかく情報が簡単に入りすぎだ。
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ギィ：そりゃ、おかしなところは、ゴルフォードをテロに誘った件と同じだろ？　アキナの実家であるブルックス商会から武器を買うのは不自然だ。

ドラン：こうなるとまるで……。

アキナ：――これは、わざと……情報を、流してる？（←ＧＭの顔色を伺いつつ）

ＧＭ：………さあ？　何かの偶然じゃないでしょうかね（笑）。

アキナ：むぅ～っ!?（笑）




　さすがにこのメンバー、ＧＭの狙いを的確に読んできます。




マルセル：まあ、ここでＧＭが真相を白状するはずもない（笑）。

ドラン：それはそうナリね。

マルセル：ともあれ。ＧＭ……ではなく、バルムンク・ノヴァあたりの罠の可能性もあるか。ゲオルグの情報を鵜う呑のみにするのは危き険けんという話だ。

ギィ：狡こう猾かつに立ち回るなら、仮にテロが成功した場合、ゴルフォードとしては、改めてラングエンドの案に便乗すればいいわけだしな。

マルセル：逆ぎやくに、ゲオルグの情報はゴルフォードが会議に参加しない口実で、実はテロなんて起きないのかもしれない。

ドラン：その可能性もゼロではないけど、グリムの情報もあるから、テロが何もないと考えるのも不自然ナリ。

マルセル：それはそのとおりだ。……とにかく、爆弾テロがあるという前ぜん提ていで行動することになるな。こっちとしては他の対応方法がない。

ギィ：で、その爆弾なんだが、どうやって探せばいいんだ？

ＧＭ：爆弾がしかけられると思しきポイントに行き、近辺で［トラップ探たん知ち］に成功すれば、爆弾を発見することができます。

ドラン：この捜索にはスカウトのギィは欠かせないナリね。

マルセル：その上で、それ以外の罠があるという前提で慎しん重ちように対応する必要があると思う。

アキナ：ですね。

ドラン：グリム・リーパーというヤツについては、調べられないナリか？

アキナ：わかってるのは「ラングエンドに雇われたテロリスト」で「爆弾を携けい行こうしている」てことぐらいですよね。

ギィ：まあ、大体のことは察さつしがついている。バルムンク・ノヴァ、恐らくはグリンダと繫つながりがあるんだろう？

アキナ：やっぱりグリンダがからんでますよね。あのＧＭシーンからしても。




　ぐっ！　と拳を握りながら言う酒井香奈子。





ＧＭ：ではギィ、難なん易い度ど12の【幸運】で判定してみてください。会議が進む間、ギィがさらに深い調査を進めていた、ということにしましょう。

ギィ：それは余裕だ。よっ……（ダイスを振る）。達成値15で成功。

ＧＭ：ずばり言い当てたので、難易度オマケしました。そのとおり。グリンダがからんでいます。




　ギィは調査を重ね、テロリスト、グリム・リーパーと親しげに話す、謎の美女の目撃談を入手した。彼女はかかとをならし、どこへともなく消え去ったのだという。




一同：ですよね～！（笑）

アキナ：あっ、グリンダが絡んでいるとすると、さっきのゲオルグさんは本物なの？
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ドラン：言われてみれば！　

ギィ：だな。ジョージの頰をつねっておくべきだった（笑）。

アキナ：どうしよう、どうしよう!?　さっき実家に戻もどったときのお母様やオリアーヌも、本物かなぁ？

ギィ：そこからかよ!?（一同笑）

ドラン：アキナさんの疑ぎ心しん暗あん鬼きが始まったナリー。

マルセル：まあ、気にしすぎてもしょうがない。ほっぺをつねってもグリンダの正体を見破ることができるかはわからないし。

ギィ：今のところ、グリンダの正体を確かめるには、ある程度確信を得たところで《天啓》などを使うしかないんだよね。

アキナ：……そうでした。グリンダは本当にやっかいな敵です！（笑）

ＧＭ：す、すみません！（笑）　と、ここでイベントが起きます。

ドラン：何があったナリ？

ＧＭ：この会議室に、三名の人物が登場します。




　バンッと音を立て、ノルウィッチ城の会議室の扉が開く。

　入ってきたのはイザベラ、スリス、そしてアベル。

　中でもアベルはひどく興奮しているように見えた。
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ドラン：そういえば。イザベラとスリスは遅れてくるという話だったナリね。

マルセル：だが、アベルはどういう事情で来たのだ？　呼んでないぞ？

ＧＭ：どうやらイザベラが話をしたようです。アベルは血相を変えて言います。「イザベラ様は手ぬるい！　この国際平和会議をテロリストに穢けがされては、メルトランドの威い信しんに傷がつく！　城兵をことごとく動員し、草くさの根ね分わけても爆弾を探しだすのだ！」そして、バンッと机を叩く。

ドラン：アベルは意外とテンパってるナリね。

アキナ：あ……。あたしと話した時も、〝名誉〟を気にしてましたから。体面をすごく気にするタイプなんでしょうか？

ＧＭ：近くで見ている、あなたたちに構わず、イザベラは「馬鹿な！　お前の案では肝かん心じんの城の防備が手て薄うすになりすぎる。我らが真に守るべきはスリスではないのか!?」

アキナ：あぁ。難しいですね。国際平和会議も大事ですけど、スリス様が狙われる可能性もあるのかぁ……。

マルセル：ふむ。

ＧＭ：すると、スリスが「国際平和会議は、合衆国の未来のためにぜひ成功させなければならぬこと。……アベル、存分に守備兵の指揮をとってください」と言います。

ギィ：おいおい！

ＧＭ：（構わず続ける）アベルは我が意を得たりという表情で、「はっ！」と一礼します。そしてイザベラに「陛下の許可を得た。必ずや、テロリストを捕ほ縛ばくして見せよう」と言い放ち、身みを翻ひるがして立ち去っていきます。

ドラン：やれやれ。なんだったナリか。

ギィ：ていうか、この状況。

アキナ：お城の守備が手薄になったってことですよね。スリス様はなんで、アベルの案を許可したんでしょう。

ＧＭ：では、イザベラがスリスに言います。「スリス。かつてメルトランドの民を守れなかったからといって、責任を感じすぎるな。もっと自分のことを大事にしてくれ」と。

アキナ：あ、なるほど。スリス様は自分の身の安全より、合衆国と国民を守りたいんですね。本当に偉いなぁ。

ギィ：国のトップとしては、それはそれで問題だけどな。

アキナ：……（少し考え込んで）これはもう、ラングエンドの真の狙いはスリス様ですね！

ギィ：女王が殺されるとか誘ゆう拐かいされるとか……そいつが今のフェリタニアにとって一番困ることだからなあ。

ドラン：そうナリな、ピアニィ陛へい下かがいない今、スリス様の代わりはちょっと考えられない。

マルセル：待て待て！　確かにスリス様の安全は重要だが、会議の方も重要だ。どちらが陽動なのか確実な証拠はないし、両方本命ということだってあり得る！

ドラン：そ、そうか。それもそうナリ。

アキナ：とにかく、どちらも守らなきゃならない。国際平和会議も。スリス様も。

ギィ：そして、この場合一番問題なのは爆弾の捜索を指揮しているアベルがあてにならないことだ（笑）。

アキナ：テンパってたし。思ってたよりおバカさんなんでしょうか？

マルセル：その辺はなんとも（笑）。ただ、あの様子だと「あてにはならない」くらいには思っていていいと思う。

ギィ：実際ヤツの行動の結果、オレたちの任務は難しくなったわけで。

アキナ：ふたつのことを同時に守りつつ、油断のならない人に警戒しなきゃって、難しすぎですよぉ――っ!!（笑）

ＧＭ：いやぁ。今回はナヴァールから国を丸ごと任された以上、その重さを満まん喫きつしてもらおうと思いまして。かなり知恵を絞ったんですよ？

一同：よ――

ＧＭ：……よ？

一同：よけいなことをするなぁぁぁぁぁ――っ!?
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　楽しんでいただけたようで何より。




アキナ：（すわった目で）もういいです！（笑）　とにかくあたしたちは絶対負けられない！

ドラン：お、おうナリ！

アキナ：そこで、具体的にあたしたちはどう動くべきか、それを考えましょう！

一同：了解！

ドラン：アキナさんが、こんなにはっきりリーダーシップを発揮するとは？（笑）

ギィ：いい傾向じゃねぇか？　前巻で兄離れもしてるし、成長を感じるよ。




　というわけで、作戦を練る一同。




マルセル：問題を整理しよう。ゲオルグから「国際平和会議を狙ったテロがある」という情報がもたらされ、「偽名で大量の武器を買い付けようとした者がいる」という事実がある。

アキナ：ふんふん。

ギィ：そしてグリム・リーパーという爆弾魔がノルウィッチに潜入したという情報……。

マルセル：国際平和会議が危ないというのは当然だとして、あまりにもあからさま過ぎて、陽動の可能性をぬぐえない。

ドラン：そして、何を考えているのかわからないけど、とにかく場を荒らすアベル（笑）。

マルセル：この状況で我々は何をすべきか、それを決断しなくてはならない。使える時間は明日の会議まで。

アキナ：う――ん……難しいなぁ（笑）。

マルセル：ふむ。では私から提案だ。とりあえず爆弾の捜そう索さくについてはギィに任まかせよう。

ギィ：トラップを見つけて解かい除じよできるのはオレになるからな。まあ、国際平和会議の会場を隈くま無なく探さがす以外に、方法はないよな。

アキナ：なるほど。

マルセル：……で、ギィをサポートする能のう力りよくを考こう慮りよすると、私わたしも爆弾捜索に参加した方がよいはず。要するに、支し援えんできるからな。

ドラン：万が一、ギィが爆弾の解除をミスったときは、マルセルはダイスロールを振ふり直しさせられるナリね。

マルセル：なら、スリス女王の元に残るのはアキナとドランか？

ドラン：うーん。……でも爆弾捜索側をギィとマルセルだけという組み合わせにすると、そのグリムというテロリストと戦闘になったら、厳きびしくないナリか？

アキナ：あ、そうかも。

ギィ：この四人の中で、攻こう撃げき力りよくが高いのはアキナとドランだからな。

アキナ：なるほど。

ギィ：確かにドランかアキナのどっちかが爆弾捜索に来ていると、オレたちとしても安心なんだが……そうなるとスリスの元に残るのはひとり。

ドラン：ワタシひとりだと、護ご衛えいには不向きナリ。

ギィ：ドランは防ぼう御ぎよ力が低いからな。

アキナ：なるほどー。

ギィ：護衛に向いているのは、アキナなんだよな。《カバーリング》もあるし。

アキナ：あたし個人の意志として、スリス様を守りたいです！　あなたを守りますと約束したからには！

一同：う――ん……。

ドラン：でも、ひとりだけで大だい丈じよう夫ぶナリか？

アキナ：一いち応おう、《セルフヒーリング》もできるようになったから。

ギィ：まあ、ひとり残すとするなら、アキナを選ぶのは正せい解かいなんだよな。一番耐たい久きゆう能のう力りよくのあるアキナに粘ねばってもらい、他の三人で爆弾テロを解かい決けつする、というのは悪くないと思う。

マルセル：……ここで私から提案がある。
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アキナ：どうしました、マルセルさん？

マルセル：この戦いはさっきも話し合ったとおり、負けられない。だから確証が欲しいのだ。アキナ、ここは《天啓》を使うべきだと思うがどうか？




《天啓》はシナリオにつき一回、ＧＭに質しつ問もんができるギルドサポートである。




アキナ：わかりました。やりましょう！

ドラン：即そく断だん即そつ決けつナリ（笑）。

ＧＭ：では、どのような質問をしますか？

マルセル：爆弾テロは陽動の可能性とはいえ、実際に動いているのは間違いないだろう。「ここはバルムンクの爆弾テロ以外のもうひとつの目的は何か？」ということで。




　プレイヤー全員が、ＧＭを食い入るように見つめる。

　ＧＭは……おもむろにこう答えた。




ＧＭ：……スリス女王です。

一同：よぉ――し！

アキナ：じゃあ、現状の配置でＯＫですね！　皆さんがんばりましょう！

ギィ：了解。そういうことなら……転送石は用意できないか？

ＧＭ：はい、できますよ。

ギィ：それはありがたい。これで分ぶん離り行動をしていても、いざというときは集まれるな。

ドラン：でも、城しろは転送の結界が張はられているんじゃないナリか？

ＧＭ：王おう座ざの間に直ちよく接せつ転送はできませんが、緊きん急きゆうの場合に備そなえて城じよう門もんの内側に転送できる場所があるとします。この辺は守る側にとって合理的に考えるということで。

ドラン：それは助かるナリ。

マルセル：ＧＭ、あとはだな……。




　とこのような感じで、一同は作戦前の細こまかい準備をすすめた。

　仲間が離ればなれになるこの作戦で、重要な緊きん急きゆ連うれ絡んらくのためのアイテム伝でん信しん人にん形ぎようの調達。それぞれのいざという時の戦術。などを取り決める。

　さらに、「素人しろうとが何をするかわからないので危険」という理由でギィと親しいＮＰＣ、ピスケー（『デスマーチ』第一巻などに登場）にアベルを監視させる、という念の入れようであった。
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　しばらく時間を経て、パーティの意見がまとまった。




ＧＭ：では、マルセル、ドラン、ギィが爆ばく弾だんの捜そう索さく、アキナがスリス女王の護衛に分かれるということでいいですね。

マルセル：うむ、それでいこう。念のために聞くが、スリスの護衛はアキナ以外のＮＰＣがついたりするのか？　確かヘザーという少年がその役だったはずだが。

ＧＭ：スリスの護衛はアキナだけになります。ヘザーも爆弾捜索に狩り出され、不満をこらえつつもアベルの指揮下にいます。最低限の城内の警備はいますから、簡単に賊が忍び込めるというわけではありませんが。

アキナ：本当にあたしひとりなんですね。責任を感じます！

ギィ：なるべく早くあっちを片付けて戻ってくる。頼たのんだぞ、アキナ。

アキナ：はい！　頑張ります。

マルセル：こっちも気を引ひき締しめないとな。《天啓》のおかげで、スリス女王暗殺がまず間違いなく起こるのは分かったが、敵戦力の本命はやっぱり会議場の方だったということはあり得る。

アキナ：そうですねー。

ギィ：まあ、アキナがいない場合に強きよう敵てきがやって来たときの戦せん術じゆつは、実はひとつだけある。こっちはそれでなんとかするから。

アキナ：はい。でも、その戦術ってなんだろ？

ギィ：秘密だ（笑）。ま、すごい作戦とだけ言っておく。

アキナ：うー、なんだろう？　ちょっとドキドキします。
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　ＧＭもドキドキします（笑）。




アキナ：じゃあ、あたしはスリス様と一緒にお手玉して待ってます（笑）。スリス様、お手玉をしてあそびましょー。

ドラン：お手玉ナリか。余裕ナリね。

アキナ：敵が来るとしても、スリス様を怖がらせてもしょうがないですから。

ギィ：まあ、それもそうか。

アキナ：じゃあ、遊びながらスリス様に、必ずお守りしますから、と言います。

ＧＭ：では、スリスはお手玉しながら「アキナがいれば安心だな」と微笑みます（笑）。

ギィ：一見、平和な光景なんだよなぁ～。

マルセル：この平和を、我々で守らなくてはならん。

ＧＭ：というところでシーンを終しゆう了りようして、次はマスターシーンを入れます。







◆Middle 06◆闇やみは、静かに笑う




　ふたたび、闇の中―――。

　数人の影かげが集い、低く言葉を交わす。

　ノルウィッチを混乱の渦に落とし込むべく、入念な準備をするテロリストたちの姿がそこにあった。

　そして、部屋には仮か面めんの少女が姿すがたを見せていた。




ＧＭ：では、マスターシーンを挟はさみます。

アキナ：どういうシーンですか？

ＧＭ：それは、とある闇の中。あやしげな連中が集まり、何か相談しています。

マルセル：テロリストのアジトか？

ＧＭ：ぶっちゃけ、そうです。

ドラン：おお、直球できたナリな！

ギィ：きっと画面にテロリストのアジトってテロップが出るんだぜ。視し聴ちよう者しやに優やさしいな（笑）。

ＧＭ：まあ、そういうことで（笑）。まず、ふたりの人物がなにやら密みつ談だんしております。ひとりは、グリム・リーパー。シルクハットとスーツの伊達男です。もうひとりは、ゲイル・マーフという物静かな武人です。

ギィ：おっ、ふたりいる。

ＧＭ：そこに、もうひとりがやって来ます。仮面をつけた少女です。




ゲイル・マーフ（68歳／男／ヒューリン　投とう稿こう者しや：埼さい玉たま県けん　木き場ば椰や子しさん）

　遙か東方世界に由来する一子相伝の古武術を継承する老人。一時期はメルトランド軍に身を寄せていた。現在は自らの師の命を救ってくれたとあるバルムンク・ノヴァの恩義に報いるため、組織に参加した。バルムンク・ノヴァでのふたつ名は〝フェター（盾なる剣）〟。
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アキナ：ああ、やっぱり！（笑）

ＧＭ：「……では、会場の爆破のほうはお前たちに任まかせた」と、グリンダが言うと、それまでは気配を殺していたらしい、もうひとりが頷きます。その人物は顔に濃い陰が落ちており、誰とは判別できません。

ギィ：……ということは、グリンダ以外に三人いるのか？

ＧＭ：はい、そういうことです。そして、その影に向かってグリンダは「あなたは、あなたの望みをかなえなさい」と優しく囁ささやきます。

一同：うーん……。

ギィ：三人か。

アキナ：ということは、ふたりとひとりになって襲おそってくる？

マルセル：いや、そうとは限かぎらない。三人で一気に動いてくるかもしれない。

アキナ：あ、そうか。でもとにかく、正体の分からない残りひとりが気になります！

ギィ：やっぱアベル？

マルセル：ここは違う気がするなぁ。時系列は明確じゃないが、今アベルは兵士たちの指揮をとっているはずだし。

ドラン：む～、一体誰が何を仕し掛かけてくるナリか。

ＧＭ：さて、どうでしょうか？　さてグリンダは「さあ、アキナ・ブルックス。そしてエンジェルファイヤー。わたくしが用意した破滅の円舞曲ワルツ、とくとご堪能いただきましょう」と低い声で笑います。

アキナ：む！　グリンダ。あなたが何をしようと、スリス様は守りますから！

ＧＭ：といったところで、次のシーンに移うつりましょう。







◆Middle 07◆会議場での攻防




　大陸の未来を決める国際平和会議。

　迫り来るバルムンク・ノヴァの魔ま手しゆ。

　エンジェルファイヤーは陰謀を食い止めることができるのか？

　そして……ギィの言う「すごい作戦」とはなにか？




ＧＭ：では、次のシーンを始めましょう。その日の深夜、平和会議の会場に仕掛けられた爆弾を捜索するシーンです。シーンプレイヤーは、ギィ。マルセルとドランも自動登場です。

アキナ：頑がん張ばれー!!

ギィ：まかせとけ！

ＧＭ：国際平和会議が開けるだけあって、会場はかなり大きな建物です。中央にメインの会議室があり、その周囲を参加者のための控え室が取り囲んでいます。そのあたり一帯をアベル配下の衛兵が捜索をしているようで、いくつもの灯りが見えます。

ギィ：なるほど。とりあえず、適てき当とうな人間を捕つかまえて伝令になってもらって、要人たちに平和会議の会場へ近づかないよう連絡を回そう。この時間だが、念のためにな。

ＧＭ：それじゃあ、イムイム（『無印』第三巻で登場した投稿キャラ。優秀な伝令）が伝令となって連絡を回してくれます。
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マルセル：それと、キープアウトなロープを張はって、余よ計けいな人間が入れないようにしておこう。

ＧＭ：それは鋼こう鉄てつ騎き士し団だん（『デスマーチ』第五巻で登場した投稿キャラ。ドランの元部下のエクスマキナたち）がやってくれますよ。
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ドラン：じゃあ、ピーッ（テープを張はるジェスチャー）。

ＧＭ：なんでドランがそんなことやってんだ（笑）。

ギィ：それじゃ、早速爆弾探しをするか。どうすればいいんだ？

ＧＭ：難なん易い度ど20のトラップ探知で判はん定ていしてください。

ギィ：20かー。期き待たい値ちだな。絶ぜつ対たいに失敗したくないし、フェイトを１点使おう。（ダイスを振ふる）23。

ＧＭ：成功ですね。では――。




　――大会議場には、多くの椅子や机、来賓の目を楽しませるための骨董品、装飾の多いシャンデリア、など。様々に爆弾を隠すポイントが目についた。

　その中で、ギィのカンがもっとも危険と告げていたのは大会議場中央にある、巨大な聖なるヒースのオブジェであった。

ＧＭ：というわけで、ギィは大会議場の中央のオブジェに、爆弾が設せつ置ちされているだろうと見当がつきます。爆ばく発はつすれば、会場周辺はまとめて吹ふっ飛とぶでしょうね。

ドラン：なんでそんなところにあって、誰も気づかなかったナリか！

ギィ：難易度からして巧こう妙みように偽ぎ装そうされていたんだろう。しかし聖なるヒースのオブジェ!!　皮肉なとこに隠すもんだ。

マルセル：ともかく、内部に手引きした人間がいるのは間ま違ちがいなさそうだな。

ギィ：手引きがなきゃ、こんなど真ん中に、爆弾を仕掛けられねぇだろ。

アキナ：あ……そう言えば、アベルの捜索はどうなんですか？

ＧＭ：大会議場の周辺や内部でいくつもの班に分かれて調査をしている様子を見かけました。しかし、検討違いの箇所を探しています。専門家のギィとは視点が違うのかもしれません。

ギィ：ちっ、使えねぇな（笑）。……とりあえず、後のことは爆弾を解除してからだ。

ＧＭ：と、皆みなさんが近づいていこうとすると、上からスチャっとふたりの男が降ふってきて、爆弾と皆さんの間に割わって入ってきます。

ドラン：何者ナリか!?

ＧＭ：片かた方ほうの男が屈くつ託たくなく名乗ります。「あはは～♪　オレは〝賽の目ダイス〟のグリム・リーパー。こいつは〝盾なる剣フエター〟ゲイル・マーフ。よろしくな！」

ギィ：まあ、ＧＭシーンの演出でわかっていたが、やっぱりバルムンク・ノヴァか。しかもかなりイカレてる感じだな。

マルセル：どうあれ、爆弾を止めないわけにはいかん。

ＧＭ：沈ちん黙もくを守るゲイルに対して、グリムは饒じよう舌ぜつです。「いやあ、それは困るんだよね♪　雇い主のグリンダさんから死んでも爆弾を守れって」

マルセル：なるほど。爆弾テロがあるのは予想どおりだな。……しかし、仕掛けた本人までやってきて爆弾を守るとはな。

ドラン：このままじゃ、自分たちも爆発に巻まき込こまれるナリよ？

ギィ：決死の覚かく悟ごってヤツかね。

マルセル：なにか脱出方法を確保してあるのかもしれん。だが、もっと重要なことがある。
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アキナ：重要なこと？

マルセル：こいつらはなぜ、この場にいて爆弾を守っているのか？

ドラン：ああ！

ギィ：臭いな。……時間稼ぎか？

ＧＭ：…………。

マルセル：おそらく……。そしてテロの本命はスリス女王。




　お見事――。

　ここまででおおよそ見み破やぶられてはいましたが、ついに真の狙いが露ろ見けんしてしまいました。




ＧＭ：グリム・リーパーは言います。「あれぇ～♪　キミら、オレたちの狙いに気づいたんだね。こっちは囮おとり、今いま頃ごろスリス女王は……。早く王宮に戻ったほうがいいんじゃない？」

ギィ：ハッ！　大きなお世話だぜ。心配はご無用だ。

ＧＭ：「なんだって!?」

ドラン：あっちにはアキナがいるナリ！

ギィ：俺たちの大将を舐なめると、ヤケドするぜ？

アキナ：みんな……ありがとうございます!!





　信しん頼らいという絆きずなで結ばれた、エンジェルファイヤー。

　これまでの積み重ねてきたプレイの成果といえよう。




マルセル：そうだ！　アキナがいる限り、易やす々やすとお前たちの狙ねらいどおりになると思うな!!

一同：マルセルは言うなああああああああああ――っ!!


マルセル：あ、あれ？




　マルセルの裏目力に対する確かな信頼――。

　これまでの積み重ねてきたプレイの成果といえよう。




アキナ：あ、ありがとうマルセルさん。お気持ちはありがたく受け取っておきます（笑）。

マルセル：……すまん。

ギィ：まあいいや。話を戻そうぜ（笑）。

ＧＭ：では気を取りなおして……。「ヒュウ！　嬉しくなるねぇ♪」と、グリム。そんなわけで、次のシーンはアキナひとりでの戦闘となります。

アキナ：覚悟はできてます！

マルセル：それはそれとして……。ＧＭ、こっちを片付ければ、私たちもアキナに合流できるのか？

ＧＭ：はい。転送石も用意していますし。こちらの戦闘が１ラウンドで終われば、アキナのシーンには２ラウンド目のセットアップに登場できます。２ラウンドなら３ラウンド目、３ラウンドなら４ラウンド目のセットアップ、という感じです。

アキナ：ってことは、最低でも１ラウンドはあたしひとりなんですね。

マルセル：そうなるな。

ギィ：とっととこっちを片付けて、そっちに行くからしばらく待っててくれ。

アキナ：はい！　あたしもみんなのことを信じてますから!!

ドラン：グリムとやら、やるならとっとと始めるナリ！

ＧＭ：「同感♪　同感♪　良い友達になれそうだね。さあ、楽しく殺し合いをしよう！」
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ドラン：うわ、本気で精神がヤバそうな相手ナリね。
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ＧＭ：では、戦せん闘とうを始めましょう。




●第一ラウンド

ＧＭ：まず、戦闘に入る前にちょっと説明します。まずはＰＣたちが１エンゲージ。その前方５メートルにグリムとゲイルが１エンゲージ。さらに、その５メートル奥おく、ＰＣたちから10メートル先に爆弾があります。これを解除すれば、戦せん闘とう終しゆう了りようとなります。

ギィ：解除値は？

ＧＭ：21です。ただ、グリムを倒たおさないかぎり、彼がいつでも爆弾を再さい起き動どうさせることができます。

ドラン：なるほど。つまり、まずはグリムを倒さなければならないナリね。

ＧＭ：はい、そういうことです。では、セットアッププロセスを始めましょう。




行こう動どう値ち

グリム　　　　：22

ギィ　　　　　：20

ゲイル　　　　：18

ドラン　　　　：17

マルセル　　　：14
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ＧＭ：では、行動トップは【行動値】22のグリム。セットアップはなし。次はギィ。

ギィ：オレか。オレ自身は特にない。だがドラン、〝アレ〟のためにも《陣じん形けい》を使うぞ！

ドラン：アレ？　……（ピンと来たらしい）なるほど、ではそうするナリ！

マルセル：《陣形》は三回使えるし、構かまわないが……。《陣形》を使ってどうするんだ？

ドラン：ふっふっふっ、我々は、いち早くグリムたちを片付けて、アキナの元に戻らねばならないナリ。

ギィ：だな。

マルセル：方向性は正しい。

ドラン：そこで、このドラン将軍の必殺技をおみまいするナリ！

ギィ：そう、あの戦術を使うのだ！

アキナ：おおっ!!

ギィ：じゃあ、《陣形》だ。虚こ空くうに向けて「アキナー、《陣形》使うよー！」（一同笑）

アキナ：任せたー（笑）。

ドラン：遠くからアキナさんの声が聞こえたような気がしたナリ（笑）。




　この《陣形》による移動で、ドランがグリムとゲイルにエンゲージ。

　ギィとマルセルはエンゲージを離はなしつつ、１メートル前進した。




ＧＭ：では、次は【行動値】18でゲイル。《コールアウト》をギィに使用。

ドラン：［逆ぎやく上じよう］を与あたえるスキルナリね！

ＧＭ：ギィの［トラップ解除］を妨害する狙いです。




《コールアウト》はバッドステータス［逆上］を与えるスキルである。［逆上］は、［逆上］を与えたキャラクター以外を対象としたメジャーアクションの判定にマイナス２Ｄを与える。つまり、これを喰くらうとギィはゲイル以外を対象としたメジャーアクションの判定（［トラップ解除］を含む）にマイナス２Ｄの修正を被こうむることになる。




ＧＭ：《コールアウト》の達成値は……（ダイスを振る）……19。ギィは【精せい神しん】で抵てい抗こうしてください。

ギィ：クリティカルのみか。（ダイスを振る）ち、失敗！

ＧＭ：では、ギィは［逆上］。ゲイルは「オーレリー・カルマンの直じき弟で子しがこの程てい度どの若わか造ぞうとはな。あの女もたいしたことがなさそうだ」と挑ちよう発はつします。

ギィ：なめやがって。マム直伝の矢をテメエに一本突つき立たてられても同じことを言えるか確かめてやる！　と［逆上］しちまったぜ（笑）。

ドラン：順番的に次はワタシなりね。ドランは特になし。

ＧＭ：で、マルセルか。

マルセル：ドランに《ヘイスト》だ。（ダイスを振る）発動して＋８。

ドラン：これでワタシが【行動値】25。先せん攻こうを取ったナリよ！

ギィ：よし、ＯＫ！

ＧＭ：これでセットアッププロセスは終了です。次はイニシアチブプロセス。グリムが《カリキュレイト》を使用。

ドラン：げげぇ!?　それ、持っていたナリか!!

ＧＭ：マイナーアクション《ブルズアイ》、メジャーアクション《ビースティング》。爆弾を放り投げて、ギィを攻こう撃げき。ギィを倒たおせば、爆弾解除は限りなく難しくなるはず。

アキナ：ギィ、避よけてー！

ＧＭ：（ダイスを振る）６は一個だけか……えーと、《ラストラック》で振り直し。（ダイスを振る）よし、クリティカル！




　グリムの投げた爆弾が悪魔のような精密なコントロールでギィに迫る！




ギィ：こいつは厳しい……。

ドラン：ここは《ニゲイト》で潰つぶすナリか？

ギィ：そうだな、そうしてくれ。

ＧＭ：くっ……なら達成値31。クリティカルが消えた。

ギィ：そいつに《インターフィアレンス》。５Ｄ＋24だから余よ裕ゆうだ。
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ＧＭ：そうだよなー。31じゃ《インターフィアレンス》で潰されるんだよなー。

ギィ：そうね、だから振り直してまでクリティカルだしたのにね？（笑）　投げられた爆弾を弓矢でピシピシッと撃うち落おとした。

ＧＭ：弓矢に弾はじかれた爆弾が、あらぬところでボンッ！　と爆発しました。あ～あ……。

ドラン：さて、次は通つう常じようの行動順でワタシの番ナリね。ふふふっ、爆弾に対たい抗こうできるのは爆弾のみナリ！　ということで、目の部分に「10」と表ひよう示じされる。

アキナ：カウントダウンだ（笑）。

ドラン：ムーブで《ランニングセット》＋《クラッシュバリア》、マイナーで《ブーストマック》、メジャーで《ダブルキャスト》。まずは一発目の《ブロウアップ》！

ＧＭ：むっ！　《ダブルキャスト》ですか！　シナリオ２回限定の大技をミドルの戦闘で使うとは!?

ドラン：我々には時間がないナリ！　速攻を決めるためには必殺技の出し惜しみをしているヒマはないナリ――っ!!

ＧＭ：くっ！

ギィ：いけぇ――っ！　ドラン！

ドラン：「見よ、この華はな々ばなしい自じ爆ばくを！　貴き様さまの爆弾には負けないナリー！」　エメラルドを使って（ダイスを振る）６が一個出ている。む、なら《シークレットアーツ》を使用して三個振り直し。（ダイスを振る）……ああっ！　クリティカルはしないナリか！　達成値35。

ＧＭ：グリムは（ダイスを振る）……回避失敗。ゲイルは《盾たてなる剣けん》というオリジナルエネミースキルを使用。

ドラン：どんな効こう果か？

ＧＭ：至し近きんからの攻こう撃げきのリアクションとして使用します。攻撃は自動命中しますが、その代わり、攻撃したキャラに10Ｄ＋65点の貫かん通つうダメージを即座に与あたえます。

ドラン：くっ、反はん撃げきナリか！

ＧＭ：ふっ、実はこのキャラの設せつ定ていがカウンター使いでして。このダメージが適用されると《ダブルキャスト》で発生した二回目の《ブロウアップ》のダメージに影響しますよ。

ドラン：むむむ……まずい。[image: 100]点ぐらい削けずれるんで、自爆が意味がなくなる可能性が……。




《ブロウアップ》のダメージは、術者のその時の【ＨＰ】の数値を元に算出するのである。




マルセル：厄やつ介かいだな。自爆殺しか……。

ギィ：これって、ダメージロールはあるよな。じゃあ、《カバーリング》できる？

ＧＭ：そうですね、できます。

ギィ：じゃあ、《カバーリング》＋《カバームーブ》でドランを庇かばう。

マルセル：自爆をしようとするドランの懐ふところに飛とび込こんで、カウンターを放つゲイルの懐に飛び込んで、攻撃を防ふせぐギィか。

アキナ：なんだかよく分からないです（笑）。

ドラン：こんがらがるナリよ（笑）。

ＧＭ：とりあえず、ダメージを振りますか。（ダイスを振る）……ジャスト[image: 100]点。

マルセル：《プロテクション》だ。（ダイスを振る）47点軽けい減げん。

ギィ：だと、53点ダメージ。まだまだ立ってるぜ。

ドラン：ふう、助かったナリよギィ。では改めてこちらのダメージを出すナリ。

マルセル：まて、ワタシから《チェックメイト》だ。（ダイスを振る）31点。

ドラン：（ダイスを振る）……[image: 245]点〈風〉属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージ。《クラッシュバリア》つきで、防ぼう御ぎよ無む視しナリ！
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　閃光。そして爆風――。

　ドランから生じた破壊の嵐が、グリムとゲイルを包む。

　だが……。




ＧＭ：かなり痛いたいけど、ふたりともまだ立ってる！

ドラン：ふう、なかなか頑がん丈じようナリね。しかし……ワタシの自爆は二に段だん構がまえナリよ！（くわっ）

ギィ：……もう、訳わかんないよな。二段構えの自爆とか（一同笑）。

ＧＭ：五巻でも思いましたが、一回自爆したら、普ふ通つうはそこで終わりのはず（笑）。

ドラン：では、二回目《ブロウアップ》！　もう一度エメラルドを使って、命中判定……。

ギィ：ちょっと待て、ドラン。ここはフェイトを使おう。クリティカルしないと、ダメージが足りない気がする。

ドラン：確かに、ここはクリティカルを狙うとこナリ。ならフェイトを１点使用！

ギィ：《結束》でオレからも１点使っておく。マルセルは《パリペイティア》のために温おん存ぞんしておくといい。

マルセル：了りよう解かいだ。

ドラン：みんな……ありがとう。では、判定いくナリ。うぉー！　（ダイスを振る）くっ、クリティカルしない!!


マルセル：《パリペイティア》を使おうか？

ドラン：いや、ちょっと待つナリよ。６が一個出ているので、まずは《シークレットアーツ》。（ダイスを振る）よし、今度は一個出た。これでクリティカル!!


アキナ：おおー!!

マルセル：クリティカルなら、《シーリィ》の使用を宣言する。ダメージ＋40点だ。

ＧＭ：くっ……これは、耐えきれないか？

ギィ：まずは回かい避ひ判定をするといいぞ。

マルセル：ま、クリティカルしたら《パリペイティア》で潰す。

ＧＭ：八方ふさがりすぎる!!　（ダイスを振る）……ああー、ダメ。両方とも回避失敗!!

ドラン：ふっふっふっ、覚悟するナリよ。ワタシのクリティカルはちょーっと痛いナリ!!

マルセル：これで終わりだ、バルムンク。

ＧＭ：……では、ダメージを……って、あっ。




　このふたりの目的は時間稼ぎ。

　ならば、こういう手もありではないか？




ＧＭ：ダメージロールの前にゲイルが行動放ほう棄きをしてグリムを［カバー］します。

ドラン：な、なにぃー!?


マルセル：そう来たか!!





　ドランを中心に吹ふき荒あれる二度目の暴ぼう風ふう。

　このままではふたりとも倒たおれると判はん断だんしたゲイルは、グリムの前に立たち塞ふさがった。

　破は滅めつ的てきなまでの衝撃を、たったひとりで受け止めるために。




ＧＭ：――そして……。二倍ダメージに耐えられるはずもなくゲイルは戦せん闘とう不ふ能のう。「あとは任せたぞ、グリム……」

ドラン：くぅー、グリムを倒せなかったナリ！　《ブロウアップ》を使ったんで、ワタシはこれで戦闘不能。あとは頼んだ……ぷしゅー、ぱたり。
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ＧＭ：「ゲイル……。堅かた物ぶつだったけど、今の超クールだったぜ！」そして皆さんを見て言います。「お互いひとり倒れた！　お楽しみはこれらだね♪」

ドラン：楽しくないナリ――っ!?　うおおぉぉぉ――っ!!　目にもの見せてくれるわぁっ!!





　あなたは戦闘不能である。




ギィ：落ち着けドラン（笑）。で、次はオレの番だが、ここは待機。マルセル、《ブレッシング》をくれ。

マルセル：うむ。なら次は私の行動だな。ギィに《ブレッシング》。（ダイスを振る）発動だ。これでこのラウンドの間、ギィの判定に＋１Ｄだ。

ギィ：サンキュ。んで、改めてオレの行動。ムーブアクションで《ホークアイ》、マイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションで《ダブルショット》をグリムに。ちょっと命中が不安だが……。

ドラン：［逆上］のせいでダイスが減へっているナリ。まあ、固こ定てい値ちで当たるとは思うけど。

ギィ：ダメージも低いし、倒しきれるか……まあ、やってみよう。一発目、《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使う。（ダイスを振る）６が一個出た……よし、《ハードラック》！

ＧＭ：また、シナリオ二回しか使えないスキルを!?　この戦闘に、どんだけ気合いいれてるんですか!?


ギィ：ここで全力を出さないでいつだすんだっ!?　１ラウンドでグリムを倒さないと、アキナがヤバくなるんだぜ。（ダイスを振る）というわけで、クリティカルだ！

一同：おおおおお～っ!!
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　ギィの気合いがダイスに乗り移ったような展開であった。




マルセル：よし、ここで《シーリィ》。ダメージ40点アップ！

ＧＭ：回避！（ダイスを振る）……失敗。命中です。

ギィ：（ダイスを振る）ダメージは[image: 165]点の物理。――どうだ!?

ドラン：これで倒れて欲しいナリ！




　しばらくダメージを計算するＧＭ。

　そして……。




ＧＭ：……。「ぐおっ」とギィの矢を受けたグリム・リーパーは一旦仰向けに倒れます。ですが、ゆらりと立ち上がって嘯うそぶきます。「こんなスゴイ一撃を見たのは初めてだ。嬉しいねぇ！」と。

ドラン：ま……、まだナリか!?


ギィ：って、これで倒せないなら、マジでヤバイって!!


ＧＭ：しかし彼の強靱な精神力もここまで。「もっと……遊……ぼ」と立ったまま活動を静止します。累るい計けいダメージ[image: 400]点超え。グリムは戦闘不能となりました。

ギィ：（脱力して）ふぃ～っ！

アキナ：やりましたね、ギィさんっ！

ドラン：なんなんだよ！　最後の演出は!?　超焦ったナリ!!（笑）

ＧＭ：はっはっは（笑）。これで爆弾を解除しても再さい作さ動どうすることはなくなりました。で、全員行動済ずみとなったのでクリンナップ……。

ギィ：ちょっと待った！　ここは使うぜ《アデンダム》を！

ドラン：ここは切るしかないナリねえ。

ギィ：だな。このラウンド中に爆弾を処理しないと、無理してグリムを倒した意味がない！ムーブで爆弾にエンゲージして、メジャーで解除だ！　解除値は21だよな？

ＧＭ：はい、そうなります。

ギィ：もともと３Ｄ振ふれて、［逆上］でマイナス２Ｄ、《ブレッシング》で＋１Ｄ、合計２Ｄか。

マルセル：判定値は？

ギィ：15。だから出目が６以上で成功。これなら大だい丈じよう夫ぶか。失敗したら《パリペイティア》頼たのむ。（ダイスを振る）よし、出目７で成功！

ＧＭ：では、仕掛けられた爆弾は解除され、爆弾に表示されていたカウントダウンも停止します。戦闘終了！




　なお、最後のクリンナッププロセスでギィが《バーサタイル》を使用し、《アデンダム》の使用回数を復ふつ活かつさせている。




マルセル：ふう、なんとか早く片かた付いたな。

ギィ：ああ、早くアキナのところへ戻もどろう。……起きろドラン。

ドラン：（戦闘不能から回かい復ふくし）カタカタカタ……ちゃららら～♪（←再起動の音）　ふう、終わったようナリね。

ギィ：じゃ、転送石を使って戻るぞ。

ＧＭ：それでは、ギィが転送石を使ったところでこのシーンは終了です。







◆Middle 08◆孤こ軍ぐん奮ふん闘とうのアキナ




　ギィたちが爆ばく弾だん解かい除じよに向かっている頃ころ。

　アキナはひとり、スリスの護ご衛えいとして側そばに控ひかえていた。

　そして、刺し客かくはすぐそこまで忍しのび寄よっていた――。




ＧＭ：では、次のシーンです。シーンプレイヤーはアキナ。場所はスリスの私室です。

ギィ：一方、その頃ころ。アキナは、スリスとふたりでお手玉をしていたのであった――。

ドラン：ちょ!?　まだお手玉が続いてたの？（笑）

アキナ：しばらくは大だい丈じよう夫ぶそ～で～すね～（←お手玉をしている）。

ＧＭ：じゃあ、そういうことで（笑）。「だといいのう」と、応じるスリス。

アキナ：あっちの三人は無事に～、爆弾～、見つけましたかね～（←お手玉をしている）。

ドラン：なんてのんきナリか!?（一同爆笑）

ギィ：たいした肝きもっ玉たまだぜ！（笑）

アキナ：でも……、そろそろ来るんですよね。

ＧＭ：ま、そういうことです。ふいに、とんとん、というノックの音が聞こえます。「警けい備び隊長のアンヌです。スリス様にご報告がありまして……」

アキナ：……。アンヌ……ってドランさんのオープニングに登場した、ノルウィッチ城の新しい警備隊長さんですよね。

ＧＭ：はい、そのとおりです。

アキナ：（しばらく考えて）……いえ、今日はどなたも入れませんから～（一同笑）。

ドラン：正しい判はん断だんナリ（笑）。

ＧＭ：（さすがに、用心深く答えるなぁ）……。「申もうし訳わけありませんが、どうしても必要なので」と言って、彼かの女じよは無理矢理入ってきます。警備隊長なので合い鍵を持っており、がちゃりと鍵を開けて強引に入室してきます。

アキナ：む。警けい戒かいします。どんな感じですか？

ＧＭ：アンヌさんは丸まる腰ごしです。

アキナ：ほっ。




　入ってきたアンヌは、自分の職しよく務むへの緊張感からか、張りつめた表情を浮かべていた。

　そして、無む造ぞう作さに、アキナとスリスへ向けて歩を進める……。




ＧＭ：さて、ここでアンヌと【感知】の対決をお願いします。

アンヌ：判定ですか!?


ドラン：もうその時点で、何か隠かくしていることがバレバレナリよ（笑）。

ギィ：つまり、［奇き襲しゆう攻こう撃げき］を受けるかどうかの判はん定ていか。

アキナ：む、負けません!!





[image: ]




ＧＭ：まずはアンヌから。（ダイスを振ふる）達たつ成せい値ち11ですね。

ギィ：フェイトを１点使ったほうがいいかもしれない。まあ、アキナ自身が決めることだが。

アキナ：やっぱり結けつ構こう高めの達成値が要りますよね。ここでフェイトを使うべきか？　（腕組みをして）……うーん。




　アキナはふと振り返った。

　自分の背後に、小さな身体からだを強こわ張ばらせて立つスリスの姿があった。




アキナ：スリス様がいる以上、絶対失敗できません！　フェイトを１点使います。（ダイスを振る）あ、達成値12！　勝った!!

マルセル：ギリギリだな。フェイトを使った意味があった。

アキナ：ありましたね！（←ガッツポーズ）

ＧＭ：（思い切りよくフェイトを使ったのが功こうを奏そうしてますね）……判定に成功したアキナは、アンヌからギラリとした殺気を感じます。

アキナ：アンヌさんから離はなれる！

ＧＭ：ＯＫです。素す早ばやく彼女の間合いから飛とび退のいたアキナ。元いた空間を、ギラリとした白はく刃じんが薙なぎます。アンヌが背せ中なかに隠かくし持もっていた刀で抜ぬき打うをしたのです。
















アキナ：わわっ、一いつ瞬しゆんでそんなものを！

ＧＭ：「私わたしの居い合あいを避さけるとは、さすがアキナ・ブルックス！」

ドラン：こいつ、サムライだったナリね。

アキナ：後ろに下がり、スリス様を庇って剣けんを構かまえます。「これはどういうことですか？」

ＧＭ：アンヌは剣の先をアキナへ向け、逃げられないように牽けん制せいしながら言います。「……メルトランドの真の女王は、そこなスリス殿どのではない」

アキナ：えっと……真の女王はピアニィさんってこと？

ドラン：メルトランドと言っているので、ピアニィのことを指してはいないナリ。

ＧＭ：「メルトランドの真の女王は……ナーシア様だ!!」

一同：なんだってー!!

アキナ：な、なぜナーシアさん？




　解かい説せつしよう。

　メルトランドの女王は今は枯かれてしまった聖せい樹じゆ〝偉い大だいなるヒース〟に選ばれた巫み女こがつとめていた。そして、この〝偉大なるヒース〟は枯れる直前、ナーシア（『ブレイク』シリーズのＰＣ）という女じよ性せいを女王として選んでいたのである。

　ただし、ナーシア自身の事じ情じようもあり、現在はスリスが女王の座ざを預あずかっている状じよう況きようだった。




アキナ：なるほどー。

ＧＭ：ナーシアが次期女王と知っている人は、ほとんどが現げん状じように納なつ得とくしていますが、彼女は原理原げん則そくを譲ゆずれない頭の固いところがあるようです。「今のメルトランドの状況が悪いのは、偽いつわりの女王スリスがいるからだ」という感じです。

アキナ：そ、そんな……。

ＧＭ：「メルトランドのため、ナーシア様のため、スリス様のお命を頂ちよう戴だいいたします。邪じや魔ま立だてしないでください、アキナ・ブルックス」と、刀を構かまえてアンヌは言いますよ。

ギィ：なるほど。マスターシーンでグリンダに唆そそのかされていたのはこいつか！

アキナ：……この人に剣を向けてもいいんでしょうか？

ＧＭ：彼女は本気でスリスを殺す気ですよ。

アキナ：…………。

マルセル：アキナ。自分のやりたいこと、なすべきだと思ったことをするんだ！

アキナ：マルセルさん……。

ギィ：もうすぐ俺たちも駆けつける。

ドラン：それまでスリス様を守って欲しいナリ！

アキナ：ギィさん、ドランさん。




　アキナは「ふう」と軽いため息をつくと、自分の大剣を構えながら言った。




アキナ：仕方ありません。「剣を向けている以上、本気でやります！」

ＧＭ：「そうですか。では……スリス様とともに、ここで死んでいただきます」戦せん闘とうを始めましょう。




●第一ラウンド

行こう動どう値ち

アンヌ　　　：22

アキナ　　　：15




[image: ]




ＧＭ：まずは、アキナとスリスが１エンゲージ。その５メートル前にアンヌがいます。スリスはエキストラで行動しないので、まずはアキナさんだけで戦うことになります。

アキナ：――はい！

ドラン：頑がん張ばるナリよー。

ＧＭ：前のシーンの戦闘が１ラウンドで終わったので、マルセルたちは２ラウンド目のセットアップに登場します。

アキナ：なら、１ラウンド保もたせます！

ＧＭ：では、セットアッププロセス。アンヌはなし。

アキナ：あたしもありません！

ＧＭ：じゃあ、イニシアチブプロセス。まずはアンヌから。ムーブアクションでアキナのエンゲージに移い動どう。マイナーアクションは《インベナム》、メジャーアクションが《バッシュ》《リバウンドバッシュ》《フロンタルアサルト》で、アキナとスリスを攻こう撃げきです！

ギィ：範はん囲い攻撃か！




　音もなく距離をつめたアンヌの剣が弧を描く！




ＧＭ：命中は（ダイスを振ふる）達成値は26。スリスは回かい避ひできないので自動命中です。自分に向かってくる銀光に、スリスはぎゅっと目をつぶります！
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アキナ：――スリス様っ!!　もう怒りました！　アンヌさんは絶対に許しません！




　スリスを狙ったあまりにも容赦のないアンヌの一撃。

　それがアキナの怒りに火をつけた。

　赤い鎧の少女は自分の手が白くなるほどきつく、大剣を握りしめた。




ギィ：アキナ、とにかくまずは回避だ。

アキナ：ですね！　自分だけでも回避できれば。……（ダイスを振る）うーん。回避失敗です。

ＧＭ：では、ダメージロールを……。

アキナ：その前に《カバーリング》でスリス様を守ります！

ＧＭ：はい。ではダメージ（ダイスを振る）84点の物理ダメージ。１点でも【ＨＰ】ダメージが入ったら［毒（９）］が入ります。

マルセル：結構強い［毒］だな。アキナは《インデュア》があるからあまり意味はないが。

アキナ：まずは《ウェポンガード》で13点軽けい減げん。【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は28だから41引いて、43。それの２倍で86点ダメージです。［毒］は《インデュア》で消しますね。……まだまだですっ！
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ドラン：アキナさんが燃えているナリ！

ギィ：だな。にしても、オレが残らなくてよかった。残ってたら毒でえんえん倒たおれるという一巻かんの悪あく夢むが再さい現げんされてた（笑）。

ドラン：45点の【ＨＰ】ロスだからなー。耐たえきれない（笑）。

ＧＭ：では、こちらが終わったのでアキナの番です。

アキナ：《ファストセット》《フルスイング》《スマッシュ》。そして《ストラグルクラッシュ》。一回目ー、うりゃー！（ダイスを振る）……ちょっと低いかな。

ギィ：４Ｄ振って出目10ですから《バトルコンプリート》で振り直していいかも。

アキナ：では振り直します！（ダイスを振る）達成値28。

ＧＭ：はい、回避しまーす。（ダイスを振る）16。回避は失敗。

アキナ：ダメージは（ダイスを振る）[image: 138]点の物理ダメージです！

ＧＭ：こっちは30点【物理防御力】があるんで、[image: 108]点ダメージ。

アキナ：それじゃ、二回目いきます！




　この二回目も命中し、アキナは[image: 149]点のダメージを叩たたき出だす！




ＧＭ：うおー、[image: 119]点抜ぬけた。けどまだ、立ってますよ。「さすがは、エンジェルファイヤーのリーダーですね！」アンヌは驚愕の表情を見せます。

ドラン：このアキナの連続攻撃で、倒れないとはアンヌもあなどれないナリ！

アキナ：でもスリス様は、絶ぜつ対たいに守りますから！

ＧＭ：「これは私の使命！」と言い返すアンヌ。ここで第一ラウンドは終しゆう了りようです。




●第二ラウンド

行動値

アンヌ　　　　：22

ギィ　　　　　：20

ドラン　　　　：17

アキナ　　　　：15

マルセル　　　：14
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ＧＭ：というところで、セットアッププロセス。ここでアキナたちのエンゲージから10メートルのところに、１エンゲージで三人が登場です。

ギィ：では、バンッ！　と扉を開けよう。

マルセル：そして、ドヤドヤとスリスの部屋に駆け込むぞ。アキナ、無事か!?

アキナ：皆みなさん！　はい、無事です！

ＧＭ：では、中に入った皆さんは、対たい峙じするアキナとアンヌの姿を目撃します。

ドラン：……おやおや。これはまたヤケに分かりやすい構図。なにはともあれ、間に合ったようで何よりナリ！

アキナ：エンジェルファイヤー全員集合ですね！　ちゃんと来てくれると思ってました！

ドラン：偉い目にあったが、爆弾テロは潰してきたナリ――っ！　ちょっとかすり傷を負ったナリがな。といいつつ、関節部から煙けむりとか上がってる、ぷしゅ～。

ギィ：【ＨＰ】１のどこがかすり傷なんだよぉ――っ!?（一同爆笑）

マルセル：なぜそこでムリしてカッコつけるんだ!?（笑）

ドラン：それがロマンというヤツナリ。




　その美意識、意味不明である。




アキナ：とにかく皆さん、無事で良かったです！

ＧＭ：一方アンヌは驚愕し、「爆弾テロを防いだ？　では、グリムたちがやられたのか!?　だが、もう退くことはできん！」チャキリと剣を構え直します。ということで。改めてセットアッププロセスです。まず、アンヌは何もなし。

ギィ：こっちはマルセルまで特にないな。

マルセル：ここはアキナに《ヘイスト》だな。（ダイスを振る）発動して【行動値】＋11。

アキナ：これで26になって、最初です！

ドラン：さあ、アキナさん。ぶっ飛ばすナリ！

アキナ：はい、みんなが来たからには、もう負ける気がしません!!　《ファストセット》《フルスイング》《スマッシュ》《ストラグルクラッシュ》。当ったれぇ――!!（ダイスを振る）達成値は30です。
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ＧＭ：回避ぃ――！　（ダイスを振る）出目が３で達成値12。達成値が……低すぎだ、回避失敗。

ギィ：お、ＧＭの出目が不調だぞ（笑）。

ＧＭ：いやいや、予想以上に早く合流したのでアンヌが衝しよう撃げきを受けたせいですよ。「く、こんなに早く増援が到着しなければ！」

マルセル：ふん、私たちを侮あなどったな。アキナ、行け！　《チェックメイト》（ダイスを振る）19＋12だから＋31点。

アキナ：ありがとうマルセルさん！　みんなの力がそろえば、負けたりはしません！　と、アンヌさんに言いながら……（ダイスを振る）……合わせて[image: 175]点です。

ＧＭ：うお、[image: 145]点抜ぬけ。ま、まだ生きてます！　血にまみれたアンヌはアキナを、続いて、スリスを見て叫びます。「おのれ！　メルトランドに戦乱をもたらす元凶が！」

マルセル：では、アンヌに言おう。スリス様はまだ八歳。たとえ国を守ろうという、名目だとしても、傷つけていいはずはない！　むしろ……。




　「――お前のその考えが戦乱を呼ぶのだ！」




ＧＭ：「ぐ……」マルセルの糾弾にアンヌは言葉を詰まらせます。

ギィ：へ……。じゃあ、もう一撃だな。

アキナ：はい！　これで決めます！　……（ダイスを振る）達成値30です。

ＧＭ：回避――（ダイスを振る）16で回避失敗。

アキナ：ダメージいきます。（ダイスを振る）……あ、目がいいかも。

ＧＭ：うわ、ホントに目がいい！

アキナ：（ダイスを振る）[image: 160]点の物理ダメージです！　食らえぇ――――っ！




　全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めたアキナの大剣が、暗殺者の少女を強きよう襲しゆうする。

　その暴風のごとき勢いの前に、アンナは回避する間もなく、はじき飛ばされてしまった。




ＧＭ：[image: 130]点ダメージ。だめだ、それで戦闘不ふ能のうです。

一同：おおおお――っ！

アキナ：みんなのおかげで勝てました！

ＧＭ：「くっ、この国のためにも、ここで倒れるわけには……」と言いながらも、アキナの一撃を食らって吹っ飛んだアンヌは倒れ込んでしまいます。

アキナ：ふう。なんとかみんな無事に……

ＧＭ：ここで、アキナの後ろで震ふるえていたスリスが、目に涙をにじませて近寄って来ます。




「アキナ――」


































◆Middle 09◆どこもかしこも敵てきだらけ




　暗殺者からスリスを守ったアキナ。

　だが、戦いはまだ終わっていなかった。




ＧＭ：では、アンヌを倒した直後です。戦いの喧噪が止んだばかりのスリスの私室に、伝令のイムイムが慌あわてた様子で駆かけ込こんできます。「た、大変です～！」

アキナ：こっちも大変だったけど、そっちはどうしたの!?

ドラン：ともかく報ほう告こくするナリ。

ＧＭ：「アヴェルシアに、ラングエンド軍が侵しん攻こうしてきました！」
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一同：なんだってぇ――――――!!

ドラン：テロの成功を合図に来るんじゃなかったナリか!?

アキナ：そうですよ！　だからあたしたちは、必死に作戦を練って、テロリストと戦ったんですよ！

ＧＭ：お気持ちは分かりますが。悪いヤツはしつこいというのが、相場でして（笑）。

マルセル：いや、これは当然ケアしておくべきだった。テロのことで頭がいっぱいだったが……国こつ境きよう情じよう勢せいについてもチェックを入れるべきだったのだ！

ギィ：まあ、そうだな。ラングエンドがゴルフォードに正しい情報を渡したとは限らない、という予想もあったからな。

マルセル：くっ……このマルセル、一生の不覚！　いや、何度目かのような気もするが（笑）。

アキナ：そんなに、気に病まないでください、マルセルさん。

ドラン：そうそう。とにかく急展開すぎナリ。……というか、この様子からするとテロが成功しようと失敗しようと、ラングエンドは攻せめてくる気だったようナリ。

ＧＭ：そりゃ、テロの成功を確認するより前に軍を動かさないと間に合いませんからね。

ギィ：そりゃそうだ（笑）。……しかし、爆弾テロに、スリス暗殺と、絶対負けられない戦いを続けたあとに、ラングエンド軍の侵攻か！

ＧＭ：はっはっは。デスマーチっぽいセッションを心がけてますから（笑）。

アキナ：デスマーチって言えば、何でも許されるってワケじゃないですからね！（笑）

ＧＭ：すみません。

マルセル：いずれにせよ、侵攻されて放置しておくわけにもいかん。

ＧＭ：……というわけでこの後、大だい規き模ぼ戦闘ルールを使った戦闘になります。

ギィ：『ＡＲＧ』の宣伝か……よくやった！　けど、厳しーい！（笑）

ＧＭ：皆さんはフェリタニア合衆国軍１万を率い、侵攻してくる敵軍と戦うことができます。




大規模戦闘ルール

　戦乱渦うず巻まくアルディオン大陸で、ＰＣたちが出会う大規模な戦いを表現するルールである。一いつ騎き当とう千せんの英雄たちが活躍する、物語としての戦争を再現することに主眼が置かれている。具体的な進行、内容はクライマックス前後の流れをご確認いただきたい。




アキナ：……戦争なんですね。

ギィ：まあ、そういうことだな。ともあれ、今は情報が少なすぎる。

マルセル：ＧＭ、他に情報は手に入らないのか？

ＧＭ：では、能力値判定となります。以下の事柄が調べられます。




・ラングエンド軍の動向について　　　　　　　難易度18【幸運】で判定

・ラングエンドの同盟軍の動向について　　　　難易度18【知力】で判定




マルセル：では、ラングエンド軍の動向について調べよう。【幸運】だが《トリビアリスト》で【知力】に変更。（ダイスを振る）……達成値19で成功だ。

ギィ：さすがだな。

ＧＭ：では、イムイムたちがもたらした情報に加え、マルセルが独自の情報網からさらなる情報がもたらされたということで。まず分かることは、ラングエンド軍の司令官はクラウド・シャドウ。二万の兵を率いています。




クラウド・シャドウ

　ラングエンド国軍軍団長。冷静かつ高い統率力を備えた将軍。大陸の制覇という大きな野望を持つ。〝大崩壊〟以降、彼の野心は夢物語ではなくなったが、欲に目が眩んで足下をすくわれないよう慎重に立ち回っている。
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アキナ：クラウド・シャドウ？

ギィ：ラングエンドの将軍でもかなり優秀な男だな。

ドラン：連中も本気だってことナリ。

ＧＭ：ラングエンド軍は旧エストネル領を突破。まっすぐノルウィッチに向かって来ます。

ギィ：ちょ!?　妖魔の巣になっている旧エストネルを突破しただと!!




　エストネル王国は大崩壊以後、妖魔が出しゆつ没ぼつし容よう易いには出入りできない地域になっていた。




マルセル：どこのアルデンヌだ!!（笑）

ＧＭ：斥せつ候こうの話によると、巨きよ大だいなゴーレム兵器が先せん導どう役やくに、強引に突破した模様。

アキナ：巨大ゴーレム兵器!?

マルセル：『ＡＲＧ』の目玉のひとつだな。大陸各国に巨大ゴーレム兵器が配備されているという。

ＧＭ：中でもラングエンドの保有率は高いのです。

ギィ：そんなもんで攻めてくんのか……。まあ、でかぶつが集団の中にいりゃあ、妖魔もおいそれとは襲ってこないか。

ドラン：戦車を前面に押し立てた、第二次大戦のドイツの電撃戦みたいナリ。

ＧＭ：まあ、そんなイメージです。

マルセル：『ＡＲＧ』によれば、疑似竜輝石を動力源にした、ゴーレム兵器をバルムンク・ノヴァが各地に供給しているわけだが……。

アキナ：今回のテロもグリンダが絡んでますし……。ラングエンドとバルムンク・ノヴァは繫がっているんですね。

ＧＭ：そう推測できますね。では、ラングエンド軍の情報は以上。

ドラン：じゃあ。ラングエンドの同盟軍の動向について、調べるナリ。【知力】で判定……（ダイスを振る）達成値は20。成功ナリ。

ＧＭ：ラングエンド軍の進軍に呼こ応おうするように、レイウォールアライアンス軍二万、神しん聖せいアンリ帝てい国こく軍一万が動きはじめています。どうやらアヴェルシアのトレイルの街近辺で合流してからいっせいに攻めようとしているようですね。

一同：げげぇ――――――――っ!!

ギィ：ふむ、ラングランドを含め三カ国の連合軍がノルウィッチを攻めるのか。
















アキナ：レイウォールアライアンスに神聖アンリ帝国にかぁ……。

ＧＭ：それぞれ、ミックとアンリの国のリーダー自ら軍を率いてますね。

マルセル：なるほど。……そうだ。反乱が計画されていたレスノールの情勢は？

ＧＭ：レスノールは特に動きはありません。シナリオの仕し掛かけを言ってしまいますと、スリス暗殺を防ふせいだので、レスノールでの反乱分子の蜂ほう起きがなかったわけです。アキナが倒したアンヌは今回武器を集めていた反乱分子のリーダーでして。

アキナ：あっ、そういうことなんだ。

ドラン：アキナ、よくやったナリな。

ギィ：オレたちはひとつやり遂とげた！　本来だと四つの軍が攻めてくるはずだったのが、ひとつ減へって三つになったってことか。

マルセル：いや、もし会議へのテロが成功していたら、ゴルフォードも攻めてきたはず。

ギィ：そうだったな。

アキナ：暗殺も成功して、爆弾も爆発してたら……本当にヤバかったんですね。

ギィ：ああ、もう勝ち目はなかったろうな。

アキナ：でも、フェリタニアの兵力は一万でしたっけ……。今でもずいぶん不利なんじゃ？

マルセル：だな。三カ国に合流されると五万の兵力になる。

ギィ：しかも、ラングエンドの巨大ゴーレム兵器付か……ちょっと無理だな～。

ドラン：合流してから力押おしでぶつかるのはないナリね。セオリーどおり、各かつ個こ撃げき破はしかないナリか？

ギィ：だな。ノルウィッチ城じように籠ろう城じようって手もあるが、それだとアヴェルシアが蹂じゆう躙りんされる。

マルセル：ノルウィッチを包囲して足止めし、アヴェルシア側を好き勝手にする……ということは可能だ。

ドラン：結局、前に出て迎むかえ撃うたなくちゃならんナリ！

アキナ：やりましょう！
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マルセル：待て！　まず作戦を考える必要がある。

ＧＭ：では、そのためのシーンを設けましょう。







◆Middle 10◆わずかな勝機




　ノルウィッチを目指して進軍する三カ国の連合軍。

　それを撃げき退たいしない限り、フェリタニア合衆国の命運は尽きる。

　その現実を見据え、会議室に集った面々はこの苦境を乗り切るための討議を重ねていた。




ＧＭ：というわけで、作戦について話し合うシーンになります。全員登場。皆さんはスリスの私室から城の会議室に移動します。状況を聞きつけたイザベラらと共に、会議をするためですね。

ギィ：さっきのシーンから場所を変えて会議するのか。アベルも来てるのか？

ＧＭ：いえ、姿を見せません。イザベラの話によるとスリスが襲われたので面目が立たず、顔を出せないとか。

ドラン：うーん。正直言って、そんな殊勝なタマには思えないナリ。

ＧＭ：ぶっちゃけていうと、今回は彼はもうおとなしくしています。ラングエンドにメルトランドが征服されるのは彼も望んでおらず、皆さんの妨害はしないものとお考えください。

マルセル：ふむ。じゃあ、そういうことで。……ちなみに、国際平和会議はどうなった？

ＧＭ：ラングエンドの侵攻があきらかになったので、情報を各使節に公開。皆、この都市から退避の準備をはじめます。

マルセル：これはやむを得んな。

ドラン：戦争に勝てばいいけど、負けたらさすがに要人たちを守りきれる自信はないナリ。

アキナ：ああ、せっかくの会議が……。

マルセル：会議はまた開けばいいさ。もともとこれだけの国の意見が、一回の会議で調整しきれるはずもない。それよりは、ノルウィッチでまた会議が開けるように、戦いに勝つことが重要だろう。

アキナ：なるほど……そうですね！

マルセル：逆ぎやくに言えば、この状況で我々が勝利を収めてしまえば、合衆国の意見を聞いてくれる国も増える。この危機は好機でもあるのだ。

ギィ：このピンチを乗り切りさえすれば、「フェリタニアに攻せめ込こむのは難しい。フェリタニアはやっぱり強い」という意見が世間に広まる可か能のう性せいもあるってことか。

アキナ：それで無用な争いが避けられる可能性もありますよね！

ドラン：ま、我々の方が不利なのは変わらないナリがね。

アキナ：そうでした～（がくり）。実際、負けたらどうなるんでしょう。

マルセル：うむ。実力がないとみなされ、合衆国を中心に対妖魔の取り決めをすることもできない。要するに今回の国際平和会議の試みが無駄になるな。




[image: ]




アキナ：がーん！

ドラン：そして戦いに敗れ、兵力が減少すれば、現在よりさらに領土を失うことになるナリ。下手すれば合衆国は滅亡……。

アキナ：そうなったら、ピアニィさんやアル兄様の帰る場所がなくなる！

マルセル：そうだ。そして、合衆国がなくなれば、バルムンク・ノヴァに操られてゴーレム兵器を受け取った新しん興こう国こつ家かを止めるものは、もはや無くなるだろう。

ギィ：ゴーレム兵器が投入される戦場か……。戦いはますます凄せい惨さんになるだろうな。

アキナ：負けたら、本当にいいことないですよね！　…………（立ち直って）それを何とかするための作戦会議じゃないですか！（笑）

ドラン：そ、そうナリね（笑）。

マルセル：その前に、ちょっと情報収しゆう集しゆうをしたいんだが、いいか？

ＧＭ：はい、どういう内ない容ようでしょうか？

マルセル：この事じ件けんの裏うらにいる、グリンダのいる位置が知りたい。

アキナ：そ、それは重要ですね！

ＧＭ：では、難なん易い度ど22の【知力】判定でお願いします。

マルセル：《トランプ》を使おう。というわけで、判定に＋２Ｄする。（ダイスを振る）……ダイス目は14、達成値は26。

ＧＭ：了解。……すると、索敵の結果、グリンダは現在クラウド・シャドウ軍にいると分かります。

ドラン：あそこにいるのかー!?


アキナ：ラングエンド軍に！　グリンダの本命はそこってこと？　ということは、そこに何か罠わなが……。

マルセル：罠もあるだろうが……その罠を破やぶらないことには、未来はない。どのみち、他に選せん択たく肢しはないな。

ギィ：……まずは、ラングエンド軍をたたくか。

マルセル：他に選択肢がない。ラングエンドが発起人だから、ラングエンド軍を倒たおせば他の軍は退ひく可能性が高いしな。

ドラン：それはそれとして、こっちの作戦も考えるナリよ。たとえば、敵が合流する前にたたくことはできるか？　今から即そく座ざに出発したとして。

ＧＭ：何もせずに出発しても、少し出で遅おくれている状じよう態たいです。なんらかの手を打っておかないと、合流されてしまいます。それを阻そ止しするのは難しいですね。

ギィ：つまり、ひとつくらいは策さくを打てる、と？

ＧＭ：そうですね。

ギィ：こういう状況を何とかする方法ってのはなんかないか？

マルセル：……うむ、〝声せい東とう撃げき西せい〟という策がある。

アキナ：おっ、それはなんですか？

マルセル：「東に声して西を撃つ」……兵法三十六計のひとつで「東を攻撃するぞ～！」と言いながら西を攻撃するという作戦だ。

アキナ：ああ、じゃんけんでグーを出すって言っておきながらチョキを出すみたいな！

マルセル：うん、まあそんな感じだ（笑）。

ギィ：なら、《偽ぎ装そう情じよう報ほう》の使いどころだな！

一同：ですよねー（笑）。

ギィ：つまりだ、《偽装情報》で進軍を遅おくらせるような情報を流す。たとえば「神聖アンリ帝国に向けて、ゴルフォードが背はい後ごを攻めようとしている」とか。

マルセル：ただ、レイウォール側には向かない。おそらくミックに見み破やぶられるだろう。

ギィ：あっ、そうか。

ドラン：確かに、あそこに使うのは危き険けんナリ。

ギィ：んじゃ《偽装情報》は神聖アンリ帝国だな。どうでしょう、ギルドマスター？

アキナ：いいと思いますっ！　引ひっ込こんでもらいましょう！

ギィ：というわけで、アンリ軍に「ゴルフォードが攻めてきたぞぉーっ!!」って情報を流す（笑）。そんな《偽装情報》操そう作さをするということで。

アキナ：ふっふっふっふっ！

ＧＭ：確かに、アンリだと引っかかりそうだ（笑）。ギルドレベルはいくつでしたっけ？

ドラン：10ナリよ。

ＧＭ：……ということは、見破ろうとするには難易度22か。これは、アンリだと無理ですね（笑）。では、一応。（ダイスを振る）……失敗です。では……。




　アンリの軍はアヴェルシア中央部の軍の合流点を目指して進んでいた。

　しかし急遽軍を反転、自領に向けて後退を開始したのである。




一同：やった！（笑）

アキナ：アンリさん、引っかかってくれた！（笑）

ドラン：……で、ミックはどうするナリ？

ギィ：なんか方法があるか、判定とかはできるの？

ＧＭ：難易度30の【精せい神しん】判定に成功すればその進軍を遅らせることができます。ただし、完全な排はい除じよは不ふ可か能のうです。

ドラン：それでも十分ナリ。

ＧＭ：この判定に成功した場合、ラングエンドと戦闘を始めて、５ラウンド目まではミック軍は介かい入にゆうしてきません。６ラウンド目の頭には、二万の敵てき兵へいが増ふえます。

ギィ：で、５ラウンド以内に決着つけるってわけか。

ＧＭ：そういうことになりますね。

ギィ：ちなみに演えん出しゆつは？

ＧＭ：お任まかせしますよ。

ドラン：演出ならワタシに任せてほしいナリ！

アキナ：何かあるんですか、ドランさん？

ドラン：では、こんな情報を流すナリ？　「ラングエンド軍は、実はアライアンス軍も呼よび寄よせたうえで、自じ爆ばくして全員に被ひ害がいを与あたえようとしている。やつらは回かい復ふく能のう力りよくが高いため、自分たちだけ有利な状況に持もち込こむつもりだ。合流するのは危険である」と。

ギィ：ドラン、どんだけ爆発が好きなんだよ！

アキナ：ド……ドランさん（笑）。

ＧＭ：そ……そうですか。わかりました（←無駄に引きつっていいる）。

マルセル：いや、確かにモード・レドリックの内政能力は高いから、ドランの言うように兵の消耗もあっという間に回復する。手段としては悪くない。あくまで机上の理屈で爆発などするはずがない（笑）。
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ＧＭ：………（←引きつっている）。

アキナ：なにはともあれ、ドランさんの案で行きましょう！

ＧＭ：では、判定をどうぞ。

マルセル：まずは《トリビアリスト》を使用して、判定を【知力】に変へん更こうする。これでまず、12＋２Ｄ……フェイトも１点使う。

ギィ：よし、《結束》を使おう!!

ドラン：《結束》ナリ!!

アキナ：《結束》っ!!

ドラン：この作戦で、明日をつかむナリ（笑）。

ギィ：全員が１点ずつ出せるから……マルセルが自分で使った分も含ふくめて＋４Ｄ。あわせて６Ｄだ。頼たのむぜ、マルセル。

ＧＭ：駄だ目めだったら、幸運軍師の才なのか、裏目軍師の才なのかが面白いところですね。

マルセル：いや、私は断だんじて裏目らない！　（ダイスを振る）……お、クリティカル！
















一同：おおーっ！

ＧＭ：さすがはマルセル。お見事です。「実じつ際さい、モード・レドリックの内ない政せい能力は伊だ達てじゃない。兵を失っても、すぐ兵隊を補充しちゃいますよ。だから大陸中の国を消耗戦の泥沼にはめるのが、彼らの勝ちパターン」……みたいな情報工作で引ひっ掛かけた、ということですね。

マルセル：ああ。だが、おそらくミックぐらいの能力のある軍師なら、我われ々われの作戦を読み切ったうえで合流を遅らせると思う。情勢を見ながら、自分たちに一番有利なタイミングで仕掛けてくるはずだ。だから、その理由を与あたえてやるのだ。

アキナ：なるほど。

ドラン：そして、我々がラングエンドを倒したあとにやってくるのが、一番いいナリね。

マルセル：ミックとしても、自分たちの損そん害がいを最さい小しよう限げんに抑おさえられるからな。

アキナ：だけど、あたしたちが速そつ攻こうでラングエンド軍を撃げき退たいすれば関係ないですよね！

ギィ：そういうことだな。

ＧＭ：では、そちらの方ほう針しんはそんな感じで。シーンを閉とじまして、敵てき側がわの様子をマスターシーンで描びよう写しやしておきましょう。







◆Middle 11◆フェリタニアを目指して




　巨大な人型古代兵器が、兵士を乗せて進んでいる。

　その後方には、ラングエンド軍本隊が続く。

　フェリタニアは、新たな危き機きに直面していた。




ＧＭ：では、マスターシーンです。まずはラングエンド軍の状況。エストネルを抜けてずんずん前進中ですね。

ギィ：巨大な二足歩行兵器が、ずしーんずしーんと歩いてるんだな。

ＧＭ：はい、それを先頭に、ずんずんと中央に進しん撃げきしています。

ドラン：国境警けい備び隊たいが破られたナリ～！　そういえば、ジニーさんたちは大だい丈じよう夫ぶナリか？

マルセル：うまく逃げているだろう。対たい妖よう魔ま用に、薄うすく広く展開していたところを、一点突とつ破ぱ的に破られているから為なす術すべもない。ゆえに、やれることは即撤退することだけ。

アキナ：散らばっているから。

ＧＭ：そうですね、みな無理な抵抗はせず後退するので、損害は少ないようです。

ギィ：で、あとで再さい結けつ集しゆうみたいなノリだよな。

ＧＭ：はい、「合流できる者は急ぎ合流せよ」というところです。

アキナ：がんばって逃にげてください。

ＧＭ：そして、ラングエンド軍本隊。もはや姿すがたを隠かくす気もないグリンダが、軍を率ひきいるクラウド・シャドウ将軍に「今こそ、フェリタニアを倒たおす好機。あなたの野心を遂とげるためにも、お渡わたしした人型古代兵器スーパーバトルゴーレムを……」とささやき（一同笑）。

ギィ：だせぇ、超だせぇ！

ドラン：ネーミングはもうちょっとひねるナリ！（笑）




　あえてひねらない、この勇気！




ＧＭ：―――そして、一方のアンリ軍です。伝令から、ゴルフォードが攻めようとしているという情報が伝えられ、慌あわてふためきます。

一同：やった！

ＧＭ：「帰るぞ！　本国の危機だ、ゴルフォードが迫せまっている！」と、すごい勢いきおいで軍をまとめて戻もどっていきます。

ギィ：よしよし、それでこそ！

ＧＭ：さらには「もしかしたら、アンソンのやつも襲おそってくるかもしれない！」と、余よ計けいなことまで考え始め（笑）。

ドラン：なんという疑ぎ心しん暗あん鬼き！

マルセル：アンリとしては、アンソンのことを思うと冷静さを保たもっていられないだろうな。

ドラン：アンソンにボロ負けしたので（笑）。

ギィ：アンリ……いろいろと複雑な気分だ（笑）。

ＧＭ：と、疑心暗鬼が生じた状態で撤てつ退たいしていきます。

アキナ：よしよし！

ＧＭ：さらにレイウォールアライアンスのミックは「ふぅむ。ラングエンドのゴーレムが自爆して、我々を巻まき込こむ、ねぇ……」とにやりと笑い、「ま、確かにゴーレムは存そん在ざいするし、そういう可能性もあるか。ゆっくり見物しながら、頃ころ合あいを見て合流すればいいだろう。全隊、進軍速度を緩ゆるめよ！」と言って、ゆっくり移動をすることに。
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アキナ：向こうも引っかかった！

マルセル：ミックの物わかりがよくて助かった。

ドラン：ああ、ミックの優秀さが裏目に出たナリね（笑）。

ＧＭ：というところで、マスターシーンは終了です。







◆Middle 12◆戦場へ……




　蒼そう空くうの下、翻ひるがるフェリタニアの軍ぐん旗き。

　統一帝ピアニィが率いた強つわ者ものたちは、この旗の下に数々の難敵を打ち倒して来た。

　そして、今新たな指揮官が彼らを率いる――。

　その名はアキナ・ブルックス。まだ幼さが残る、少女騎士であった。




ＧＭ：次のシーンは、アキナさんのシーンになりますね。

アキナ：はいっ！

ＧＭ：とりあえず定番なんですが、出陣のシーンを演出しようと思います。

アキナ：戦争は初体験だからねっ。

マルセル：その初うい陣じんとなるわけだな。

ギィ：そういえば、アキナがフェリタニア軍の総そう指し揮き官かんだもんな。あっ、オレ、先に出発してていいか？　先さき駆がけをしたい。

ＧＭ：おっ、何をするのでしょう？

ギィ：要するに、進軍ルートを先に回って、確かく保ほしながら行くってこと。斥せつ候こうだな。アキナが出陣前に偵てい察さつしておくのって、かっこいいんじゃないかと思ってさ（笑）。

ＧＭ：わかりました、問題ないですよ。ギィは先行しています。

ドラン：で、アキナの出陣シーンナリね。

アキナ：やっぱり、軍を前にしたほうがかっこいいかな～（笑）。

ドラン：それだ！　アキナさん、演えん説ぜつするナリよ！　とワタシは前に出て台になる（笑）。

ＧＭ：自ら台に!?（笑）

ドラン：さあ！　乗るがいいナリ！

ギィ：すごいな、将軍に乗って演説する総司令官！（笑）

アキナ：ホントだよね～！　ここにいる人たちの超ちようえらい人に乗って演説！（笑）

ＧＭ：では、アキナの演説を、出陣前のフェリタニア軍の将しよう兵へいが待っています。




　フェリタニア軍、総そう数すう一万―――。

　危き急きゆう存そん亡ぼうの時に集まった、精せい鋭えいたち

　ドランの上に立つアキナが発する号令を、今か今かと待っていた。




アキナ：あたしは第一の騎士代理のアキナです。今、この国は建国以来の大ピンチです！

ドラン：今までいっぱいあった気がするナリが、まあいいや（一同笑）。

アキナ：あたしたちは、どうにか戦争にならないように最善を尽くしてきましたが、残念ながら戦争になってしまいました。

マルセル：うむ。

アキナ：言ってもしょうがないことですが、ピアニィ陛下は今いません。

ドラン：（しみじみと）そうか、今まで数々の困こん難なんを覆くつがえし、奇跡を起こしてきたピアニィ陛へい下かは、今はいないナリね。

アキナ：はい、今までも大変なことがたくさんあったけど……今度の戦いは、これまで以上にみんなで力を合わせる必要があります！　あたしたちは最さい善ぜんを尽つくすので、皆みなさんも死なないように、でも協力してください！

一同：おおーっ！

アキナ：あたしでは力不足かもしれないけれど、ピアニィ様たちの帰る場所、あたしたちの住む国……そして、皆さんの家族を守るために、一いつ緒しよに戦ってください!!
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ＧＭ：それはいいですね！　アキナらしくて。

ギィ：兵士たちにも同じ視し点てんに立って戦ってほしい、って訴えかけだしな――。

ＧＭ：ではそれを聞いた兵士たちは、盛もり上あがりはじめます。フェリタニアに集まって家族ができた者は「ああ、俺も坊ぼう主ずを守らなきゃな」とか……。

ドラン：なるほど「あのような娘むすめが前線に立って戦おうというのだ、我われ々われが命を捨すてる覚かく悟ごをせずしてどうする」と義ぎ俠きよう心しんを燃もやす人もいたりするわけナリね。

ＧＭ：そんな感じです。中でも、ゴノレゴやギンブリー、シード、リコといった、かつて共に戦った面々は特に士気を高めています。「アキナが戦うというなら、オレたちも！」という風に。
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アキナ：みんな、ありがとうっ！

ギィ：あと、イルファも兵たちから少し離れたところで「フッ」とか言って、アキナを頼もしげに見てるんだろうな（笑）。

アキナ：イルファちゃんも来てくれるんだ。

ＧＭ：そうです。彼女は特に志願してこの作戦に参加しています。さて、そんな感じで、フェリタニア軍一万は、ひとつの目的のために、戦うべく結束を深めました。




　兵士たちは、アキナの呼びかけに応こたえた。

　空気を震わす、頼たのもしい雄叫びが周囲に響き渡る――。

　彼らと一緒なら、勝利を摑つかむことができる……アキナは確かな手て応ごたえを感じた。




ギィ：アキナの演説……一巻を思い出すなぁ。

ドラン：そうナリねえ。

ギィ：と、ゴノレゴあたりも頷いてるだろうな、感かん慨がい深ぶかく。

ドラン：アウロラも帰ってきてるのか。「さすがお嬢じよう様さま、ご立りつ派ぱになられて」って泣いてるかもしれんナリな。




[image: ]




ＧＭ：では、アキナの演説を応おう援えんするように、スリスがちょこちょこと歩いてきます。

アキナ：スリス様、みんなの士気は高いです。

ＧＭ：「うん、頼もしい」そう言って、スリスは壇だん上じように登ります。

アキナ：スリス様までドランさんの上に！（笑）

ドラン：光栄ナリ～。

ＧＭ：スリスは兵たちを見ながら言います。「皆みなのもの、敵てきは我が軍よりも多勢と聞く。だが、このアキナとエンジェルファイヤーの指し揮きの下、一丸となってほしい」

マルセル：ふむ。統一帝自らが、声をかけてくれるのは助かる。兵たちも、戦う意味をしっかりと受け止められるからな。

ＧＭ：彼女は続けます。「アキナは、わたしの命をその身を挺して守ってくれた勇者である。きっと、皆の勇気を無む駄だにすることなく戦ってくれるはずだ。アキナの言葉を、わたしの言葉だと思ってほしい」

ドラン：見事な演説ナリ！

アキナ：スリス様！　どうもありがとうございます！

ギィ：兵たちもそりゃあ盛もり上あがるだろう。

ＧＭ：ええ、軍の士気は最高潮に高まります。

マルセル：このあとに出しゆつ撃げきかね？

ＧＭ：そうなりますね。

マルセル：というか、他に手しゆ段だんがない。こちらは大急ぎで軍を進め、ラングエンドを止めるしか手はない。もっとも、ラングエンドがそちらにちょっかいを出して、コースを外れるのであれば、そちらのほうがやりやすいがな。

ギィ：進軍が遅おそくなるからな。

ＧＭ：で、ちょっとおまけの演出があります。皆さんが出しゆつ陣じんしたあと、ひとりの女性が合流してきます。黒い衣い装しようで、魔ま法ほう使つかいのとんがり帽ぼう子しをかぶった……エルザさんですね。

ドラン：きたーっ！

アキナ：エルザ姉様が!?


ギィ：おおっ。

ＧＭ：「アヴェルシアの援えん軍ぐんが少なくて、ごめんなさいね。その代わり……わたしも及およばずながら力になるわ」と言って、戦列に加わってくれるということです。今回の大規模戦闘のスペシャルゲストです。

ギィ：なるほどな。正直、エルザひとり入るだけで、戦闘力がぐっとあがるだろうな。

ドラン：ふたつ名の〝炎の申し子〟のとおり、その火力をぞんぶんに発揮して欲しいナリ。

アキナ：ありがとう、エルザ姉様！　すごく嬉しくなって、思わず抱きついちゃいます！
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ＧＭ：「あらあら！」と、エルザはアキナを受け止めます。で、ピアニィ不在のノルウィッチでのアキナの奮闘を知って、「よく頑張ってきたわね。でも本番はこれから」と声をかけてくれます。

アキナ：はい！　エルザ姉様！

ＧＭ：さて、エルザを始めとして、大規模戦闘で戦力になってくれるＮＰＣたちを紹介しましょう。今回はＧＭのほうで用意しました。

アキナ：了解です。

ＧＭ：カーティスは『デスマーチ』第三巻で登場した軍師です。ルーカスはマルセルの元同僚。ランダークはエルザと共にやってきたアヴェルシアからの援軍のひとりです。




カーティス・アヴァロン（男／20歳／ヒューリン　投稿者：東京都　仁科二郎さん）

　蒼あおの瞳ひとみと灰はい色いろの髪かみ。髪はボサボサで、体型は瘦やせていて運動が苦手。「戦わずして戦いに勝利する方法」という矛む盾じゆんした命題を追い求める軍師。派は手でな勝利より、まず敗北をしないような堅けん実じつな作戦を立案することを好む。
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ルーカス＝ミュート（25歳／男／ヒューリン　投稿者：山梨県　じくそーさん）

　錬金術を操る元レイウォール近衛騎士。ピアニィのレイウォール出奔の際、近衛騎士リヒャルト・ハルトマン以下13名がピアニィたちに殺害されたとの発表に反発して自身も出奔、フェリタニアに参加した。
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ランダーク・ヘブライ（32歳／男／ヒューリン　投稿者：東京都　にょほの人さん）

　支援を重視する魔術師で、狼の牙に所属する傭兵。〝アヴェルシアの服属〟時の激戦を最後まで戦い抜いた古強者だ。面倒見はよいのだが、言動がむさ苦しく親父臭いため〝むさ親父〟などと呼ばれている。




[image: ]




ＧＭ：彼らは軍の中でも部隊を率いるような存在、あるいは突出した力量を持つ戦士だと思ってください。皆さんの集団戦闘での戦闘力にプラスの修正がつきます。

ギィ：頼もしい限りだ。

ＧＭ：もちろん彼らの他にも、軍の中には投稿で採用されたキャラの皆さんがいます。ある意味フェリタニア合衆国や、エンジェルファイヤーのこれまでの活動の集大成。それがこの戦いと言っても過言ではないでしょう。

アキナ：了解です。あたしたちひとりで戦っているわけではないってことですよね。

ＧＭ：はい。そのとおりです。では、フェリタニア軍は一路トレイルを目指して進軍を開始します。そんなところで、シーン終了です。




　歴戦の勇者たちが、ノルウィッチの街をあとにする。

　迫るラングエンド軍を迎撃するため、戦士たちの列は一いち路ろ南へ。

　その先頭を進むのは、赤毛の少女。彼女が導みちびく先に待つものは、勝利か敗北か？

　それを知る術すべは持つ者はいない……。











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆エンジェルファイヤーの戦争




　アヴェルシアの中央部にあるトレイル平原に、エンジェルファイヤー率ひきいるフェリタニア軍は整せい然ぜんと進軍していった。

　黒い雲うん海かいのような敵てき軍ぐんは既に展開を終え、眼前に存在していた。

　そう、始まるのだ。

　―――アキナとその仲間たちの戦いが。




ＧＭ：では、クライマックスを始めます。場所はアヴェルシア中央部のトレイル平原、ラングエンド国軍とレイウォールアライアンス軍の予想合流地点です。

マルセル：敵軍はもう来ているのか？

ＧＭ：はい、戦意を漲みなぎらせた軍隊が皆さんの正面に展てん開かいしています。

マルセル：ラングエンド国軍か。

ＧＭ：はためく軍旗は確かにラングエンド国軍のものです。しかしその中に、情じよう報ほうにあった巨大ゴーレム兵器はありません。

ギィ：じゃあ、先行して偵察していたギィが、そこに合流するってことでいいかな？

ＧＭ：どうぞどうぞ。

ギィ：フェリタニア軍が進軍してくると、先の方からオレが馬で帰ってくる。「少し先にラングエンド国軍がいた、あの辺だ」って報ほう告こくをする。

アキナ：ギィさん！

ギィ：「だけどな、巨大ゴーレム兵器ってヤツは見当たらないぜ」と、続ける（笑）。

アキナ：あれ、おかしい！

ドラン：温おん存ぞんしてるナリか？

マルセル：……別ルートを通ってる？　現時点で判断するのは早計だが……他には？

ＧＭ：陣じん容ようを見ると後方にはゴーレムを整備する錬金工兵の姿もありますから、目の前の軍に巨大ゴーレム兵器が帯同しているのは間ま違ちがいなさそうです。今は、ここにいないだけで。

ドラン：なるほど、後方に待機しているとか、姿すがたを隠かくしているとか、そういうことナリね。

ギィ：まぁ、バルムンクの秘密兵器だろ。空から降ってきたり、地面から沸わいたりするかもしれない（笑）。

ＧＭ：はい。そういうこともあるかもしれません。

マルセル：なら、気をつけておこう。側面から奇き襲しゆうを受けてはたまらんからな。

ＧＭ：さて、今回のクライマックスは、ラングエンド国軍との戦争ですので、『ＡＲＧ』に掲載の大規模戦闘ルールを使用します。

一同：お――っ！（パチパチ）




大規模戦闘ルール

　先にも簡単に触れたが、戦闘員が一〇〇人を超えるような集団同士の戦い―――いわゆる戦争を『アリアンロッドＲＰＧ』上で再現するためのルール、それが大規模戦闘ルールである。『ＡＲＧ』に『ＡＲ２Ｅ』対応版が掲載されている。

　大規模戦闘ルールでは、集団同士の戦闘を「バトル」、それぞれの集団を「戦団」と呼ぶ。

　バトルでは、戦団同士の戦闘の状況を進行していく部分と、ＰＣが活躍する個人レベルでの戦闘部分を同時に行なっていくため、ＰＣ個人が敵を倒しても負け戦となる場合もある。一方で、ＰＣが敵の有力な武将を倒すことに成功して戦況を一変させる、などという状況を再現することも可能だ。

　なお、大規模戦闘ルールはその性質上手順が多いため、本リプレイではどのようなことが大まかに行なわれているかを記すだけに留めてある。ルールの詳しい内容については『ＡＲＧ』を参照して欲しい。




ＧＭ：順番に進めていきましょう。まずはバトルの準備から。




■初期設定

ＧＭ：まず基本的な戦団の戦力を計算しましょう。




戦力

　戦団の、集団としての戦闘力を表現した数値である。戦力は、基本的に動員人数によって決まり、参加するＰＣやＮＰＣの修正が加えられる。戦団の【ＨＰ】のようなものと考えてもよい。バトルが進行すると、消耗し減っていく。もちろん、０になったら敗北である。

　双方の戦団の戦力の差によって、判定に修正がついたりする。




●フェリタニア軍

ドラン：まず、こっちの代表者はアキナ。

アキナ：はーい。

ドラン：動員人数は一万人、戦団レベルは９ナリよ。

ギィ：戦力は動員人数で75、ＰＣは16レベルが４人なので＋20、ＮＰＣは４人。

ＧＭ：エルザは＋５、ほかの三人は＋２となります。

ギィ：すると、＋11。合わせて、[image: 106]だ。

ＧＭ：このあとの選択で多少変わりますが、ひとまず置いておきましょう。




●ラングエンド国軍

ＧＭ：では敵てき軍ぐん。代表者はクラウド・シャドウ。動員兵力は二万。戦団レベルは11、戦力基き本ほん値ちは[image: 108]です。ＮＰＣ参戦数は４。クラウド・シャドウと投とう稿こうキャラ三人です。

アキナ：おおー、どんなキャラが出てくるんですか？

ＧＭ：（キャラのイラストを見せながら）まずは指揮官のクラウド・シャドウですが、これは『ＡＲＧ』に掲載されるＮＰＣで、ラングエンド国軍の軍団長です。

アキナ：えらい人なんですね。

マルセル：ラングエンド軍では国家元首のモード・レドリックの次に偉いんじゃないかな。

ギィ：でも、こっちのアキナも同じようなもんだぜ（笑）。

アキナ：えへへへへへへ。




ゲーティス・リリシスト（28歳／男／ヒューリン　投稿者：宮城県　鈴木さん）

　優秀な騎士であり、極度のナルシスト。血の花を咲かせると称して激しい戦いを挑む。たとえ非戦闘員に犠牲者が出ようとも。ラングエンドの軍師アビー・ボイエットを愛し、すべてを捧げると公言してはばからない。
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ＧＭ：ひとり目は、ゲーティス・リリシスト。ナルシストで、たとえ民間人に犠牲が出ようとも、激烈な戦いを好むナイトです。

ギィ：ナルシストなのか！（笑）




ヘル・ゾルダー（年齢不詳／男／ヒューリン　投稿者：千葉県　さしみとんかつさん）

　ラングエンドの軍人。元は情け容赦なく冷酷なやり口で有名な傭兵だった。正規軍に取り立てられて以降、人が変わったように情が厚くなった。常に戦闘用マスクを着用していることもあり、別人による変装ではないかと噂される。
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ＧＭ：続いて、ヘル・ゾルダー。ブレードチャクラムを投げて攻こう撃げきしてきます。戦闘用マスクがトレードマーク。

アキナ：マスク！　まさかグリンダ!?

ギィ：さすがに違うって（笑）。というか、こいつも〝元〟だが冷酷非情なんだろ？　ヤバそうな性格のヤツが続くなぁ。




ハングドマン（37歳／男／ヒューリン　投稿者：東京都　きゅれいさん）

　偽名を使うラングエンドの将軍。物静かで真面目な男だが、戦場に出ると性格が一変。偏へん執しゆう的てきなまでに火計にこだわり、あらゆるものを火の中へ沈めようとする。そのため、〝火炎将軍〟〝燃やし屋〟などと呼ばれている。
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ＧＭ：最後がハングドマン、炎ほのおの魔ま法ほう使つかいです。普段は温おん厚こうですが、戦争になるとキレて「火を放て！」って言い出すそうで（笑）。

マルセル：どこが温厚なんだ（笑）。

アキナ：ちょっと!?　どうみても危あぶない人ばっかりです！（笑）

ドラン：三人が三人ともだもんなぁ～。きっとこれがラングエンドのお国柄ナリ（笑）。




　実にイヤなお国柄である。




ＧＭ：実はラングエンド投稿の読者キャラが貯まっていたんで、ここで大放出しようってわけです。

ギィ：で、数字は？

ＧＭ：ＮＰＣの修しゆ正うせいで＋14。戦場サポートと、戦場オブジェクトの効こう果かで＋16。合計で戦力は[image: 138]となります。

ドラン：かなり不利ナリ……。




●ＦＳ判定のデータ

ＧＭ：では、次にバトルで使用するＦＳ判定のデータを発表します。




ＦＳ判定

　ＦＳ判定のルールは、本シリーズでも何度か利用している。

　大規模戦闘ルールでは、全体の戦況の推移をＦＳ判定で表現する。ＰＣ側がＦＳ判定に成功することによって、敵軍を蹴散らし戦争に勝利することになる。




ドラン：ＦＳ判定の内ない容ようはどんな感じナリか？

ＧＭ：ＦＳ判定の終しゆう了りよう条件は５ラウンド。これを過ぎると、レイウォールアライアンス軍が乱らん入にゆうしてきます。ラングエンドにミックが合流すると勝ち目はないので、終了条件は５ラウンドというわけです。

マルセル：確かにミック軍が合流すると勝ち目はないな。

ＧＭ：ＦＳ判定のデータはこんな感じです。




名めい称しよう：戦争の勝利

終了条件：５ラウンド

判定：【精神】

難易度：15

完了値：15カウント

支援判定：任にん意いの能のう力りよく値




ＧＭ：ＦＳの進行判定に使う能力値は【精神】となります。

アキナ：【精神】ってことは、能力値の高いマルセルさんの出番ですね！

マルセル：ええ。軍師らしく軍団の指揮を執る演出ができてちょうどいい。

ドラン：【精神】ならワタシも高いし、イベントで能力値は変化するナリ。

アキナ：そうですね。

ギィ：注意しなくちゃいけないことはふたつ。まず、ＦＳの進行判定は本陣にいないとできない。もうひとつは、今回みたいな敵軍の戦力がこっちより上の場合、最初は判定に成功してもマイナス修正があるので意味がない。

アキナ：えっ？　じゃあ、どうすれば……。

ギィ：ようするに……最初は敵軍の兵士をガンガン倒していけばいいんだよ（笑）。

マルセル：なんと大雑把な！（笑）

アキナ：わかりました！　がんばります!!




●フィールドの設定

ＧＭ：次に戦場となるフィールドですが、フィールドタイプは［野戦］、特に修正のある地形効果はありません。




フィールド

　バトルにおける個人級の戦闘を表現するのがこのフィールドである。

　戦場でのキャラクター同士の遭遇と戦闘を大まかに表現するため、通常の戦闘より距離や位置関係がより抽象化された、５つのフィールドを使う。




アキナ：前線、中衛、本陣とか、戦場っぽいですね（笑）。

マルセル：広い戦場を大まかに５つに区切っているので、ひとつのフィールドはかなり広いことになる。イメージとしては、馬で駆け回って乱戦するってところかな。

ギィ：注意することはふたつ。ひとつは、隣のフィールドに移動するためには全力移動しないといけない。これは「突出」と呼ばれる。

アキナ：マイナーアクションが使えなくなるんですね。

ギィ：そうそう。で、もうひとつは「射程：10ｍ」以上でやっと隣接フィールドに届いて、その先には「射程：シーン」じゃないと届かないってこと。

アキナ：じゃあ、敵の本陣を攻撃するのは大変ですね。

ドラン：理解が早くて助かるナリ。

アキナ：えへへへへへ。




●勝利条件の提示

ＧＭ：では次に、勝利条じよう件けんです。今回のバトルの勝利と敗北の条件は以下のとおり。




勝利条件

・ラングエンド国軍の戦力を０にする。

・ＦＳ判はん定てい「戦争の勝利」を成功させる。

・ラングエンド国軍の代表者クラウド・シャドウを戦せん闘とう不ふ能のうにする。

敗北条件

・フェリタニア軍の戦力が０になる。

・ＦＳ判はん定てい「戦争の勝利」に失敗する（成功しないまま５ラウンド終了する）。

・フェリタニア軍の代表者アキナ・ブルックスが戦せん闘とう不ふ能のうになる。




マルセル：む！　指揮官が戦闘不能で終了か……。

ギィ：ＧＭめ、なかなか痛いところを突くな。なにせこっちの総司令官様は、最前線で両手剣ふるって、《カバーリング》までしちゃうお人だからな（一同笑）。

アキナ：あたし……死ねないんですね……。

ドラン：アキナさんが倒れた瞬間、軍団は崩壊するナリ。

アキナ：あ……あたしは絶対に死にませーん!!（笑）

ドラン：そうそう、そのいきナリ。




■戦場サポート

マルセル：次は戦場サポートだな。我われ々われは……ふたつまで持って行ける。

アキナ：戦場サポート、ですか？




戦場サポート

　大規模戦闘を行なう時に使用できる特殊なギルドサポートである。ギルドサポートとは別に、バトルの開始時に選択することができる。

　今回、エンジェルファイヤーが取得できる戦場サポートの数はふたつ。




マルセル：で、何を選ぶ？

ＧＭ：実はですね、今回のシナリオにはひとつオリジナルのシナリオ戦場サポートを用意してあるんです。




ストーリー戦場サポート

　戦争が始まる前の謀略や交渉を再現するためのルールで、シナリオに用意されているイベントを実行していた場合に取得可能になる、特殊な戦場サポートである。戦局の鍵となるような場合もある。




ＧＭ：ラングエンド国軍に、巨大ゴーレムがあることをつきとめた場合のみ選択可能としてありました。

マルセル：ああ、そう言えばなんかそんなこと言ってたな。

ＧＭ：ストーリー戦場サポート《スゴイ偵察兵》です。




[image: ]




ドラン：なんだそのとってつけたような名前は!?　にしてもじみーなデータナリね。

ギィ：いや、こいつは使えるぞ。これがあれば、マルセルをどこに配置しても敵のユニットの性能を見ることができる。この効果は、フェイトをいくらつっこんで達成値上げても得られないからな。

マルセル：「彼てきを知り己れを知らば、百戦して危うからず」。情報は重要だ。

アキナ：なるほど……。

ギィ：特に今回は敵の性能が分かることは重要だぜ。

ドラン：巨大ゴーレム！

マルセル：確かに……これはＧＭがなにか仕掛けを用意してるんだろうな。

ＧＭ：むふふふふ。さて、どうでしょう（笑）。




　というわけで、戦場サポートの相談に移うつる一行。

　長い時間がかかりましたが、汎はん用よう的てきに使える《戦意上じよう昇しよう》、そして相手の巨大ゴーレム兵器を識別するための《スゴイ偵察兵》を選せん択たくしました。




ＧＭ：さて、これで準備は終了です。両軍の最終的な戦力を発表しますね。




●フェリタニア軍

代表者名：アキナ・ブルックス

動員人数：一万人

戦団レベル：９

戦力：[image: 106]

　動員人数：75

　ＰＣ：＋20（５（16レベルＰＣ）×４）

　ＮＰＣ：エルザ・ブルックス：＋５／カーティス・アヴァロン：＋２／

　　　　　ルーカス・ミュート：＋２／ランダーク・ヘブライ：＋２

ＮＰＣ参戦数：４

戦場サポート：《スゴイ偵察兵》《戦意上昇》




●ラングエンド国軍

代表者名：クラウド・シャドウ

動員人数：二万人

戦団レベル：11

戦力：[image: 138]

　動員人数：[image: 108]

　ＮＰＣ：クラウド・シャドウ：＋５／ゲーティス・リリシスト＋３／

　　　　　ヘル・ゾルダー：＋３／ハングドマン：＋３

　戦場サポート：＋６

　戦場オブジェクト：＋10

ＮＰＣ参戦数：４




ギィ：戦力差は……32か。

ドラン：すると、修正はマイナス３ナリね。

アキナ：えーと、戦力で負けていると、判定にペナルティがつくんでしたっけ？

マルセル：うむ。ほとんどすべての判定にマイナス３の修正がかかる。

アキナ：うわっ、マイナス３!?　それは厳きびしいなぁ！

ドラン：ただ、戦闘が進めば戦力をひっくり返すこともできるナリ。こっちの戦力が大きくなれば、逆にプラスの修正が付くナリよ。

アキナ：なるほど～。とにかく序盤にがんばらないと、あとが苦しくなりそうですね。

ＧＭ：それではいよいよバトルを開始しますよ。

一同：おおぉ――っ！




●第一戦場ラウンド

ＧＭ：セットアップの最初にフィールドへの配置を行ないます。ＧＭ側から先にやりまーす。




▼ラングエンド国軍の配置

前線：ゲーティス、ラングエンド国軍騎兵、ラングエンド国軍兵Ａ、Ｂ

中ちゆう衛えい：ラングエンド国軍魔法兵

本ほん陣じん：クラウド・シャドウ、指し揮き所しよ




ドラン：ヘル・ゾルダーとハングドマンが戦場に出てきてないナリね。

ギィ：ゴーレムと一いつ緒しよに出てくるとか？

マルセル：その可か能のう性せいは高そうだな。

ギィ：国軍騎兵とかはモブ？

ＧＭ：はい国軍騎兵、国軍魔法兵、国軍兵は全部モブです。




　ラングエンド国軍兵、ラングエンド国軍騎兵は、『ＡＲＧ』に記載されているエネミー。ラングエンド国軍魔法兵はこのリプレイオリジナルのデータだ。次ページに掲載したので参照していただきたい。
















アキナ：この、本陣に置かれてる指揮所ってなんですか？

ＧＭ：戦場オブジェクトのひとつで、戦団の代表者が本陣にいる間、戦力を＋10します。




戦場オブジェクト

　城壁、大砲、船舶など、戦場に配置されるキャラクター以外の施設などを表わす。これにより攻城戦や艦船がぶつかり合う水上戦なども表現できる。ＰＣが破壊可能なオブジェクトもある。




マルセル：やっかいだな……。壊こわせるなら壊したいが……。

ギィ：本陣のオブジェクトは壊すのが大変だからなぁ。当面は無む視しでいいだろう。




▼フェリタニア軍の配置

前線：アキナ

中衛：（崩ほう壊かい中）

本陣：マルセル、ギィ、ドラン
















ＧＭ：た、大たい将しようがひとり前に出てるー!?（笑）

ギィ：まあ、うちらの定番の陣じん形けいだな（笑）。

ドラン：このパーティはアキナさんしか前ぜん衛えいがいないナリよ。

マルセル：ギィとドランは中衛に置いてもよかったが、ＦＳ判定のことを考えると本陣の方がよかろう。リスクはあるが。

ギィ：前線が遠えん距きよ離り攻こう撃げきを持ってると、こっちまで攻撃が来るからな。

ＧＭ：では、通常のセットアップに移うつります。こちらの【行こう動どう値ち】はクラウドが33、ゲーティスが19、国軍騎兵と魔法兵が10、国軍兵が８となっています。

アキナ：クラウドが凄すごい速いですね。

ドラン：マルセルの《ヘイスト》でも先に動くのは難しそうナリね。




行動値

クラウド　　　　　　　：33

ギィ　　　　　　　　　：20

ゲーティス　　　　　　：19

ドラン　　　　　　　　：17

アキナ　　　　　　　　：15

マルセル　　　　　　　：14

国軍騎兵、国軍魔法兵　：10

国軍兵Ａ、Ｂ　　　　　：８




ＧＭ：セットアップのスキルなどの処理をします。最初のクラウド・シャドウが自じ軍ぐん前線へ《司し令れい塔とう》を使用。

ドラン：うーん。やっぱり持っていたナリか。

ギィ：向こうの達成値が上がるぞ。いくつだ？

ＧＭ：ＳＬが10ありますので、＋10されます。

ギィ：うおおー！　レベル10か!!

アキナ：それだと、戦力の修正と合わせて13差ですか？

マルセル：そうだな、これは厳しい。

ＧＭ：次は20のギィです。

ギィ：オレはセットアップですることは特にないが、ここでギルドサポートを使えるんで、ちょっと考えよう。なにより戦力を削けずるところから始めなきゃならんわけだが……。

ドラン：マイナス３の修正はかなり厳しい。少なくとも、プラスマイナス０のところまで持っていかないと何もできないナリよ。

アキナ：相手の戦力を削るにはどうしたらいいんですか？

ギィ：さっきも言ったけど、敵のキャラクターを倒せばいいんだ。戦闘不能にすると、その分だけ戦力が減る。

アキナ：なるほど！

ドラン：敵の強い武将を打ち取ると、戦局は有利に進むというわけナリ。

アキナ：なるほど！　よーし、やる気出てきましたー!!

マルセル：あとで出てくるだろう巨大ゴーレム兵器のことも考こう慮りよして、温存も必要だろうが……一いち枚まいくらい切きり札ふだを切って、数を減へらすのがいいと思う。

ギィ：すると……《限げん界かい突とつ破ぱ》はもったいないか？

アキナ：まだボスっぽいゴーレムが出てきてないから？

マルセル：ですね、使うとしたら……《戦意上昇》くらい？

ギィ：そうだな、《戦意上昇》を使おう。

ドラン：で、よろしいナリか、軍団長？

アキナ：はい！　《戦意上昇》を使います！　（すぅーっと息をすって）……我われに、続けえ――っ!!





[image: ]




一同：おお――っ！




　アキナが先せん陣じんを切ってラングエンド国軍へ突とつ撃げきしていく。

　その姿を見て、戦意を高めぬ怯きよう懦だの兵はフェリタニアにはいない。

　かつて女王ピアニィに率ひきいられ死地へ飛とび込こんだ時と同じように、兵たちは鬨ときの声こえを上げて漆しつ黒こくのラングエンド軍へと突とつ入にゆうした。




ＧＭ：では、次はゲーティス。《グランディア》を使用。５レベルなのでダメージに＋５Ｄ。

アキナ：５Ｄ!?　でかい！

ドラン：攻こう撃げき型がたナイトか……。確かく認にんだけど、この人、馬とかに乗ってるナリか？

ＧＭ：はい、《人馬一体》を持っています。馬に騎き乗じようした状じよう態たいですね。

ギィ：《ラッシュ》使いか、嫌いやだねえ……。

ドラン：次はワタシだけど、何もないナリ。

アキナ：その次のあたしもセットアッププロセスにすることはありません。

マルセル：次は私わたしか。……ここは《ヘイスト》ではなくアキナに《スピリチュアルウェポン》。（ダイスを振ふる）成功。シーン中、ダメージに＋10点だ。

アキナ：ずっと効きくんですね！　ありがとうございます！

ＧＭ：あとはこちら。魔法兵は何もなし。国軍騎兵と国軍兵は《狂きよう乱らんの構かまえ》を使用。国軍騎兵はダメージに＋６Ｄ、国軍兵＋３Ｄされますよ。

ギィ：げぇっ！　結けつ構こう強いじゃないか！

ＧＭ：その代わり、回かい避ひがマイナス１Ｄされます。ではセットアップはこれで終わり。次はイニシアチブ。最初はクラウド・シャドウですが、待機を宣せん言げんします。

ドラン：……なるほど、何をするか大体分かったナリ。

ギィ：アレしかないよな、このタイミングで待機って。……さて、次の行動はオレ。試しに一発範はん囲い攻撃をしよう。

ドラン：敵を一いつ掃そうしとくのがいいナリ。雑ざ魚こでも、さすがに＋６Ｄとか＋３Ｄは恐おそろしいナリよ。

ギィ：できればいいな！（笑）　《ホークアイ》《ブルズアイ》で《ワイドアタック》！　前線フィールドを攻撃する。範囲だから《デュアルアロー》も使う！　（ダイスを振る）おおっ!!　クリティカル！　６、６、５、５、４、４！　すごい目だ！（笑）




[image: ]




一同：おお――っ!!

マルセル：《シーリィ》、ダメージ＋40。

ＧＭ：国軍兵と騎兵は今回避が１Ｄなので無理。ゲーティスは（ダイスを振る）回避失敗！

マルセル：《チェックメイト》もつけよう。（ダイスを振る）＋32点。

ＧＭ：では、ゲーティスが《カバーリング》。さらに《アラウンドカバー》を宣言して範囲攻撃のダメージを丸ごと受け持ちます！

ギィ：お、オレの範囲攻撃がぁーっ!?（笑）　ちくしょう、どうせだから全力で行くぞ。《ピアシングストライク》を使って（ダイスを振る）[image: 198]点の物理！

ＧＭ：[image: 158]点抜ぬけました。二倍だからダメージが[image: 316]点か。即死ではないが……。




　ナイトのゲーティスに与えられた役割は、序盤戦において可能な限り戦せん線せんを維い持じすること。それだけに、ここで安あん易いに大ダメージを受けるわけにはいかなかった。
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ＧＭ：……《インバルネラブル》。ダメージを打ち消し！「はっ！」っと愛馬とともに宙に舞い上がったゲーティス。手にしたクレイモアを一閃し、幾本もの矢を打ち払ってしまいます。

ギィ：……ちっ。回数限定の切り札《アラウンドカバー》と《インバルネラブル》を使わせたことでよしとするか。

ＧＭ：ゲーティスは「はっはっは、こんなに矢が刺ささったぞー！」とその身に突き立ってしまった何本かの矢を抜きながら、元気そうに言います（一同爆笑）。

ドラン：あいつスゴク気持ち悪いナリよー!!（笑）

ＧＭ：で、次はそのゲーティス。ムーブなし。マイナー《ブレイクスラッシュ》、メジャー《バッシュ》＋《ラッシュ》！　このダメージをスキルで軽けい減げんすることはできません！

アキナ：おおっ!?　軽減なし!?

ギィ：これは痛いたい！

ＧＭ：命中は……とう！　（ダイスを振る）11、達成値36！

アキナ：回避のダイスは３Ｄ……。

ＧＭ：おっと、兵士たちは《妨ぼう害がい》を持っていますので、マイナス１Ｄですよ。

アキナ：ええ!?　それじゃ、回避なんてできませんよぉー！（笑）　（ダイスを振る）……うー。回避失敗です！

ＧＭ：「アキナ・ブルックス。あなたこそ戦場の華。その赤き血で美しく彩らせてもらおう！」と言いながらゲーティスが突とつ撃げき。（ダイスを振る）うおっ、すごい出目だ！　15Ｄ振って、出目で66、合計で[image: 122]点ダメージ！

アキナ：[image: 122]点!?




　乱戦の中。長髪をなびかせたラングエンドの騎士がアキナに迫る。

　そして一閃。……受け止めたアキナは想像を超えるその衝撃に、思わず表情を歪ゆがめる。




アキナ：う、これで防ぼう御ぎよ力りよくしか引けないんですよね。あたしの防御力は28点だから……94点通る！　半分以上削けずられちゃいました……。

ギィ：結構痛いな。これだけの攻撃が来るってことか。

ＧＭ：「挨あい拶さつは終わりだ！」と言い放って、ゲーティスは行動終了。

ドラン：こしゃくナリ！　次はワタシが《ランニングセット》《クラッシュバリア》《マジックブラスト》で《エアリアルスラッシュ》を前線に！　エメラルドを使っておくナリ。

ＧＭ：はい、どうぞー。

ドラン：クリティカル出ろ!!　（ダイスを振る）って、１が三つも!?　……フェイトで振ふり直す！　（ダイスを振る）うおおお、一個も６が出ねえ!!　命中は38、マイナス３して35ナリ！

ＧＭ：ゲーティスだけ回避の目があるので振ります。はっ……（ダイスを振る）１、３。しょんぼり。仕方ないので、ゲーティスは国軍騎兵を《カバーリング》。

ギィ：ゲーティスの《アラウンドカバー》はもうない？

ＧＭ：残念ながら店じまいですよ。

ギィ：よしよし、《アラウンドカバー》の回数がある敵はヤバイからな。

ドラン：では行きます！　11Ｄ、てい！　（ダイスを振る）……44点、足して96点の【魔法防御力】無視のダメージ！




　ドランの放った暴ぼう風ふうが、ラングエンド国軍の前線へ襲おそいかかる。

　騎き兵へい隊たいは先頭に立つゲーティスのおかげで難なんを逃のがれるも、随ずい伴はんの歩兵は逆さか巻まく気き流りゆうに巻き込まれてしまう。

　軽々と吹ふき飛とばされていく歩兵たち。

　風が収おさまった頃ころには、歩兵の戦列に大きな穴あなが空いていた。
















ＧＭ：国軍兵Ａ、Ｂはこれで戦闘不能。クラウド・シャドウが「後列前進！　穴を埋うめろ、戦列を乱みだすな！」と声をかけて、前線を立て直そうとします。

ドラン：よし、これで戦力の低下が起こるナリ！

ＧＭ：はい、これでラングエンド国軍の戦力が６点下がり、[image: 132]に。差分が26になりましたので、ペナルティはマイナス２となります。

一同：よかったー！

ギィ：ちょっと進んだ感じがするぞ。よしよし、偉いぞ、ドラン！

ドラン：ふっふっふ、ワタシの魔ま術じゆつにかかれば、この程てい度どは朝飯前ナリよー！

ＧＭ：「くっ、ドラム缶かんごときにやられるとは……美しくないっ！」

ドラン：このボディが美しくないと申すナリか!!　見よ！　この輝かがやく将しよう軍ぐんの文字を！キラキラっ！　常識的に見て、美しいのはワタシの方ナリ！




　ドランに常識を語られても、その……、困る。




ＧＭ：……。では次はアキナさん。

アキナ：はーい！　【ＨＰ】を半分減へらされちゃったからな、がんばろーっ！

ギィ：ここは、もう一撃範囲攻撃した方がいいでしょう。

アキナ：じゃあ、範囲攻撃をします！　マイナーは《スマッシュ》、メジャーで《バッシュ》《リバウンドバッシュ》。当てるぞー！　フェイトを１点入れて、６Ｄ！　（ダイスを振る）クリティカール!!

ギィ：来た来た、しかも６が三個だっ!!

ドラン：すばらしいナリー!!（一同拍はく手しゆ）

マルセル：ここで《シーリィ》を使用する。ダメージに＋40してくれ。

ＧＭ：くおおぉ～！　……では、ゲーティスのみ判定をします。（ダイスを振る）出目が５と３で回避失敗。クリティカルしてるから、防御０か……これは《カバーリング》できない。

アキナ：じゃあ、ダメージいきますね。（ダイスを振る）…。[image: 161]点防御無視！

ＧＭ：国軍騎兵は耐たえられない。「うわーっ！」と悲鳴を上げて落馬していきます。戦力がさらに下がって[image: 127]。ギリギリ修正は変わりません。

ギィ：そこはしょうがないな。

ＧＭ：ゲーティスは、なんとか健在。「やるではないか！　アキナ・ブルックス！」

アキナ：さっきの分のお返しですっ！

ＧＭ：「ふっ。いずれ血を流して屍しかばねを野にさらすのは貴様だがな！」どう猛もうな獣けもののように笑うゲーティス。というわけで、次はマルセルです。

マルセル：そうだな……（少し考えて）……アキナの【ＨＰ】は今いくつだ？

アキナ：えっと……92点です！

マルセル：なら、回かい復ふくしておくか。《ヒール》をアキナに。（ダイスを振る）普ふ通つうに発動して、74点回復。

アキナ：ありがとうございますっ！

ギィ：お、すげぇ回復した。うまくいけば二撃分ぐらいは耐えられるかも！（笑）




　このあと、国軍魔法兵が魔法攻撃を放ち、アキナへ【ＨＰ】に23点ダメージを受けた。




ＧＭ：では、待機していたクラウド・シャドウの行動です。《ジョイフルジョイフル》をゲーティスへ！

ドラン：やっぱりー！

アキナ：来た！

ＧＭ：「行け、ゲーティス！　敵の指し揮き官かんを討うち取とるのだ！」（ダイスを振る）発動は成功です。そしてゲーティスが行動します。彼かれは剣けんの切っ先をかかげ、馬で突つっ込こんできます。マイナーで《ブレイクスラッシュ》、メジャーで《バッシュ》《ラッシュ》！

ギィ：これは耐えるしかない。

ＧＭ：（ダイスを振る）よし、目がいい！　４、５、６！　命中が40です。

アキナ：回避します！　（ダイスを振る）６と４！　惜おしかったけど、命中です。

ＧＭ：ではダメージです。（ダイスを振る）ちょっと低めですね。[image: 102]点の物理ダメージ。

アキナ：74点もらって、残り【ＨＰ】が69点！
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ドラン：ふう、耐えたナリ。これで終わりナリか？

マルセル：ではクリンナッププロセス前のイニシアチブプロセスでアキナに《クイックヒール》＋《ヒール》だ。さすがのアキナでも次の一撃は耐えられないからな。

アキナ：ありがとうございます、マルセルさん！

マルセル：（ダイスを振る）発動はしたが、ちょっと目が悪いな。69点回復だ。

アキナ：おおっ。これで残り[image: 138]点です！

ＧＭ：ではここで。クラウド・シャドウが《二回行動》を宣せん言げん！　未行動になって、ふたたびメインプロセスを行ないます。

ギィ：来るよなぁ！

ＧＭ：「アキナ・ブルックスか……。これはてこずりそうだ。だが、こんなこともあろうかと、ゲーティスには加か速そく装そう置ちを仕込んでおいたのだ！」とクラウド・シャドウが《ジョイフルジョイフル》をゲーティスにかけ、もう一回突撃させます（一同笑）。

ドラン：勝手に他人に加速装置をつけるなよ!?（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）《ジョイフルジョイフル》の判定は成功し、即そく座ざにゲーティスの行動です。尋じん常じようならざる動きを見せ、土を蹴け立たてて迫る騎士ゲーティス。《ブレイクスラッシュ》《バッシュ》《ラッシュ》で、アキナを攻撃！　（ダイスを振る）８、命中が33！

アキナ：（ダイスを振る）駄目だぁ～！　また６、４！　回避失敗です。

一同：惜しいー！

ＧＭ：「ふはははははっ！　今こそ殲せん滅めつの時!!」（ダイスを振る）[image: 106]点物理ダメージ。

アキナ：78点ダメージ、残りが60点！　まだ立ってます！　

ドラン：耐え切った！

アキナ：きっ、とゲーティスを睨にらんで叫びます。この戦い、あたしたちは負けるわけにはいかないんです!!

ギィ：残りが60点か……どきどきするなぁ！

マルセル：しかし、ゲーティスの次の一撃は耐え切れそうにはないな。

ギィ：うん。ゲーティスの行動までに、ヤツを何とかしないと駄目だな。




　ここで、第一戦場ラウンドは終了。

　双そう方ほうの戦力が自動的に減げん少しようし、フェリタニア軍96、ラングエンド国軍[image: 115]へ。

　これで戦力差が19へ縮ちぢまり、判定への修正がマイナス１となった。




ギィ：徐じよ々じよにこっちが押おし返かえしてる感じだな。

ＧＭ：ですね。カーティス、ルーカス、ランダークの諸将も必死の形相で指揮を執っています。流れを自軍に持ってこようと懸命な感じです。

アキナ：もう少しで対等になりますね。がんばろう！

ＧＭ：「だな、アキナ」とアキナの側にいるイルファも、流れ矢をパシッとはじき落としながら頷きます。

ドラン：イルファも近くで戦っているナリな。

ＧＭ：では、次のラウンドへ行きましょう。
















●第二戦場ラウンド

ＧＭ：それでは、二ラウンド目に入りますね。まずはフィールドの再配置から。




フィールドの再配置

　バトルでは、毎ラウンドの最初にフィールドは再配置される。敵軍には新たなキャラクターが補充され再配置されるし、敵軍のフィールドに突出していたキャラクターは自軍のフィールドに戻される。キャラクターが再配置されたフィールドは、前のラウンドに崩壊していたとしても再生するのだ。
















アキナ：えぇぇ――っ！　それじゃいくら倒してもキリが無いじゃないですか（笑）。

ドラン：逆にこう考えるナリ。敵がいくらでも沸いてくるので、倒すほど戦力を削けずれると！

アキナ：あっ……、あーっ、そうか。

マルセル：ほら、敵は二万人の軍隊で、今フィールドに配置されているのはその一部。バトルに勝利するってことは、それを全部戦闘不能にするわけじゃない。でも確実にダメージを与えていくと、敗走や退却させることができる。

ギィ：アキナが大剣を振るって、モブをぶっとばすたびに、その二万人は逃げ出したくなるってわけさ（笑）。じゃあＧＭ、ラングエンド国軍の配置からどうぞ。




▼ラングエンド国軍の配置

前線：ゲーティス、ヘル・ゾルダー、ラングエンド国軍騎兵Ｂ、ラングエンド国軍魔法兵、ラングエンド国軍兵Ｃ、Ｄ

中衛：（崩ほう壊かい中）

本陣：クラウド・シャドウ、スーパーバトルゴーレム、指し揮き所しよ




ＧＭ：ここで、クラウド・シャドウがパチンと指をならします。




　ラングエンドの本陣付ふ近きんの兵が迅じん速そくに左右へ移動。その地点を中心に大地が鳴めい動どうする。

　ドリルが回転する甲かん高だかい駆く動どう音おんが戦場に響ひびき渡り、地中から土つち煙けむりを巻き上げて巨大な人型が姿を現わしていく……。

　これが、クラウド・シャドウの切り札、スーパーバトルゴーレムであった。
















ＧＭ：というわけで、皆みなさんお待ちかねのスーパーバトルゴーレムが本陣に出しゆつ現げんしました。

ドラン：ようやく出てきたナリね！

ＧＭ：で、中ちゆう衛えいの魔法を撃うってきた魔法使いを前線に配置し、中衛を崩壊させます。

ギィ：なるほど、本陣を前に押おし出だして、クラウドも戦せん闘とうに参加する気なんだな。

ＧＭ：さらにハングドマンが登場。ゴーレムの肩かたに乗って本陣に。ヘル・ゾルダーは前線へ。

マルセル：ハングドマンはパイロットか！

ＧＭ：そういうことです。で、この戦場からやや離れた丘にいるグリンダが呟つぶやきます。「アキナ・ブルックス、これが、わたくしの贈おくり物でございます」と。

アキナ：グリンダ、本当にやなヤツ――っ!!　こんなプレゼント嬉しくない！（笑）

ギィ：まったくだぜ（笑）。

ＧＭ：あとは、前のラウンドも出てきたモブが補充されます。では、ＰＣ側の配置をどうぞ。




▼フェリタニア軍の配置

前線：アキナ、ギィ

中衛：（崩壊中）

本陣：マルセル、ドラン




ＧＭ：ギィが前に出てきましたか。

ギィ：ゴーレムの攻撃を《インターフィアレンス》できるようにな。

ドラン：どうせソイツ、戦場全体にビームとか撃ってくるナリ？

ＧＭ：…………それは秘密です。

アキナ：なんか怪しいです！（笑）

ギィ：オレも前線にも攻撃できるし。本陣が厳きびしいが、対ゴーレムシフトで前線に行くぜ。

ＧＭ：では、これにて配置は終了と。




行動値

クラウド　　　　　　　　：33

スーパーバトルゴーレム　：33

ヘル・ゾルダー　　　　　：25

ギィ　　　　　　　　　　：20

ゲーティス　　　　　　　：19

ドラン　　　　　　　　　：17

アキナ　　　　　　　　　：15

マルセル　　　　　　　　：14

国軍騎兵Ｂ、国軍魔法兵　：10

国軍兵Ｃ、Ｄ　　　　　　：８




ＧＭ：では、セットアッププロセスを始めましょう。行動値33のスーパーバトルゴーレムはセットアップなし。クラウド・シャドウが《司し令れい塔とう》を前線へ。さらに、戦場サポート《防ぼう衛えい線せん展開》を前線に使用。前線にいるキャラクターの突とつ出しゆつができないようにします。

ドラン：それじゃ本陣に突つっ込こめない！　そこまでしてかばうとは、あの巨大ゴーレム兵器には何かあるナリ！

ギィ：エネミー識別するしかないだろうな。

ＧＭ：次がヘル・ゾルダー。こちらもセットアップはなし。その次はギィ。

ギィ：オレは特に何もない。が、アキナ《限げん界かい突とつ破ぱ》を！

アキナ：はいっ！　《限界突破》!!

ギィ：よし、これで判定全部に＋１Ｄ。さらにダメージ＋２Ｄ。

ＧＭ：続くゲーティスはなしです。

ドラン：《グランディア》がないのは助かるナリ。そのあとはワタシナリが、特になし。

アキナ：あたしもなしです！

マルセル：私はエネミー識別をしよう。《スゴイ偵察兵》の効果でスーパーバトルゴーレムをエネミー識別するぞ。（ダイスを振る）達成値は19。

ＧＭ：目もく標ひよう値ちは18でしたので、成功です。

マルセル：む、ギリギリか。……ここは、ルーカスに斥候の手配を頼んでいたことにしよう。

ＧＭ：了解。……では、ルーカスが血相を変えて本陣に飛び込んできます。「マルセル！　あのゴーレムはヤバイ！」




　錬金術に明るいルーカスは、魔術的な迷彩を施された装備をした斥候部隊を編成。敵陣奥深くまで忍び込ませ驚くべき情報を持ち帰ってきたという。




ＧＭ：というわけでスーパーバトルゴーレムの情報です。分類は機械、レベルは30。属ぞく性せいはなし。スキルは《豪腕》《命中強化》《範はん囲い攻こう撃げき：白兵攻撃》《遠隔攻撃》２《無む限げんの力》《迅じん速そく》《バッドステータス付ふ与よ：放心》《スマッシュ》。オリジナルスキルが三つで、ひとつが《ＦＳ妨害》。このエネミーが戦場にいる場合、ＰＣは進行判定を行なえません。

アキナ：ええーっ！　それは困ります！

ＧＭ：さらに《スーパーバトルビーム》。１シナリオ１回、「射しや程てい：効果参照」で「対象：範囲（選せん択たく）」の特とく殊しゆ攻撃です。射程の効果参照というのは、本陣を含む、戦場のどのフィールドでも攻撃できる、ということです。

マルセル：やはり持っていたか。

アキナ：でも、戦場全体攻撃じゃないんですね。

ドラン：ちょっと意外なり。

ギィ：大規模戦闘では「場面（選択）」でも、ひとつのフィールドしか対象にできないから変わらない。戦場全体に攻撃するってのはよっぽどのことだよ。

アキナ：なるほどー。

ＧＭ：最後に《バトルゴーレムコア》。内部に、探たん知ち型のオリジナルトラップ［超ちよう自じ爆ばく］が仕し掛かけられています。

ギィ：自爆ゴーレムなのか！　［超自爆］の効果は？

ＧＭ：判定なしでシーン登場中の全キャラクターが死し亡ぼう。

マルセル：はぁ？

一同：…………………。

アキナ：ぜ、全キャラクターが……死亡……!?（笑）

ドラン：待てぇ――っ！　このあたり一帯全滅ナリか!?

マルセル：戦せん闘とう不ふ能のうじゃなくて死亡？

ＧＭ：戦闘不能などという生ぬるいことはしませんよ？

マルセル：それ、ゲームオーバーじゃないか！（笑）

ドラン：っていうか、シリーズ終了ナリ。




　ここで、改めて解説をしよう。

　もしスーパーバトルゴーレムが爆発したらこの場にいるキャラクターがＰＣ・ＮＰＣの区別なく全員死亡する。これは、ＰＣたちの命に関わる大ピンチであると同時に、フェリタニア軍が壊滅的なダメージを受けることを意味する。

　ぶっちゃけ、フェリタニアは滅亡すると言っていい。




アキナ：大ピンチじゃないですか!!
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ギィ：な？　よっぽどのことだろ？

ＧＭ：ルール的にはゴーレムが戦闘不能になったラウンドのクリンナッププロセスで爆ばく発はつ。敵味方の別なく全員死亡です。

ギィ：うおおー、あぶねぇー！　何も知らずにタコ殴りするとこだった（笑）。

ドラン：しかし、このままじゃゴーレムを倒せないナリ。

ＧＭ：なお、このトラップの解かい除じよ値ちは25です。通つう常じようどおり、ゴーレムとエンゲージして、トラップ解除の判定を行なわなければなりません。そして、このトラップが解除されると、ゴーレムは戦闘不能となります。

マルセル：もはや、戦争の勝ち負けを言っている場合ではなくなってしまった……いや、戦争に勝った上でゴーレムの自爆を防がないといけないから、勝ち負けも重要なんだけど。

ギィ：ゴーレムはトラップ解除で倒たおすのか。オレの出番だな。

ドラン：マルセルが「ゴーレムが爆発しない」なんて言うからナリ！

マルセル：知るかぁ――っ！　そもそもドランが「ゴーレムが爆発する」なんて言うから！

ＧＭ：いやぁ～、ドランが正解を当てた瞬間焦りましたよ（笑）。

アキナ：ふたりとも、今は言い争いをしてる場合じゃないです！

ギィ：ま、裏目うんぬん言ってる場合じゃない（笑）。オレが敵軍の本陣に行ってトラップ解除しなくちゃならない。だが、今は戦場サポートで突破できなくなっているから、まずは前線を崩壊させる必要がある。

アキナ：はい、全部倒しましょう！

ＧＭ：では、残りはモブたちですが……歩兵、騎兵は《狂きよう乱らんの構かまえ》。魔法兵はなし。これでセットアップは終わりなので、イニシアチブに入っていいですか？

ギィ：うーん、《アデンダム》……いや、駄だ目めだな。ここは慎しん重ちように行こう。ゴーレムビーム、カモーン！

ＧＭ：では33でスーパーバトルゴーレム。《バッドステータス付与：放心》＋《スーパーバトルビーム》で本陣のマルセルとドランを攻撃だ！　すうぱぁ……ばとる……びぃぃぃぃぃ―――むっ!!（一同爆笑）
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アキナ：び、びーむが来たっ！（笑）

ギィ：《インタラプト》だ!!　矢を飛ばしてビームを妨害！

ＧＭ：おっと、その《インタラプト》をクラウド・シャドウが《インタラプト》！

ドラン：持ってたナリかー!!

ＧＭ：「この攻撃を打ち消されるわけにはいかんのだよ」と、ナイフを投げて矢を撃うち落おとすクラウド・シャドウ。

ギィ：お前シーフなのか！　《ジョイフルジョイフル》使ってたから、てっきりアコライト／バードだと思ってたわ!?

ＧＭ：ふははは、思い込みはよくないですよ？　「すべてを焼け焼け焼き尽くせぇっ!!」と、ハングドマンがゴーレムの肩で叫ぶ！　命中判定（ダイスを振る）げげぇっ……出目が１、１、２!?　た……達成値26ぅ。

ギィ：かわたな、偉い！（笑）　ではここで《インターフィアレンス》！　本陣に撃たせるかよ！　（ダイスを振る）よし成功。達成値45！

ＧＭ：くっ、ギィにまたやられたか！

ギィ：イヤ、これはエルザのおかげなのさ。

ＧＭ：は、はい!?




　大気を貫つらぬいて進むスーパーバトルビームがフェリタニア軍の本陣を灼やくかに見えたその時。

　「そんな火力じゃぜんぜんダメね！」

　そう呟つぶやくエルザが火炎の奔ほん流りゆうを解き放つ。

　炎は迫る光線と激突し、続いて生じる大爆発！

　巻き起こった爆音と暴風が止んだあと。フェリタニア軍の本陣の人々は信じられない思いで、無傷の自分たちに安あん堵どするのであった。
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ギィ：――という感じの《インターフィアレンス》の演出ということで。

ＧＭ：りょ、了解。まあ、エルザならそれぐらいやりかねない印象がありますからね（笑）。

ドラン：〝炎の申し子〟の面目躍如ナリ！

アキナ：エルザ姉様！　助かりました!!

ＧＭ：「ば、馬ば鹿かな！　ゴーレムのビームが打ち落とされただとぉ!?」とハングドマンはスーパーバトルゴーレムの肩の上で驚愕しています。

ドラン：エルザじゃ相手が悪かったナリ（笑）。

ＧＭ：で、次は同じく33のクラウド・シャドウ。

マルセル：一いち応おう、言うだけ言うか。クラウド・シャドウに「お前たちは騙されている。そのゴーレムが爆発すると、お前たちも巻まき込こまれて死ぬぞ！」って呼よびかけてみよう。

ＧＭ：クラウド・シャドウは攻撃の手をゆるめません。《ジョイフルジョイフル》でゴーレムを再さい行こう動どうさせます。「たわ言は、戦闘後に聞いてやる」と応じるのみ。

マルセル：まあ、普通に考えてこっちの言うことを信じるわけがないか。

ドラン：どー考えても流りゆう言げん飛ひ語ごの類たぐいナリからねぇ。

ギィ：「流言飛語なら、もう少しリアリティのあることを言え」とか言いそうだ（笑）。

アキナ：みんな、グリンダにダマされてるのに！

ＧＭ：で、未行動となったゴーレムのメインプロセス。マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《遠えん隔かく攻撃》。対象は前線のアキナとギィ。ふたり目がけて、巨大な腕がばしーんと振ふり下おろされます。（ダイスを振る）39！

ドラン：うわっ、高っ！

ギィ：よっと！　（ダイスを振る）惜しい！　命中だ。

アキナ：えーい。（ダイスを振る）やった、クリティカル!!

一同：おおーっ!!（拍手）

ギィ：すばらしいぞ、アキナッ!!

ドラン：さすがはアキナさん！

アキナ：（大喜び）やったぁ、来たぞーっ!!　（少し考えて）……じゃあ、ここは演出ってやつで、イルファちゃんが助けてくれたということにしたいです。

ＧＭ：了解。スーパーバトルゴーレムの射撃の直前、イルファが手裏剣を一閃。センサーのひとつが潰れ、アキナは難を逃れたました。「アキナはあたしが守る！」
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ドラン：イルファさん、カッコいいナリ。

ギィ：イルファ……。何故オレは守ってくれないんだっ！（←ゴーレムパンチを食らった人）。

ＧＭ：「す……すまん」と言ってイルファは目をそらします！（爆笑）

ギィ：目をそらすなよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：では、ギィへのダメージ……（ダイスを振る）36、足して[image: 136]点の物理ダメージです!!

ドラン：でかっ!?

ギィ：さすが超巨大ゴーレムなだけはあるな！（笑）　って笑えねぇぜ。……というわけで、《プロテクション》いただけますでしょうか、マルセル先生？（笑）

マルセル：ああ、ギィに《プロテクション》。（ダイスを振る）17、49点防ふせいだ。

ギィ：ありがとよ！　これで、73点食らったぜ。

ＧＭ：次は25でヘル・ゾルダー。マイナーで《ブルズアイ》、メジャーで《ワイドアタック》《トリックアタック》《レストリクトアタック》！　対象は前線のギィとアキナです。与あたえるバッドステータスは［スリップ］（戦闘移動、全力移動、離脱不可）を指定。

ギィ：待て、《クローズショット》は？

ＧＭ：こいつはエネミースキル《零ぜろ距きよ離り射しや撃げき》があり、至し近きん距離でも攻撃できるんですよ。

ギィ：ば、馬鹿なー！

ＧＭ：というわけで前線に攻撃です。（ダイスを振る）命中48！




　さすがに今度はクリティカルが出ることなく、ふたりとも命中。




ギィ：アキナ、悪いが《カバーリング》頼たのむ。オレが［スリップ］もらうとヤバイ。

アキナ：はいっ、ギィさんを《カバーリング》です。

ＧＭ：「指揮官が自らかばうだと!?」

ギィ：うちの司令官は偉えらくて優やさしいからな！

ＧＭ：「ならば、我が手て柄がらとなるがいい！」（ダイスを振る）43、固こ定てい値ちが87だから[image: 130]点物理ダメージ！　不規則な軌道を描き、風を切り裂いて飛来する円形の刃。

ギィ：うおっ、意外にでかい！

アキナ：【ＨＰ】が60点なので、《プロテクション》で引いても無理そうです。

マルセル：なら《アフェクション》を使用。ダメージを打ち消す。
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ＧＭ：あわやアキナを切り裂こうとしたブレードチャクラムは、マルセルの防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつに阻はばまれます。神の見えざる手がアキナを守ったかのように、命中寸前で力無く地に落下します。「馬鹿な!?　私のブレードチャクラムが!?」

アキナ：ありがとうございます、マルセルさん！

ＧＭ：次はギィの行動ですね。

ギィ：まずは、目の前のヤツらをなんとかするか。ムーブで《ホークアイ》、マイナーで《クローズショット》、メジャーで《アローシャワー》。前線の六体が対象。

ＧＭ：うおっ!?

ギィ：《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使用する。残り二本！　ここはフェイトを１点使おう。
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アキナ：なら《結けつ束そく》であたしからも１点使います。

ドラン：ワタシも余あまっているので１点使うナリよ。

ギィ：ありがとう、愛してるぜみんな！　これならオレは出す！　（ダイスを振る）ほらな、６が二個が出てクリティカル!!

アキナ：やっほー！

マルセル：ギィに《シーリィ》だ。

ＧＭ：回かい避ひで２Ｄ振れる人たちをやっていきますね。ゲーティス。（ダイスを振る）惜おしい、出目11。

ギィ：おおっ、怖こえぇ。

ＧＭ：次がヘル・ゾルダー。（ダイスを振る）４、回避失敗。後方の国軍魔法兵。（ダイスを振る）９、回避失敗。全員命中です。

ギィ：よし。《ピアシングストライク》も使うぜ。これで10Ｄ＋[image: 145]。

マルセル：さらに《ディバインフォース》も入れよう。これで＋80点。

ＧＭ：ぐっ……さすがにそれは保たないか。《カバーリング》はしません。

ギィ：じゃあいけるな。たあ！　（ダイスを振る）ダイス目が41、《ディバインフォース》のおかげでかなりいくぞ。これはすごいな。物理ダメージが[image: 253]点！




　鋭い弓ゆん弦づるの音とともに、放たれた矢が雨のように敵兵の上に降ふり注そそぐ。

　それらはまるで悪魔のような正確さで的を貫き、その戦せん闘とう力りよくを奪うばった。




ＧＭ：こんなの耐たえられるかぁっ！　モブは全員戦闘不能。

アキナ：戦場がずいぶんすっきりしましたね。

ＧＭ：それでも、ゲーティスとヘル・ゾルダーはまだ健在。

ドラン：うーん、しぶといナリ。

マルセル：では、倒たおした分の戦力を低下させてくれ。

ＧＭ：３、３、５、５で……合計マイナス16、99まで戦力が下がります。

ドラン：逆ぎやく転てんまではいかない、でも修正なしのところまでは来たナリよ！

アキナ：よーしっ！

ギィ：ここは《アデンダム》でたたみかけるか？　ゲーティスを倒せそうだが。

マルセル：……いや、もう少し様子を見てもいいだろう。

アキナ：そうですね。ゴーレムの解除のために取っておく方がいいかも……。

ギィ：わかった。じゃあ、何もしない。アキナ、耐えてくれ。

アキナ：はい、任まかせてください！

ＧＭ：では、ゲーティスのです。「行くぞ、アキナ・ブルックス！」

アキナ：来いっ！

ＧＭ：マイナー《ブレイクスラッシュ》、メジャー《バッシュ》《ラッシュ》！　（ダイスを振る）クリティカル！

ドラン：おおーう!?

ギィ：ここで来るか！

マルセル：《パリペイティア》……は止めよう。振り直させても回避は難むずかしい。通しだ。

ドラン：アキナさんがクリティカルをすればいいナリよ！

アキナ：回避！　クリティカル出てぇ～。（ダイスを振る）無理だった！　６は出るのに～。

ＧＭ：では……（ダイスを振る）ダイス目が荒あれている（笑）。58点、合計で[image: 113]点ダメージです。

アキナ：残り【ＨＰ】は60点なので、耐えられません。

ギィ：《蘇そ生せい》を切りましょう。

アキナ：はい、《蘇生》ーっ！　（計算して）……あたしは残り【ＨＰ】[image: 104]点、立ってます！

ドラン：ワタシたちも全ぜん快かい。ここで負けるわけにはいかないナリよー！　うおおー！

ＧＭ：「ほう、これが命が燃もえ尽つきる前の最後の輝かがやきか……。血にまみれた貴様らの姿、美しいぞ！」とゲーティス。

ドラン：次はワタシの行動ナリね。「ならば、その最後の輝きを見るがいいナリー！」……って、無む性しように自じ爆ばくしたくなってきたぞ？（一同笑）

ギィ：するな！（笑）

マルセル：自爆して倒たおれると戦力が低下する。

アキナ：ドランさん、自重してください！　司令官命令です！（一同爆笑）

ドラン：し、しかたないナリ！　自爆は封印で（笑）。

ＧＭ：ま、そうなりますよね（笑）。

ドラン：では《ランニングセット》《クラッシュバリア》《マジックブラスト》《ダブルキャスト》。一発目の《エアリアルスラッシュ》にエメラルドを使って、さらに《ホーミングヒット》も宣言！　対象はゲーティスと、ヘル・ゾルダー。（ダイスを振る）６が一個だけ！

マルセル：ここはクリティカルが欲しいな。《パリペイティア》で振り直すか？

ドラン：いや、《シークレットアーツ》を使うナリ。６出ろ！　（ダイスを振る）……よし！クリティカル！

アキナ：よーし！

マルセル：《シーリィ》を使用して、ダメージに＋40だ。

ＧＭ：むむむ……リアクション不ふ可かなので、ダメージをください。

マルセル：《チェックメイト》。（ダイスを振る）33点追加してくれ。

ドラン：（ダイスを振る）おおっと、それなり。もろもろ足して[image: 216]点直抜ぬけ。

ギィ：[image: 200]点超えたか。どうよ!?

ＧＭ：き、キツイが、ふたりともまだ立ってます！

ドラン：では二発目の《エアリアルスラッシュ》！　またエメラルドを使うナリよ。（ダイスを振る）６が出ない、フェイトを使って一回振り直すナリ。（ダイスを振る）よし、三個も出た！　クリティカル！
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アキナ：やった！　すごい！

ギィ：菊きく池ちさん、出目いいねぇ（笑）。

マルセル：ここにも《シーリィ》を乗せるぞ。

ＧＭ：ゲーティスから、（ダイスを振る）惜しい！　６、５でクリティカルせず。回避失敗。

アキナ：危あぶなかったー！

ＧＭ：ヘル・ゾルダーは（ダイスを振る）……回避失敗。では、限界寸前のゲーティスがヘルを《カバーリング》！

ドラン：人格に問題はあっても騎士は騎士ナリね！（ダイスを振ってダメージを計算中）……えーっと、《シーリィ》も合わせて[image: 179]点直抜け！




　荒れ狂う真空の刃を、ドランは敵に叩きつけた。

　ゲーティスはそのすべてを身をもって食い止める。

　頰を。腕を。胸を。あらゆる箇所を切り裂かれ、吹き出す血潮が彼を真紅に染める。

　これまで幾いく度どとなく猛もう攻こうを跳ね返してきた騎士は、かくして限界を超えた。




ＧＭ：そしてゲーティスは倒れます。「まさか私が血を流し、戦場の華になるとはな！　ヘル・ゾルダー、あとは任せた。そして、さらば我が愛しきアビーよ……、ぐふっ」と馬上から崩れ落ちます。「……貴様ら」と静かに憎悪の瞳で、皆さんを睨にらむヘル・ゾルダー。

ドラン：相手も必死ナリな……。

アキナ：そうですね……でも。あたしたち負けられないんです！

ギィ：そうだな、アキナ！

ＧＭ：さて、これによりＮＰＣの修正と合わせてラングエンド国軍の戦力が８点減少。戦力がフェリタニア軍96、ラングエンド国軍91となり、戦せん況きようがひっくり返ります。

ギィ：よしよし。まだ修正は０だが、いい感じにきてる。
















アキナ：次はあたしの行動ですね。では、残ったヘル・ゾルダーを攻撃します！　ムーブアクションで《ファストセット》《フルスイング》、マイナーで《セルフヒーリング》！

ドラン：おお、みるみるうちにアキナさんの傷きずが治っていく！

アキナ：全快です！　メジャーは《ストラグルクラッシュ》。「勝負！」一回目に《ボルテクスアタック》を使います！　命中判定にフェイトを１点使う。

ギィ：ここで《結束》を使おう。オレはフェイトを１点アキナに提供する。

マルセル：すまないが、残りわずかなので私はもう提供できない。

ドラン：ワタシも同じく様子をみたいナリ。

アキナ：了解。なんとかします。えいっ！（ダイスを振る）……う、６がないぃ――っ！

マルセル：《パリペイティア》をアキナに。振り直しをするといい。

アキナ：感謝です！　（ダイスを取とり換かえ）も～、君たちはちょっとお休みね（一同笑）。

ドラン：そのダイスならきっと出るナリよ（笑）。

アキナ：いきます！　（ダイスを振る）…………出たーっ!!　やった、クリティカル！

一同：おおーっ（拍手）。

ギィ：ダイスを換えたのがよかったな（笑）。

マルセル：《シーリィ》を乗せる。ダメージに＋40だ。

ＧＭ：ヘル・ゾルダーの回避。（ダイスを振る）出目４で回避失敗。

アキナ：ダメージ出します！　基本３Ｄ、《限界突破》２Ｄ、《バッシュ》５Ｄ、クリティカル２Ｄで……《スラッシュブロウ》も使っちゃおう！　９Ｄ増ふえて、合計で21Ｄ。いくぞ！（ダイスを振る）合計[image: 383]点！

ＧＭ：[image: 383]点っ!?（←あまりのダメージに驚愕）

ギィ：さらに、クリティカルしたから防御力無視だ。

ＧＭ：しかも防御力無視!?

アキナ：倒れろ――っ！
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　アキナの剣が振り下ろされた。

　すべてを飲み込み、砕く、嵐のような剣撃。

　ヘル・ゾルダーは荒れ狂う破壊の渦に巻き込まれた。




ＧＭ：ぶはっ!?　「この程度でやられるものか!?」と、ヘル・ゾルダーはなんとかまだ立ってますが、その体はあっという間に傷だらけ、一発でボロ雑ぞう巾きんのように!?（笑）

アキナ：二回目があるから大だい丈じよう夫ぶ！　命中にフェイトを使います。

マルセル：私はまだフェイトに余よ裕ゆうがある。《結束》でアキナに１点使う。

アキナ：ありがとうございます！　（ダイスを振る）うっ、クリティカルならず……！　《バトルコンプリート》っ！

ＧＭ：うおっ、クリティカルするまで振り直し攻撃が!?（笑）

ドラン：このパーティの基本戦せん術じゆつナリ（笑）。

アキナ：（ダイスを振る）うわっ！　６が一個だけ！

ギィ：待つんだ、一個６にできる！　《グレートバースト》がアキナにはあるっ！

アキナ：それがありましたー!!　《グレートバースト》を使ってクリティカル!!

ＧＭ：やーめーてぇ――っ!?（一同爆笑）

マルセル：そこで《シーリィ》を乗せる。

ＧＭ：そこまでやりますか!?（笑）　うおー、クリティカルでよけるしかなーい!!

ドラン：ふふふ、クリティカルしても無む駄だナリよ。ワタシが既に《ニゲイト》の構えを取っているナリ！（くわっ）

ＧＭ：ぬわー!?（ダイスを振る）４、４で回避失敗。

アキナ：ダメージいきます！　（ダイスを振る）[image: 207]点の防御力無視です！




　ひとたび過ぎ去った剣閃が、角度を変えてヘル・ゾルダーにふたたび迫る。

　目にも留まらぬアキナの二連撃目もまた、必殺の威力が込められた一打であった。

　既に満まん身しん創そう痍いのヘル・ゾルダーに回避を試みる余力はない。意い識しきを刈かり取とられ、戦場に倒たおれ伏す運命を、享きよう受じゆするほかなかった。




ＧＭ：た、耐えられるかー！　ヘル・ゾルダーはここで戦闘不能。ばたりと倒れます。これで戦力が８点減少し、82まで落ちます。

ドラン：ということは、14点差ナリ。

ギィ：やったぜ、＋１修正だー！

ＧＭ：さらに誰だれもいなくなったので前線が崩壊、本陣が前線まで移い動どう。

ＧＭ：ぐはっ。これにより本陣配置の指揮所が壊こわれました。さらに戦力がマイナス10。これで戦力72、戦力差がさらに広がって、修正が＋２まできます。
















アキナ：おおーっ！　ぐいーっと押おしましたよ！

マルセル：では、ひとつ演出を入れよう。ヘル・ゾルダーが倒れたところを見逃さず、ルーカスの部隊が攻勢に出て、敵の本陣に我々が肉にく薄はくできたということで。

ＧＭ：了解。では、そういう演出で。




　敵の指揮官、ヘル・ゾルダーが倒れた。

　百ひやく戦せん錬れん磨まの戦士ルーカスは、好機を見逃さなかった。「野郎ども、行くなら今しかねぇ！」

　周辺の仲間たちを鼓こ舞ぶし、敵を攻め立てる。その結果、ラングエンドが混乱から回復する前に、フェリタニア軍は、敵本陣を目と鼻の先に睨にらむ位置まで進しん撃げきした。
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ギィ：今だ！　《アデンダム》で、オレのメインプロセスをやらせてもらう。スーパーバトルゴーレムの［超自爆］を解除するぜ。解かい除じよ値ちはいくつ？

ＧＭ：25です。

ギィ：修正で＋２もあるから、17からスタート。４Ｄで８出せば成功だ。

ドラン：余よ裕ゆうナリね。

ギィ：いやいや、ここで失敗するのはいやだから、フェイトを１点使う（一同笑）。

アキナ：慎重ですね！（笑）

ギィ：５Ｄで判定。えい！　（ダイスを振る）……げ、げげげげぇ――!?

一同：な、なんだこりゃ――っ!?

アキナ：１と２ばっかなんですけど!?

ギィ：待て待て待て……！（計算して）ダイス目合計10。達成値27で成功だっつーの!!

一同：焦らせるなぁ――っ！（一同爆笑）

ＧＭ：………（なぜだろう。私まで焦った）。

ドラン：にしてもヒドイ出目ナリ（笑）。

ギィ：逆に考えるんだ！　フェイトを使ってよかったって！

ＧＭ：ともあれ、スーパーバトルゴーレムはしゅぅうううう――、と静止してしまいます。




　前線を突破したフェリタニア軍の攻撃により、ラングエンド国軍本陣で乱戦が巻き起こる。その中心には屹きつ立りつするスーパーバトルゴーレムが存在していた。

　それこそがギィの待っていたタイミング。

　ハングドマンの注意が乱戦へとそれた隙すきに、ギィはゴーレムへとりつき、コアへエネルギーを供きよう給きゆうする疑似竜輝石を奪うばい取とったのだ。




ギィ：疑似竜輝石がなければ、動けねえだろ！　……ってことで。




　スーパーバトルゴーレムが停止した結果、最悪の結果である「敵も含めて全員が壊滅的なダメージ」を受ける心配はなくなった。グリンダの陰謀は半ば頓挫したといってよい。

　ただし、大規模戦闘にフェリタニアが負けたら大陸の戦乱が加速度的に進むという、危機的状況は変わっていない。




ＧＭ：肩に乗ったハングドマンは「何が起こった!?　なぜ止まる……！」と動どう揺よう中。そして……レベル30のゴーレムが止まりますので、戦力がマイナス９されます。

ドラン：これで向こうの戦力は現げん在ざい63。こちらとの差は35点。修正が＋３になるナリよ！
















アキナ：来たぁーっ!!

一同：おおーっ！

ギィ：これはいける！

ドラン：いけるナリよ、ワタシたち！

マルセル：ここが攻め時だな。次は私の行動。進行判定をするぞ。

ＧＭ：現在は【精神】、難なん易い度どは15です。

マルセル：（少し考え）……念のためフェイトを１点使おう。

ギィ：オレの役目も終わったし、《結束》で１点出しとくぜ。

マルセル：すまない。５Ｄで判定。（ダイスを振る）よし、クリティカルしてるぞ。６は二個。これで一気に進む。

ＧＭ：では進行値が１Ｄ＋５ほど進みます。

ギィ：１を出すとちょっと寂さびしい感じになるけどな（笑）。

マルセル：まあ、六分の一なんてそうそう出ない……（ダイスを振る）……１（一同大だい爆ばく笑しよう）。
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ドラン：ま、マルセルぅーっ!!（爆笑）

アキナ：裏うら目めった、裏目りましたよーっ!!（爆笑）

ギィ：さすがはマルセルだ!!　面白すぎる!!（爆笑）

マルセル：……くっ、それでも６進んだぞ。

ＧＭ：まず、進しん行こう値ち３でイベントが発生。両軍が激はげしくぶつかり合い、進行判定の難易度が17になります。さらに進行値６で、ハングドマンがフェリタニア軍に火を放とうとします。

ギィ：ハングドマン、何もしないかと思ったらＦＳ判定のイベントで活かつ躍やくか（笑）。

ＧＭ：スーパーバトルゴーレムを失って自じ暴ぼう自じ棄きになったハングドマンが「こんなゴーレムなどいらん！　みんな燃もえちまえー！」と言って、本陣に火を放とうとする（一同爆笑）。

マルセル：それじゃ味方もろともじゃないか（笑）。

ドラン：ヤケになっているナリ（笑）。

ＧＭ：ＰＣ全員は、難易度18の【筋きん力りよく】判定を行なうこと。全員が失敗してしまうと、火が放たれてしまい、フェリタニア軍の戦力がマイナス10されます。

ドラン：うおっ、それは痛いナリ！

ＧＭ：ただし、ひとりでも成功すればＯＫです。まずはアキナさんからどうぞ。

アキナ：大丈夫、ファンブル以外成功です。（ダイスを振る）28で成功！

ギィ：セーフセーフ。

ＧＭ：じゃあ、火を放つ前にハングドマンを取とり押おさえました（一同笑）。

ギィ：お、落ち着けっ！（笑）　じたばたするな！（←ハングドマンを取り押さえたらしい）

ドラン：（ハングドマンになって）「うるさい！　全部燃やすんだー!!」（笑）

ＧＭ：とか、そんな一幕が（笑）。では、ＦＳ判定の処しよ理りはこれで終了。で、クラウド・シャドウが《二回行動》を使用します。

アキナ：じゃあ、こっちも《再行動》しますっ！　やるぞーっ！

ＧＭ：全員未行動に戻もどったところで、トップは行動値33のクラウド・シャドウ。

ギィ：アイツは何をするんだろうな？

ドラン：シーフ系けいで射撃攻撃しないってことは、おそらく……。

ＧＭ：ではクラウド・シャドウは懐ふところから短たん剣けんが一体化した奇きみ妙みような籠こ手てを身につけつつ、スウェーとダッキングを駆く使しして、敵味方が入り乱れる中、蝶ちようが舞うように華麗に前進。手当たり次第に一撃を入れていきます。

マルセル：……持ってる武ぶ器き、もしかして魔導剣アブストラクターか？

ＧＭ：正せい解かいです。

ドラン：つまり、コイツはエクスプローラー／モンク／ハイランダーか！

ギィ：防御力無視の二連続範囲攻撃が来るぞ!!

ＧＭ：それも正解です。《ピンポイントアタック》《フェイント》《ブラインドスポット》《ゲイルスラッシュ》《ワイドアタック》《ワイドストーム》でアキナとギィを攻撃！

アキナ：むん、来なさーい！

ＧＭ：「大たい勢せいは決したのは認めよう。だが、貴き様さまの首をもらえば、我が方の勝利だ！」

アキナ：そ、そうでした!?（笑）

ＧＭ：命中判定は５Ｄ＋32。（ダイスを振る）クリティカルはしない。達成値56！

マルセル：《パトロナイズ》でその攻撃を潰す。基本が２Ｄ、《限界突破》で１Ｄ、自分でもフェイト１点入れる。

ギィ：《結束》で１点フェイト出すぜ。これで残りが１点。

ドラン：ワタシも１点出すナリ！　こちらも残り１点。

アキナ：あたしも出すよ！　残りが２点。

マルセル：これで７Ｄ。（ダイスを振る）低い。これじゃ止められないのでフェイトを１点使って振り直す。（ダイスを振る）クリティカル！

ギィ：おっ、やった！　一発目は止めたか！

マルセル：では……ここはＮＰＣのカーティスが、活躍したという演出で行こう。

ＧＭ：了解です。




　クラウド・シャドウがアキナに迫った時。「あれが目標の敵の将軍だよ。てぇっ！」と、やや緊張感にかけた声が響く。直後に乾かわいた発はつ砲ぽう音おんが連続して戦場に木こ霊だまする。

　フェリタニアの軍師カーティス・アヴァロンが率いた魔導銃部隊が敵将の横合いから猛射撃を加えたのだ。




ＧＭ：「くっ　猪ちよ口こ才ざいなっ！」とさすがに回避運動のため、一回目のアキナへの攻撃を諦めるクラウド。だが「まだまだ！」と、二撃目を！　（ダイスを振る）クリティカル！
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ギィ：これはもう仕方がないな。

ドラン：意味は薄うすいけど、《ニゲイト》を使用して振り直させる。やるだけやっておくナリ！

ＧＭ：くっ。それなら達成値57。

ドラン：それでも57か……さすがに強力ナリ。

ギィ：ま、クリティカルのみだな。えい！　（ダイスを振る）駄目、当たった。

アキナ：えーい！（ダイスを振る）あたしも駄目です。回避失敗。

ＧＭ：（ダイスを振る）62、[image: 117]点防御力無視攻撃です。

マルセル：《プロテクション》、どっちに飛ばす？

ギィ：アキナだな。オレは倒れても問題ない。

マルセル：了解。（ダイスを振る）57点止めます。

アキナ：ありがとう、マルセルさん！　残り[image: 130]点で立ってる！

ギィ：そのまま食らう。【ＨＰ】16点で立ってる。

ＧＭ：「無念。仕し留とめきれなかったか……」との呟つぶやきを残し、兵たちの群れの奥へ後こう退たいするクラウド・シャドウ。これでこちらの行動は終わりです。次はギィの行動ですね。

ギィ：オレは待機する。【精神】はちょっと駄目だ。

ＧＭ：ギィの次はドランですね。

ドラン：ワタシはマルセルの露つゆ払はらいをしておくナリ。ＦＳ判定の進行判定をします。フェイトを１点使って、できれば誰かもう１点ぐらい欲ほしいところ。

アキナ：あたしは２点ありますから、《結束》でドランさんに１点あげますよ！

ドラン：ありがと～、アキナさんの優やさしさが身にしみるナリよ～！　（ダイスを振る）やば、クリティカルしちゃった。

ＧＭ：何ですとー!?　今回はみんなすごいな（笑）。

ドラン：じゃあ１Ｄ＋５分進行値が上がるナリ！　では……ほい！　（ダイスを振る）……２だから７点上昇！

ＧＭ：進行値が13まで上昇します。まずは進行値９のイベント。敵てきの様子が変わり、フェリタニア軍を罠わなに誘さそい込こもうとしている。判定の能のう力りよく値ちが【感知】に変わります。続いて進行値12のイベント。激はげしい乱戦となり、ラングエンド国軍がＰＣを集中攻撃する。モブのエネミーが与えるダメージを＋20する……って、もう全滅してるって!?（一同笑）

アキナ：残念ですね（笑）。

ＧＭ：では、次はアキナさんです。

アキナ：あたしは待機します！

ＧＭ：そうすると、次はマルセルになります。

ギィ：その前のイニシアチブでオレがマルセルに支し援えん判定する。

アキナ：あ、あたしもします！




　この判定にふたりとも成功。

　マルセルが行なう進行判定に＋４の修正を与あたえます。




マルセル：ありがとう。では、改めて私の行動。進行判定を行なう。《トリビアリスト》を使用。フェイトも１点使う。

ギィ：《結束》で、最後のフェイトをマルセルへ。

アキナ：あたしも出します！

マルセル：これで６Ｄ。（ダイスを振る）……よし、クリティカルした。６が二個出たぞ。

一同：おおーっ!!

ギィ：じゃあ、進行値が１Ｄ＋５上がるので、１を出しても15を超える！（笑）

マルセル：（ダイスを振る）……６（一同大爆笑）。

ドラン：ここで６!?　最初に出しとけーっ!!（笑）

ＧＭ：まったく！（爆笑）

アキナ：むしろすごいよー！（笑）

ギィ：さすがはマルセル！　さっきの出目１と合わせて、裏目が完結した感じ。すごいなあ!!（笑）

マルセル：…………。
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ＧＭ：では、進行値が11進んで、24。これにて、ＦＳ判定終了、合衆国軍の勝利が確定です！




「いまだ、アキナ。だめ押おしの突とつ撃げきを」

「はい！　全軍突撃ー！」

　マルセルの指し示じにより、アキナを先頭にフェリタニア軍が突撃する。

　エルザが火炎魔法を放ち、カーティス、ルーカス、ランダークら部隊長らが追撃戦の指示を出す。

　そして、ピアニィの元に集った歴戦の勇者たちが今、その攻撃力を存ぞん分ぶんに解き放った。

　戦場に満ちる怒ど号ごうと喧けん噪そう。

　刃は鳴なりが反響し、甲冑が砕くだけ散ちる。
















　部隊長をすべて倒され、切きり札ふだの巨大ゴーレムも失ったラングエンド国軍に抵抗の術すべはない。

　クラウド・シャドウはこのままでは戦線を支ささえることができないと判はん断だんした。

「限界か……被ひ害がいが拡かく大だいする前に撤てつ退たいする！」




ＧＭ：フェリタニア軍の猛もう攻こうに耐たえきれなくなったラングエンド軍はなんとか秩序を保ちつつ、撤退していきます。

一同：おおおおおおぉ――っ!!


アキナ：うわあああああ！　勝、っ、た、ぞーっ！

一同：おおおおおおおおおおおおおお――っ!!（パチパチと拍手が起こる）

ドラン：ふう……すごい戦いだったナリ。……歴史上まれに見る快かい勝しようだったんじゃないか？

ギィ：まあ、敵の合流阻そ止しの狙いがぴたりとはまったからな。

マルセル：だが実は色々ギリギリだった。スーパーバトルゴーレムのエネミー識別の出目がもう少し悪かったら、今ごろ我が軍は単なる敗北ではすまないダメージを受けていただろう。

ＧＭ：さて、一方その頃ころのミック軍ですが、実は近くの高台から戦せん闘とうの様子を見ていました。

マルセル：乱入するタイミングをうかがっていたのか。

ＧＭ：「遅おくれてきてラッキーだったかな。危あぶない、危ない」と、勝かち鬨どきを上げるフェリタニア軍を遠くに見てミックは呟つぶやいてます。

ギィ：本当にラッキーだよな。早く着いてたら、一緒に自爆に巻き込まれてたかもしれなかったし。

アキナ：そうですよねぇ。

ドラン：ギギギギギ！　なんかムカつくやつナリ!!

ＧＭ：「ま、ラングエンド国軍の戦法も見られたし、フェリタニア軍の強さも把は握あくできたし。なかなかの収しゆう穫かくあり、といったところかな？」と、勝った気になっているようなセリフを残して、ミックは軍を引き連れて去っていきます。

マルセル：正直、撤退してくれて助かったわけだが……。

アキナ：ですね。グリンダもさらに何か悪いことを考えてるかもしれないし。たくさん犠牲を出してしまったあとだけど、とにかくノルウィッチに戻らないと。

ギィ：そうだな！（笑）

ＧＭ：というところで、大規模戦闘は終了。これにてクライマックスフェイズを終了します。




　かくして、トレイル平原での戦闘は終了した。

　いつしか夕暮れの赤しやつ光こうが、戦場を照らす。

　平原に散乱する、壊れた武器や装備。骸むくろの数々。それらは、戦いのむなしさを語るようにただ残されていた。

　敵と味方が代償を払った結果、ともかくも合衆国は当面の危機を乗り越え、命めい脈みやくを保った。

　アキナはこの光景を目に焼き付けた後、きびすをあげ、全軍にノルウィッチへの帰還命令を出すのであった。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆勝利の凱がい旋せん




　ラングエンド国軍を破やぶったフェリタニア軍は、アキナたちとノルウィッチに凱がい旋せんした。

　兵士たちは高らかに勝かち鬨どきの声を上げ、その勝利を誇こ示じする。

　ノルウィッチの城じよう門もんは、勝者を迎むかえ入いれるため、ゆっくりと開かれた。




ＧＭ：さて、エンディングです。フェリタニア軍はノルウィッチに帰還。スリスに戦せん勝とう報ほう告こくをするというシーンです。その他にも、希望があれば演えん出しゆつします。

アキナ：はい！

ＧＭ：フェリタニア軍は、アキナを先頭に進みます。ノルウィッチ城じようの城門がゴゴゴゴゴと開くと、戦勝に喜んだ民衆たちが、紙吹雪をまき、歓かん声せいをあげます。

マルセル：凱旋パレードか。

ドラン：では、ワタシは一番先頭で内ない蔵ぞう楽がく団だんを展開、ちゃっかぽっこちゃっかぽっことメロディを奏かなでながら歩いていきます（一同笑）。

ＧＭ：不思議な音が!?（笑）

アキナ：音楽鳴ってるー！

ギィ：相変わらずドランは無駄な機き能のうの宝庫だな！（笑）

ＧＭ：この戦勝を大々的に宣せん伝でんすることは、実は政治的な意味があります。フェリタニア軍が勝利し、強力な軍事国家を打うち破やぶり、その実力を証明したことが知れ渡るわけです。

アキナ：うんうん、そうだよね。しかも連合して攻めてきた国を追い返したんですしね！

ドラン：フェリタニア合がつ衆しゆう国こくはいまだ健けん在ざいナリ。

マルセル：派は手でに戦勝報告をする意味は大いにある。妖よう魔またちを打うち払はらい、アルディオン大陸に平和をもたらす……そんな志こころざしをなす意味でもな。

アキナ：じゃあ、あたしは、真ん中を照れながら歩いていきます（笑）。恥はずかしいなぁ。

ＧＭ：沿えん道どうには、あなたに憧あこがれて騎き士しを目指す少年が「やったね！　アキナお姉ちゃん！」と手を振ふってくれたり、あなたの傍かたわらにイルファがつっと寄よってきて「やったな」と声をかけ、ちょっと頰ほおを赤らめて離はなれたりします。

アキナ：うん。イルファちゃんのおかげだよ！

ＧＭ：そのような感じで、パレードが進んだところで、スリスが「よくぞご無事で！」と、ちょっと目を潤うるませながらひしと抱だきついてきます。

アキナ：ありがとうございます、スリス様！　でも、この勝利は……。




　アキナは、ふと視し線せんを送る。

　そこでは、勝利を祝い、生せい還かんを喜ぶ兵士たちがいた。




アキナ：大きな敵てきを相手にしても怖じ気づかず、戦い続けてくれたみんなのおかげだと思います！　これで、平和に一歩近づけたと思います！

ドラン：わーっ！

ＧＭ：「これからの道も険けわしいとは思うけれども、確たしかな一歩を踏ふみ出だせたと思う。それも、アキナをはじめとしたみんなの尽じん力りよくのおかげだ。このスリス、改めて礼を言わせてもらう」と言って、あなたに礼をしたのち、パレードをしてきた兵士たちにも、小さく、かわいらしく手を振ります。それにあわせて兵士たちも「おおーっ」と歓かん声せいを上げます。

ドラン：「スリス女王陛へい下かばんざーい！　アキナ・ブルックス総司令官ばんざーい！」って歓声も上がるナリよ。

アキナ：そ、総司令官……（笑）。

ＧＭ：そんな感じで、アキナたちは一いち躍やくノルウィッチの英えい雄ゆうとなります。フェリタニア合衆国にこの人あり、アルの代理としてではなく、フェリタニア第一の騎士として認にん知ちされ始める最初の戦いだった……そうなるでしょう。

ドラン：おお、我われ々われも表おもて舞ぶ台たいに出てきちゃったナリ。今まで裏うら方かただったのに。

アキナ：お、おお～……。でも、あんまり気取らずに「ありがとーっ」と手を振る感じで！
















ドラン：それがいつものアキナさんらしいナリ。

アキナ：わーい！

ＧＭ：そうすると、よりいっそう大きな歓声が上がります。




　フェリタニアのトップ不ふ在ざいの中、テロと多方面からの侵しん攻こうという最大の危き機きに、見事勝利した、アキナ。

　その凱旋は、新たな平和のために。

　アルディオンの歴史は、また動き始めた。







◆Ending 02◆新たな秩ちつ序じよのために




　ラングエンド国軍を破やぶり、フェリタニア健けん在ざいを示しめすことができた。

　だが、まだ秩序再建はこれから始まるのだ。




ＧＭ：では最後に、今後フェリタニアをどうするかの方針だけ決めましょう。

ドラン：ピアニィ様もいなくなったままだし……みんなどうしているナリか？

アキナ：そっか。あたしたち、勝ったけどピアニィ陛へい下かたちは戻ってきてないんだよね……。

マルセル：問題は山積みだ。

ギィ：あ、ならオレのエンディングは決まったぜ。マルセルに耳打ちしよう。

マルセル：うん？　なんだギィ。

ギィ：そういうことなら、オレはレイウォールに乗のり込こんで調ちよう査さしておくぜ。

ドラン：おっ、密みつ偵ていらしい動き（笑）。

マルセル：了解。では、何かあったらすぐに報しらせてくれ。

ギィ：おう、行ってくるぜ。

アキナ：でも、今後どうすればいいのかな？

マルセル：……私に考えがある。グラスウェルズのアンソンに通信を繫つないでもらいたい。

ＧＭ：わかりました。では、執しつ務む室しつでアンソンと通信するということで。通信用の画面にはアンソンが映うつっています。「ラングエンド軍を撃げき退たいしたそうだね。おめでとう」

マルセル：ありがとう。

ＧＭ：「そちらから通信を繫いできたということは、何か特別な話でもあるんだろう？」

マルセル：うむ。ラングエンドに勝ったことだし、平和会議を再さい開かいして、いずれ首しゆ脳のう会談までこぎつけたいと思う。

ＧＭ：「首脳会談か」

マルセル：そして提案がある。フェリタニア合衆国を再さい編へん成せいして、大だい統とう領りよう選せん挙きよをやりたい。
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一同：おおー！

アキナ：大統領選挙！

ドラン：大陸の覇は者しやを戦争以外の方法で決めるナリね。

ギィ：大統領選挙をやるから協力しろ、か。これは面おも白しれえな！

ＧＭ：アンソンは通信の向こうで「な、何だってぇ!?」と言います（笑）。

アキナ：これはびっくりしますよねぇ。

マルセル：しかし、グラスウェルズのフィリップ王のかかげた正せい義ぎと、フェリタニアの正義を融ゆう合ごうさせるには、この手しかないだろう。

アキナ：ふむふむ。

ギィ：なるほどな。竜りゆう輝き石せきには頼たよらないが、合衆国の枠わくを守って人間が団だん結けつする方法だ。要するに「みんなにトップになれる可か能のう性せいがあるならいいじゃない」っていう話だよな。

マルセル：そのとおり。選挙なら、妥協の余地はある。

ドラン：しかし、ピアニィが不在の間にそんな重大なことを決めちゃっていいなりか？

マルセル：勝手にこちらに任せたのは向こうだ。このくらいのことはさせてもらう。

ＧＭ：いいと思いますよ。その整合性は『無印』で菊池さんが取るわけですし。

ドラン：ちょっ!?　言われてみれば！

ＧＭ：というわけで、がんばってください（笑）。

ドラン：くっ……『デスマーチ』から無む茶ちや振ぶりがくるとは！（一同笑）

ＧＭ：というわけで、今回は終しゆう了りようでございます！　お疲つかれ様さまでした。

一同：お疲れ様でしたー！





『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

第一一話「覇道を継ぐ者」

─ＦＩＮ─













おまけ






　本書の収録が終わった数日後。

　いつものように私ことかわたなが忙しく働いていた昼下がり。

　菊池たけしが私に話しかけてきた。




きくたけ：おい、かわたな。決まったぞ。

かわたな：唐とう突とつですな（笑）。それで何が決まったんです？

きくたけ：次の『アリアンロッド・サガ』ファンブックだが、『デスマーチ』シリーズをメインに据えて行くこと決まったぞ。

かわたな：…………はい？

きくたけ：『デスマーチ』シリーズをファンブック化することが決まったんだ。

かわたな：……はあ？　な、なんだってえええええええええええええ!!


きくたけ：もちろん、既刊の二冊のようにボイスドラマ＆リプレイ＆シナリオを収録予定だ。

かわたな：そ、それはつまり……。

きくたか：これで、アキナやドランの活躍を音声で聞くことができるようになるぞ。当然キミに作業がいくから頑張れよ。

かわたな：ちょ!?　すっごい嬉しいんですけど……（きくたけから渡された企画書を見て）。こ、このタイトな日程はいったい!?

きくたけ：（満面の笑みを浮かべて）……頑張れ。

かわたな：ゆ、油断してたら……最後の最後に無茶振りキター!!






今度こそ

―ＦＩＮ―













あとがき






　国家の存亡を懸けた戦い――。

　本書『デスマーチ』第六巻かんで描えがかれるのは、まさにそんな物語です。

　ひょんなことから、『無印』シリーズで造りあげられた国家「フェリタニア合衆国」を、アキナたちエンジェルファイヤーが背負って立つことになったわけです。

　当然のようにアキナたちには、しゃれにならない困難が次々と襲いかかります！　ぜひ今後もこの『デスマーチ』を存分に堪能していただきたいものです。

　我ながらヒドイことを言っている気がしますが、ともあれ本編の紹介に移りましょう。

　ネタバレに類する記述もありますので、本ほん編ぺんを未読の方はご注意ください。




●第一一話　覇は道どうを継つぐ者

　マルセルが提唱した国際平和会議に対して仕掛けられた爆ばく弾だんテロ。

　その背後にある真の狙ねらい、統一帝スリス暗殺。

　さらにそれをカモフラージュにした、ラングエンドを中心とした多た国こく籍せき軍による、フェリタニア合衆国侵しん攻こう作戦！

　絶対に負けられない大ピンチを続けざまに起こしてみよう！　そんな狙いのシナリオです。

　しかし、さすがは百戦錬れん磨まのエンジェルファイヤー（のプレイヤーたち）。綱渡りのような展開をくぐり抜け、新生フェリタニア合衆国の最初の危機を凌しのぎきってしまいました。

　特に注目のプレイは、テロリストの真の狙いがスリス暗殺であると見破ったこと。

　ＰＣたちはその確証を得るために《天てん啓けい》を用いたわけですが、ここで、シナリオ一回のギルドサポートを果か敢かんに使う決断力にはしびれました。

　また、ここは選択の妙みようがありました。

　スリスの暗殺に来るのは、アンヌ・カルカーニ。ＰＣが護衛につかない場合、彼女を護るのはヘザー・タッセルボルトと決めていました。本文でも触れたとおり、この両名はいずれも群青海さんによる投稿でした。この両者が対決する皮肉な展開もありえたのです。その場合、スリスの命はヘザーが身を挺して守り、アンヌは彼女の竜輝石を強奪、王位の正当性を彼女の望む者に与えようと動く、というプランでした。

　そして、続く大規模戦闘。

　司令官であるアキナが前面に出て戦うという、かなりスリリングな状況で戦闘が進みます。まあエンジェルファイヤーっぽいというか、アキナらしいというか（笑）。今後の『デスマーチ』の方向性を再確認できた思いです。




●お知らせ

　おかげさまで、『アリアンロッド・サガ・デスマーチ』に関連した商品の発売がいくつか計画されております。

　それらについて、この場を借りてお知らせさせていただきます。

　まず、市川丈夫いちかわ・たけお先生の『アリアンロッド・サガ・ノベル・デスマーチ③ お前を絶対守り抜く！』が本書と同時発売です。その主役はマルセル。第一巻から積み上げられてきた邪悪な陰いん謀ぼうにエンジェルファイヤーが挑いどみます。そして、マルセルと敵女軍師ミネルヴァとのロマンスの行方は!?　気になる展開の『ノベル・デスマーチ』第三巻、必読です！

『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ シナリオ集 ベルリールの鉄てつ巨きよ神しん』がゲーム・フィールドより三月に発売されます。既刊の『ベルリールの竜輝石』の続編的立ち位置のシナリオ集です。本書でも登場したレイウォールアライアンスのミック・ヴィルナーも活かつ躍やく！　お楽しみください。

『アリアンロッド・サガ・コミックアンソロジー』もゲーム・フィールドより三月に発売予定。『アリアンロッド・サガ』に関連するコミック、四コマなどを豪ごう華かな執しつ筆ぴつ陣じんが描くアンソロジーコミックです。『デスマーチ』の絵師、猫猫 猫ねこびよう・ねこ先生の描き下ろしコミックも収録。アキナたちの意外な一面を楽しめます。

　さらに五月には『アリアンロッド・サガ・ゲッタウェイ』第三巻の発売が予定されています。本書『デスマーチ』第六巻の展開を受けたクロスオーバーの仕掛けが入っています。皆さんが大好きなあの人が大ピンチに陥ります！　お楽しみに。

　そして――。

　さらなる驚愕の企画も進行中です。これに関する具体的な内容は、本編にあります。ぜひご確認ください。




●最後に

　今回もたくさんの投とう稿こうを採用させていただきました。

　敵として。味方として。戦場に。陰謀に。日常に。イキイキと輝かがやくこれらアルディオンの人々が、『サガ』と『デスマーチ』を彩るエッセンスなのです。

　そして、時代はいっそうの戦乱期を迎むかえ、勇者の活躍の場はさらに拡がります。

　さらなる投稿をお待ちしていますので、ぜひよろしくお願いします。




　今回も素す晴ばらしいプレイをしてくれた、プレイヤーの皆みな様さま、どうもありがとうございます。

　アキナ役の酒井香奈子さかい・かなこさんの華のあるプレイぶりにはいつも感心するばかり。

　今回は歴史の表舞台に立ったということで、ひときわその前向きな推進力が発揮されたように思います。アキナ、そしてエンジェルファイヤーは今後も苦難の連続と思いますが、ぜひ今の勢いで、動乱の歴史を駆かけ抜けてください。

　また、イラストの猫猫 猫ねこびよう・ねこ様。今回も本当にありがとうございます。

　大規模戦闘ということもあり、たくさん兵士を描いて貰ったり、巨大ゴーレム兵器を描いて貰ったり、面めん倒どう臭くさい発注ばかりですみません。

　しかし、その分、臨場感溢あふれるアルディオンの戦場を見事に描きだしていただけたかと！　重ねて御礼申し上げます。




『サガ』シリーズはまだまだ大波乱が待っています。

　その『デスマーチ』っぷりたるや、シャレにならないものがあります（笑）。

　その分、読者の皆さまにスリリングな物語を提供できることでしょう！

　何はともあれ、がんばりますんで、よろしくお願いします！





二〇一二年二月二〇日

田中信二












アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ⑥




明日をつかむ大作戦！








田中信二／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．
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